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１、貴方を失う前夜









　黄昏の、淡い光が窓から差し込む。

　高校三年生の夏。私と彼以外に誰もいない、見慣れた図書室。古い紙の乾いた香りがむせ返るほどに充満しているような気がして、私は図書委員用のカウンターから立ち上がって、窓を開けにいった。鍵を回して、窓を開ければ、初夏の爽やかな風が私の髪を梳きながら、室内に流れ込んでくる。

　本当は、窓を開けにいくという名目で時間を稼ぎたかっただけだ。少しでもこの告白を遅らせてしまいたくて、少しでも『今』が長く続いてほしくて、――――でも、どれだけ私が悪あがきをしたところで、この時間を永遠に引き延ばすことはできないのだ。

「……先輩」

「っ、」

　ぱっと顔を上げれば、二枚重なった窓ガラスに彼の顔がぼんやりと映り込んでいた。綺麗に日に焼けた腕が、窓枠と窓の下にあった本棚の天板に押し当てられて、私の身体を囲ってしまう。逃げ場を失ったことを悟りながら振り返れば、彼の黒々とした静かな瞳が、こちらを見据えていて。

「話って何だ」

「……巽たつみ君は本当にストレートだね」

　巽君、――――陣じん内ない巽。同じ図書委員で、一学年下の男の子。高校生にしては大きな身体と、幼さがほんの少しだけ残る精悍な顔立ちは、私と違って図書室や本に縁がなさそうで、図書委員にはとても見えない。でも彼は無駄口はそんな叩かず、必要以上に絡むこともせず、ただ分かりづらい優しさで私に接してくれていた。彼とも、これできっと、さよならになる。

「……来週、学校辞めることになっちゃった」

　何度か躊躇いながら吐き出した言葉に、は、と彼の零した吐息が凍り付く。当然の反応だろう。素行が悪いわけでもない、平々凡々な女子生徒が急に『学校を辞める』なんて言い出したら、普通は驚く。巽君ってびっくりするとこんな顔なんだなあ、なんて感想が横滑りして、私はつい小さく笑ってしまう。

　私と巽君は一年と少し前、私が二年生のときの図書委員の顔合わせの場で初めて出会った。金曜日、放課後の図書カウンター当番。それが私と巽君の二人に課せられた図書委員の仕事だった。最初こそ寡黙で背の高い、整った顔立ちの男の子と二人きりでの当番は緊張したけれど、毎週同じ時間に顔を合わせていれば、少しずつだが慣れてもくる。二人とも母子家庭だったというのも、距離を近づけてくれた一因かもしれない。

　書庫整理のときに、必ず大判の本を持ってくれるところ。図書室の清掃で、高いところの担当を積極的に引き受けてくれるところ。世間話を振れば、淡々としつつもきちんと言葉を返してくれるところ。礼儀正しいくせに、ため口で、少しの親しみを込めて話してくれるところ。校内ですれ違ったとき、必ず会釈してくれるところ。それが積み重なって、巽君に好感を抱くようになった。恋と呼ぶには幼く、親しみと呼ぶには少し甘すぎる感情。カウンターで静かに本を読む横顔に、つい何度も見惚れてしまうぐらいには、彼のことを特別に思っていて、――――だからこそ、彼にだけはきちんと話しておきたいと思ったのだ。

「お母さんが大きな病気にかかっちゃって。うちにはお父さんもいないし、親戚は全員縁が切れてるから……働けるのが私だけで、だから、」

　笑みがどんどんと崩れていくのは、自分でもよく分かった。それでもどうしようもない。どんな顔を作れば巽君に気を使わせずに済むのか、皆目見当もつかなかったから。

　早くにお父さんが亡くなって、お母さんは私を女手一つでここまで育ててくれた。人一倍働いて、私を高校にまで入れてくれた彼女が倒れた今、今度は私がお母さんを支えるべきなのだ。働いて、お金を稼いで、お母さんの病気を治す。それが私のやらなければならないことで、――――高校に通うことと両立させるのは、不可能に近かった。

　だから、高校を辞めるしか手立てがない。つっかえながら説明を終えた私に、巽君はたっぷり一分間、黙りこくっていた。ややあって半歩だけ距離を詰めてきた彼が、掠れた声で囁く。

「……本当にそれでいいのか」

　端的で、ストレートな質問。それだけで容易く核心を突いてくるのが巽君らしい。

　二年生の彼と、三年生の私は図書委員以外で接点がない。それでも、一年生の委員会決めで彼が図書委員を選んでから、一年三ヶ月もの時間が経っている。私が『彼らしさ』の定義を知っているのと同じように、巽君もまた、私をよく知っていた。

「大学の推薦と奨学金を取れるように、あんなに勉強していただろう。行きたい大学で勉強して、資格を取って、司書になるのが夢じゃなかったのか」

　だから、こんなことを言えてしまうのだ。

　巽君は落ち着いているように見えるけれど、僅かに声が上ずっていて、焦っているようだった。私の呼吸が止まっていることに、きっと気付いていないのだろう。

　それでいいのか、――――いいわけないでしょう。でも他にどうしたらいいの。私が働かなければお母さんの治療費は賄えない。私も生きていくことができない。助けてくれる人はいないし、頼れる相手もいない。がんじがらめになって、思考がぐるぐる同じところを巡っている。

　このまま高校に通っていたかった。大学にも行きたかった。巽君とも、もう少し一緒にいたかった。でもその未来は私から既に取り上げられていて、選ぶ権利すら与えられていない。お母さんを恨みたくなんてないし、本当に助けたいと思っているのに、ほんの少し、本当に少しだけ、どうしてなのって八つ当たりしたくなっている自分が情けなくて、最低で、自分のことが嫌いになりそうだ。

　ぐしゃぐしゃに千切れていく感情が喉を塞いで、言葉が上手く出てこない。巽君の瞳が答えを迫るように私を覗き込んだ瞬間、――――ようやく絞り出せた言葉は、ナイフの形をしていた。

「……分からないよ、巽君には」

　そう口にしてしまってからすぐ、後悔が胸を突く。

　普段はあまり感情を面に出さない彼が、一瞬だけはっきりと傷付いた顔をして、次いで苦く苦くそのかんばせを歪めてみせた。傷付けたのはこちらなのに、ざくりと切り付けられたような痛みが心の柔らかい部分を襲って、視界を微かに滲ませて。

「……そうだな。先輩が何を考えているのかなんて、俺には分からない」

　好ましく思っていた、低くて落ち着いた声音が私を突き放すように響く。ああ、――――私ってやっぱり最低だ。

　彼だって、私の状況ではどうしようもないことは分かっていただろう。その上で、私の心を少しでも救おうとしてくれただけ。諦めていいのかと、私を叱咤してくれただけ。私がそれを、素直に受け取れなかったのだ。

　巽君がそういう優しさを持っている人だって、ちゃんと知っていたはずなのに。

「あ……」

　吐き出した息が震える。彼の腕の囲いの中は息がしづらくて堪らなくて、私は曖昧に「ごめん」と囁いて、その腕の下をくぐり抜けた。図書カウンターの横を足早に通り抜けて、カバンだけを掴んで図書室を飛び出す。

「――――奏かな絵え先輩！」

　後ろから追いかけてきた呟きが、私の背中に届くより先に床へと落ちる。

　私は次の週の頭には高校を辞めて、――――それきり、巽君と話すことはなかった。

　黄昏がもの悲しい初夏のことだった。
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　それから十年が経った今、――――こんなことになるなんて誰が予想できただろう。

　喉が空気を飲み込んで、はくりと音を立てる。背中側に感じるベッドの柔らかさと、シーツの滑らかな感触が、これが現実だと私に突き付けた。思わず目の前の存在から逃げるように身を捩れば、こちらの腰を挟むように置かれている膝が、より一層私の可動域を狭めてくる。

「……この後に及んで逃げるつもりか？」

　低く、微かに苛立ちを含んだ声音が頭上から降ってきた。顔を囲い込むように腕を置かれ、そのかんばせが、ぐっと近付く。暗がりでもぎらりと光る瞳は、あの頃にはなかった激情を孕んでいるのに、形や色はさっぱり変わらなくて、見つめられているだけでおかしくなってしまいそうで。

　――――自分が今、十年ぶりに再会した『巽君』に押し倒されているのだと、まざまざと思い知らされる。

　私がまた息を呑んだのが分かったのだろう。その瞳がすっと眇められて、突き放すような冷たい色味を帯びた。

「金に釣られてここまで来たのは、お前自身だろう」

「っそ、れは……」

「だったら大人しくしているんだな」

　は、と吐き捨てるような囁きと共に、私の纏う衣服が剥がされていく。反論する間もなく肌を露わにされ、剥き出しになった膨らみやまろいお腹に男の視線が注がれて、ぞくりと背筋が痺れた。身体中に力が入り、呼吸が更に浅く震える。脇腹に触れた手のひらから、その震えや緊張を感じ取ったのか、彼の眉が軽くしかめられた。

「……今だけは、お前が俺の『妻』だ」

　諦めろ。

　いっそ甘くすら聞こえる声音が、私の耳孔に注ぎ込まれる。憐憫を内包しているかのようにも聞こえるそれに、私は反射的に彼の顔を振り仰いで、――――そこに、高校の頃の『巽君』の面影を見つけてしまって。

「……やっぱり、」

　巽君は、優しい人のままだ。

　その言葉をそっと舌へと音を乗せれば、彼の、『京きょう極ごく』巽の目が小さく見開かれる。十年前、私が学校を辞めると言い出したときと少し似ている表情に、自然と相好を崩してしまう。

　私と巽君が如何にして再会し、こんなことをする関係になったのか、――――その説明のためには、昨日まで時を巻き戻さなければならない。






２、貴方と出逢う一夜目








「あーあ、」

　狭いワンルームの自宅で、私はベッドの上に倒れ込む。スーツのジャケットがくしゃくしゃになるのだって、もう気にしなくていいんだ。結んでいた髪を雑にほどいて、掻き回して、その手をそのまま枕に叩きつける。

　――――『牧まき田た君、分かってるね。君には辞めてもらわなきゃいけない』

　はい、と返した声は怒りで掠れていたけれど、きっとあの社長は気付いていなかっただろう。

　高校を辞めてからちょうど十年。今日、私は勤めていた不動産会社をクビになった。

　十八歳のときに入社したその会社は、残業代は働いた分だけ出るものの、平気で休日にも出勤させるようなブラック企業だった。朝五時に電話で叩き起こされることも、パワハラ、モラハラ、セクハラの三重苦で眠れなくなることも日常茶飯事。それでも文句の一つも言わず働いてきたのに、上司の不祥事を押し付けられて懲戒解雇の処分を受けた。

　解雇だから退職金もなし、経歴に傷がついて次の働き口だって危うい。明日からどうやっていけばいいんだろう、という形のない不安が、じわじわと身体を侵食していくような気がした。

「……馬鹿みたい」

　強く目を瞑って、縮こまるようにして丸まる。

　激情の噴出がぎりぎりのところで抑え込まれているような、胸の中でぐるぐるとわだかまる感覚が気持ち悪い。そのくせ涙は一滴すら落ちてこないのだから、自分の心の疲弊具合に乾いた笑いが零れてしまった。自分が受けた仕打ちに対しての実感があまりないのかもしれない。

　この十年、良いことなんて母の容態が少し落ち着いたことぐらいしかなかった。遊びも勉強も、日々の平穏や人との繋がりさえも投げ打って、我慢してお金を稼いできたのに、どうしてこんな目に遭わなきゃいけないのだろう、――――そんな生産性のない、駄々を捏ねる子供のような癇癪が湧き上がってきて、遣る瀬無さや不安を塗りつぶしていく。

　どうせ辞めるなら、何か一言ぐらい言ってやればよかった。大きく溜息をつきながら、私はぎゅっと瞑っていた目を開いて、ジャケットのポケットからスマホを取り出す。

　母の容態はまだ安定したとは言い切れないし、これからも治療費が必要だ。貯金自体があまりないから、このまま無職に甘んじるわけにもいかない。どれだけ腹が立っていても、再就職が難しくても、ここは堪えて次の働き口を一刻も早く見つけなければ。

　終わったことに思考を割くような余裕は、私にはないのだから。

「とにかく、すぐに働けそうな仕事……」

　そんな都合のいい仕事はそうそう見つからないと分かっていても、探す他、私に手立てはない。前からたまに覗いていた求人サイトを開いて、通える距離の会社を条件に求人情報を調べていく。仕事自体はたくさんあっても、今の私の職歴でちゃんと雇ってもらえるかどうかは、正直未知数だ。

　いっそ片っ端から応募してみようか、なんて考えが脳裏を掠めた瞬間、ふと視線が一つの求人に釘付けになり、画面をスクロールする指先が止まった。

「給与……一案件で、五百万円……」

　思わず目を擦る。

「五百万!?」

　何かの間違いだろう。そう思って何度確認してみても、そこに書かれている数字は変わらない。五百万円って五百万円だっけ、と意味のない問いが頭の中でぐるりと回る。混乱しながらもその求人ページを開いてみれば、こんな胡散臭い求人を出した会社の名前が、堂々と記されていた。

「『京極フィナンシャル株式会社』……って、京極ホールディングスの子会社だよね」

　京極ホールディングスといえば製薬や電子機器、インフラから人材系まで手広く扱っている、日本で知らない人のいない有名グループ企業だ。そもそもこの求人サイトだって、京極ホールディングスの子会社が運営している。

　てっきり怪しいベンチャー企業辺りが出した求人だと思っていたのに、まさかこんな大企業が。一応ホームページにも飛んでみたけれど、表示されるのは京極フィナンシャルの公式ページだった。

　依頼内容は採用後、面談時に説明予定。採用予定は一名。採用期間は一ヶ月程度。ネット上で履歴書を送付すると、一週間以内に結果が通知される。条件の欄を睨み付けながら、私はもう一度転がって仰向けになる。

「怪しすぎる……けど、」

　応募するだけ応募してみてもいいかもしれない。別に応募ぐらいで不利益が生じるわけでもないし、採用予定が一名なら、どうせ通るわけないし。天井に向けて突き出した腕の先で、スマホのディスプレイがぼんやりと光るのを見つめながら、私はそっと親指を滑らせる。

　――――思えば、このときの私は完全にやけくそになっていたのだと思う。

　だからこそ翌朝スマホを確認して、『採用』の二文字が堂々と書かれたメールが届いているのを見て初めて、『早まったかもしれない』という思いが沸いて出たのだ。

　私はいつも、後悔してばかりだ。
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「初めまして。お待ちしておりました、牧田奏絵様」

「……こちらこそ、初めまして」

　軽い会釈を受けて、慌てて同じように頭を下げる。にっこりと微笑んだその人の横では、仕立ての良いスーツに身を包んだ美丈夫が、怜悧なかんばせをこちらへと向けていた。そこに驚いたような表情が浮かんでいるのが分かって、思わず目を瞬く。

　朝に採用連絡を受け取り、慌ててクリーニング済みのスーツを引っ張り出した私は、訳も分からないまま、メールで指定されたレストランへと面談にやってきた。これで指定されたのが妙な店だったら警戒心を持ったかもしれないけれど、高級ホテルに入っている二つ星のレストランでは、どちらかというと緊張のほうが強くなってしまう。

　通された個室の中には、男性が二人。片方は眼鏡をかけた整った顔立ちの男性で、私の名前を知っていたことからすると、メールでやり取りをした採用担当の『樋ひ宮みやさん』だろう。もう一人の、――――私の顔を見て驚いたほうの彼は、何となく見覚えがある、ような。

　浅黒い肌が映える、精悍な顔立ち。大人びた甘さがある目元や口元から見て、私と同じぐらいの年齢だろう。やや長めの黒髪から覗く瞳は、黒々としていて鋭さを孕んでいた。先ほどまでは驚いた顔をしていたのに、もうこちらへの興味を失ってしまったかのように瞼がゆるく伏せられている。その睫毛が頬に微かな影を落とす様が、私の記憶を刺激した。初夏の風の生温さと香りが鼻先を掠める錯覚に、全身の産毛が逆立って、――――

「あ、」

　ぽろりと零れ落ちた音に、彼の睫毛が一度だけ羽搏いたのが見えた。

　まさか、と思うのと同時に、絶対にそうだという根拠のない確信が頭を支配する。だって、この顔を十年間忘れたことはなかった。毎日のように思い出す、輝かしく大切な思い出の中心に位置する人。私はほとんど直感的に目の前の男性が、――――十年前に喧嘩別れしたきりの『陣内巽』、その人であると断じた。

　記憶の中で褪せずに息づいていた面差しより、全体的に大人びただろうか。あの頃の精悍な印象はそのままに、頬の僅かなまろみが薄れた『男の人』になっているのが見て取れて、心臓がとくりと脈打ってしまう。

　そんな私の心中を知ってか知らずか、笑みを深めた眼鏡のほうの男性が、スマートな所作で名刺を取り出した。

「私はメールでご連絡させていただいた樋宮と申します。そしてこちらが、今回牧田様のお仕事のパートナーとなります、――――弊社執行役員、京極巽です」

「えっ」

　きょうごくたつみ。

　思い描いていたのと違う苗字に、反射的に言葉が詰まった。同時に、若さに対して役職が高いことや、グループ会社の名前にもなっている『京極』という響きで、きっと経営一族の血縁者だろうと思い至る。でも、顔は確かにあの頃より大人びた『巽君』に間違いなくて、――――そこから導き出される答えは、ただ一つだ。

　結婚か、親の再婚か、はたまた養子縁組か。苗字が変わる理由は細かい理由は置いておくとして、彼はこの十年の間に京極家と縁続きの人間になったのだろう。

　ちらりと目を遣った私に、樋宮さんが意味深に目元を緩ませる。彼は知っているのだろうか。私と、そこで興味がなさそうな顔をしている『京極巽』が、既知の仲であることを。知らないで私を選んだとすれば物凄い偶然だけど、知っているとすれば、――――その意図は何だろう。

「……あの、」

「はい」

　遠慮がちな呼びかけに反応してくれたのは樋宮さんだけで、彼は変わらずゆったりと椅子に腰かけ、目を伏せたまま。凍てついた氷のような、鋭い刃物のような雰囲気を纏う彼が、私を拒絶しているのだということは嫌でも分かった。ああ、きっと彼は本当に『巽君』で、あのときのことを全部覚えているのだろう。

　俺には分からない、――――そう突き放されたときのことが思い起こされて、喉が絞まるような感覚に襲われる。先にひどいことを言ったのは自分のくせに、ショックを受けるなんて。そんな自嘲めいた笑みが唇を彩るよりも早く、樋宮さんが小さく咳払いをした。

「今回の案件についてお話しをさせていただいても？」

「あ、はい……お願いします」

「ありがとうございます。まず初めに……求人は京極フィナンシャルから出ていたかと思いますが、実際貴方にお願いしたいのは会社の業務ではなく、もっとプライベートなことなのです」

「……プライベート？」

「ええ。牧田様。貴方には巽様の妻になっていただきたい」

「……は？」

　今、なんて言ったの。先ほど『巽君』に再会したと分かったとき以上の混乱が、私の思考を押し流していく。何かの聞き間違いか、意味の取り違えがあったのだろうと頭の中で反芻してみるけれど、何度試してみても『京極巽の妻になってほしい』という意味にしか聞こえず、私は思わず当事者のほうへと目を向けた。

　巽君は、いつの間にか瞼をきちんと持ち上げていた。視線が絡み合う感覚に口の中が渇いていく。静かな瞳は何の感情も映しておらず、やっぱり自分は樋宮さんの言葉を何か取り違えたのではないかという思いが浮上した。だって巽君、当事者にしては無関心すぎるのだ。

　私が目を瞬いていると、ややあって彼が深い溜息をついて重心を前へと倒す。呆れたように囁かれる低い声音が、この場に来て初めて私の鼓膜を揺さぶった。

「……樋宮。紛らわしい言い方をするな」

「これはこれは。失礼致しました」

　巽君の声音とは対称的に、樋宮さんは楽しげだ。どこか気安さの滲んだやり取りに、この二人はただの上司と部下ではなく、もう少し近しい関係なのかもしれないな、と思う。私の視線に気付いたらしい樋宮さんが居住まいを正して、こちらへと身を乗り出した。

「正確には、『妻役』です」

「それは……奥さんの振りをすればいいってことですか？」

「ええ、そうです。順を追ってご説明致しますと……」

　そこから、樋宮さんは京極家のお家事情と、それが今回の依頼にどう関係しているのかを懇切丁寧に教えてくれた。

　曰く、――――巽君は元々、現在の京極家当主である京極市いち治はるの愛人の息子だった。それを高校卒業直前に亡くなった母親の葬式で知らされ、京極家に引き取られる形となったらしい。異母兄であり、跡取りと目されている京極清きよ仁ひととの折り合いが悪く、彼の婚約者である女性との仲を不必要なまでに警戒されているのだという。

　そこまで説明を受けて、脳裏に閃くものがあった。

「ええと……つまり、私の仕事は『妻役』として、その疑惑を晴らすことですね」

　結婚する相手がいるとなれば、疑いは当然晴れる。朧気ながら見えてきた仕事内容に、徐々に実感が身体を巡り出した。樋宮さんは私の確認にしみじみと頷いてみせる。

「その通りです。清仁様の婚約者は和わ嶋じま満ま保ほ様といって、京極家とは長い付き合いのある和嶋家のお嬢さんで……万が一、巽様と満保様が良い仲になったとしたら、京極家の権力構造が書き換わってしまうのですよ」

「なるほど」

　きっとその和嶋家というのは、余程権力がある家なのだろう。その娘と結婚したほうが、次代の京極家の舵を取ることになるほどには。清仁さんのほうは、それを恐れて巽君を遠ざけようとしているのだろう。

「こちらとしても、清仁様の不興を買うのは本意ではなく……かと言って、何もしないでいると更にこじれてしまいそうで……」

「た、大変そうですね……」

　一般家庭に育った私からすれば、雲を掴むような話だ。日本の一大グループ企業の跡取りともなると、そういうややこしい話も出てきてしまうものなのだろうか。巽君だって、昔は私と同じような暮らしぶりだったはずなのに、――――今や天と地ほどの差がついてしまったのだと、思い知らされる。羨望や嫉妬ではなく、寂寥や諦念にも似たそれが心臓の辺りをちくちくと刺す棘となって、私の体内に残された。

「全くです。……そこで、巽様の妻役を立てることによって、こちらに害意がないことをアピールしようかと思いまして。つまるところ、牧田様には巽様と『偽装夫婦』になっていただきたいのです。お分かりいただけましたか？」

「はい、なんとか」

「それはよかった。貴方の職務内容はただ一つ、『巽様の妻らしく振る舞うこと』。それだけです。期間は清仁様と満保様が婚姻届を提出されるまで。期間中は申し訳ありませんが、京極家の御屋敷に滞在していただきます。その間の衣食住につきましては、こちらで保証致しますので」

「た、滞在」

「それでもよろしければ、こちらにサインを」

　恐らく私に躊躇する時間を与えないためだろう、矢継ぎ早に明かされる雇用条件に目が回りそうになりながらも、私は差し出された用紙に目を落とす。色々な枠が描かれているそれをじっくりと見つめてから、私は恐る恐る呟いた。

「というか、これ婚姻届では……？」

「これが契約書の代わりです。実際に提出はしませんよ、京極家の方々にお見せする用なので」

　そういうものなのだろうか。釈然としない気持ちを抱えながら再び目を落とした用紙。その左上には『婚姻届』という文字が堂々と記され、既に夫となる人の欄は全て埋まっている。愛想のない黒いラインで書かれた『京極巽』という文字は、昔に図書カードの上で踊っていたものとよく似て、少し右上がりで角ばっていた。無性に懐かしい文字を指の腹でなぞりながら、私は手渡されたペンを用紙の上で彷徨わせる。

　ここに来るまでの間に、既に『どんな仕事でも受け入れる』という覚悟は決めてあった。生きていくためにはお金が必要で、母のことを思えばこんなに好条件の仕事はない。だからこそ、どんな契約書でもサインをするつもりだったのだ。

　ただ、それが婚姻届となると心構えがまた変わってきてしまう。

　だってまるで、――――本当に巽君と結婚してしまう、みたいで。

「金銭的にお困りなのでしょう？」

　私が条件に躊躇していると思ったのか、声を潜めて樋宮さんが言う。反射的に面を上げると、変わらない笑顔の樋宮さんの横で、巽君がじっとこちらを見据えていた。相変わらず彼が何を考えているのかは汲み取れないけれど、改めてそのかんばせを眺めてみれば、心臓が大きくざわめいてしまう。

　昔の思い出と共に、淡い想いまでもが胸の奥から溢れ出てくるような感覚だった。爽やかで少し苦い、私の幼い初恋。その微かな火種が未だに残されていたことを実感して、私はそっと胸を押さえる。この十年、誰とも深い関係を築いてこなかったからこそ、この気持ちが残ってしまったのかもしれない。そうだとしても、今の私が十年前と同じように、巽君のことを憎からず思っているという事実は変わらないのだ。

　ぼんやりとそちらを見つめる視線が鬱陶しくなったのか、巽君が僅かに眉をしかめると、そのまま緩慢に顔を逸らした。はっとした私は、ようやく曖昧に頷く。

「……そう、ですね」

　ペンを握り直し、『妻になる人』の欄に自分の名前を記入する。きっとほとんどの人が胸を躍らせて書くであろう婚姻届というものを、こんなにも事務的かつ義務的に扱っているのが、何だか可笑しかった。逸らされたはずの視線が私の手元に注がれて、じりじりと焦げ付いていくのが分かって、――――そんなに見られると、緊張してしまう。

　私が大体の箇所を埋め終わると、視界の端で長い足がゆるりと動いて巽君が立ち上がる。淡々とした声音が、頭上から手元へと降り注がれた。

「……俺は先に戻る」

「巽様、最後まで見届けては？」

「必要ないだろう。……契約は今日からだ。二十時までには屋敷に連れてこい」

　あ、と私が呟くよりも早く、彼の身体がドアの向こうへと消える。ドアの閉まる音と遠ざかる足音が聞こえなくなれば、個室には静寂が訪れた。その場に残された私と樋宮さんは、互いに顔を見合わせて、どちらからともなく笑みのようなものを浮かべる。

「あー……申し訳ありません。本来はああいった態度を取られる方ではないのですが……」

「いえ、いいんです」

　知っています、とは言えなかった。

　そんな私に、樋宮さんは全て枠の埋まった婚姻届を回収しながら、申し訳なさそうに眉を下げる。「ここからは食事をしながらで。お好きなものを頼んでください」とメニューをこちらへ手渡し、深く息を吐いてぽつぽつと言葉を紡いでいく。

「先ほども申し上げましたが……巽様は後から京極家に招かれた存在です。京極家は良くも悪くも大きな家ですので、今まで普通の世界で生きてきた巽様は、馴染むまでにはかなりの苦労を要されました。その過程でちょっぴり人間不信気味と言いますか……」

「はあ、」

「……実のところ、貴方への態度は『かなりマシ』の部類に入るのですが。そこは流石と言ったところでしょうか」

　その憂いを帯びた呟きに、私はぱちりと目を瞬く。

　自分に対する彼の態度は、十年前にひどいことを言ってしまった意趣返しだと考えていたのだけれど、どうやら違ったらしい。彼が誰に対してもああいう素っ気ない態度を取っていて、私に対するそれが『かなりマシ』の部類ならば、それは、そんなに悪い気もしない。嫌われて当然だと思っていた相手だからだろうか。

　十年の間にすり減った心は、欲望や期待といったものすらも、すり減らしていたらしかった。つまるところ、期待のハードルが著しく下がっている。嫌われていないのなら、ひどいことを言われないのなら、他よりいくばくか優しくされているのなら、――――それだけで嬉しくなってしまうぐらいには。

　やっぱり巽君って、何だかんだ言って優しい。そんなことを思考する頭の端に、樋宮さんの後半の言葉が引っかかった。

「あの……もしかして、樋宮さんって私のこと、前から知っていましたか」

　先ほどまでは聞きたくても聞けなかったこと、――――私と京極巽が既知の仲であることを知っているか否か、という領域に踏み込めば、樋宮さんは一度目を瞬いてから、特に隠す様子もなく頷いてみせた。

「ええ。お名前は存じ上げませんでしたが、巽様の心に残っている方が高校で一緒に図書委員をしていた、一学年上の女性だということは把握していました」

「え」

「その反応だと、当たっていたようですね。……貴方だろうとあたりと付けたのは、履歴書を見た巽様が表情を変えられたからです」

　――――普段は仏頂面かしかめっ面しか見せてくれない人ですから。ほんの一瞬だとしても、柔らかく目を細めているのを見てしまえば、気付くのは容易かったですよ。

　そんな樋宮さんの言葉が、期待のハードルの下がった心臓をどんどんと埋めていく。

　わざわざこんな依頼をしなくたって、結婚相手ぐらいすぐに見付けられるほどの美丈夫。私の思い出の中に住む愛しい後輩の男の子。そんな彼に、私だからこそしてあげられることがあるかのような、そんな甘く傲慢な錯覚を抱いてしまいそうになる。今の私にとって劇薬に等しいその想像が、胸の奥の火種を少しずつ、少しずつ大きくして。

「……私、『巽君』のために、少しでも何かできるでしょうか」

「もちろんです。あの人の性根は、貴方と過ごしていた頃と変わっていないはずですから、貴方の好意を無碍にはしないでしょうし」

　ほんのりと悪戯めいた笑みを唇に纏わせた樋宮さんは、先ほどまでよりもずっと嬉しそうに目の奥までもを柔らかくたわませている。その表情を見てしまえば、彼が巽君のことを本当に大切に思っているであろうことは想像に難くなかった。

「偽装とはいえ、お二人は今日から夫婦です。この契約期間中だけでも構いません。巽様のことよろしくお願い致します」

「え、そんな……こ、こちらこそよろしくお願いします」

　綺麗な所作につられ、私も慌てて頭を下げる。元より、お金のためなら何でもやるつもりでここまで来たのだ。巽君の元先輩として、淡い想いを胸に残す女として、彼のためなら大抵のことはやる所存だった。

　私をひたりと見つめる黒い瞳を、脳裏に思い描く。

　欲を言えば、十年前のことを謝って、あのときと同じぐらい気安く話せるような仲に戻れたら嬉しいんだけど、――――

「そういえば、頼むものは決まりましたか？」

「あっ、も、もう少しだけ待ってください……！」

　それはものすごく高望みだろうから、期待のハードルは下げておくに限るのだ。
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　もう何年振りかも分からないほどに食べた『いいお店』の料理は、私の身体を内側から幸せにしてくれた。食べるという行為がただのエネルギー補給に成り下がっていたことを今更のように自覚してしまって、自分に対しての憐憫すら沸いてくる。過労は人の判断能力や、人として当たり前の幸福を奪うのだな、としみじみ思う。

　私を連れて店を出て、タクシーを捕まえた樋宮さんは、このまま私を京極家の屋敷に連れていくつもりのようだった。家には大した荷物もないし、母もまだ入院したままだから良かったけど、一言ぐらい事前に連絡が欲しかったものだ。

「何か？」

「あっ……いえ！　何でもありません」

「そうですか。……屋敷にお連れする前に、京極家についてご説明しても？」

「是非、お願いします」

　今から足を踏み入れる京極家は、日本でも有数の一大グループ企業を経営している。同程度の家柄としては同じような経営一族の一いち宮みや家、経済界に多大な影響を持つ和嶋家、政界にも顔が利く王おう野の家……と限られた名前しか挙がらないほどだ。日本で知らない人間はいない。ただ、その内側は当然私のような一介の庶民には想像すら及ばないので、内情を知っている人からのリークで心構えができるのは純粋に有難かった。

　樋宮さんが語ってくれたところによると、京極家の本家の人間は、一つの屋敷でまとまって暮らしているという。もちろん巽君はそこに住んでいるし、私も今日から契約が終了するまで、その屋敷に住むことになる。

「京極家の当主である市治様、清仁様に満保様、そして巽様。屋敷にいらっしゃる『京極』の人間はそれだけです。満保様は婚約者なので、厳密に言えば違うでしょうが」

「じゃあ、四人だけなんですね。もっとたくさんいらっしゃるのかと思ってました」

「そうですね……市治様は『男系一族でむさくるしいことこの上ない』などと零していらっしゃいましたが」

「ふふ」

　くすりと笑えば、樋宮さんは満足そうに目元を緩めた。緊張し始めていた私をリラックスさせるための軽口だったのだろう。そういう気遣いが、どことなく巽君に似ているなと思った。気遣いの方法は彼とまるで違うけれど。

　昔、巽君がまだ一年生だった頃。何だったかで落ち込んでいる私を、彼が励まそうとしてくれたことがあった。俯いて顔も上げない女なんて面倒極まりないだろうに、私の周りをしばしうろうろしたのち、何かを思いついたのか書架の奥に消えていって。戻ってきた巽君は、私の好きそうな本をたくさん抱えていた。それを私の目の前にどさどさと積み上げて、ただ黙って隣で寄り添ってくれたっけ。呆気に取られてつい顔を上げた私に、『読まないのか』なんて言って、――――分かりづらく不器用なのに、心が温まるような慰めだった。

　昨日のことのように思い出せる、美しい青春の一ページ。それを捲る手を止めると、樋宮さんがにんまりと笑うのが見えた。

「今、巽様のことを考えてましたか」

「は、……えっ」

「なるほど。牧田様は随分と顔に出やすい方ですね」

　違う、と言えば嘘になってしまう。ぐうの音も出ずに黙り込んだ私に、今度は揶揄いのない柔らかな声音が届けられる。

「申し訳ございません。ですが、これも重要なことです。屋敷の者には誰一人として、お二人が『偽装夫婦』であるとばれないようにしていただきたいので」

「な、なるほど」

　それで、私があんまりにもポーカーフェイスが下手だと困るという話か。そっと頬を両手で押さえれば、羞恥で火照ったそれが手のひらをじんわりと温める。

「屋敷には、清仁様に昔から仕えてきた者が大勢いますし、当主に雇われている以上は次期当主を優先する者が多い。分かりますか？」

「……味方が少ないということですか？」

「その表現が一番しっくりきますね。しかし屋敷の人間だって、巽様を敬っていないわけではないんです。巽様はご自身の才能や努力で京極家に貢献し、地位を確立しています。ただ優先順位が違うというだけで、『敵が多い』というわけではないのです」

「ああ……」

　敵が多いわけじゃない、味方が少ないだけ。

　その言い回しは、先ほどまでに聞いた京極家の話や巽君の様子を見れば、何だかしっくりくるような気がした。そして、巽君と樋宮さんが絶妙な気安さを保っているのは、きっと樋宮さんが数少ない『京極巽』の全面的な味方だからなのだろう。

　――――私は、彼の味方としてカウントしてもらえるだろうか。

「……」

「……牧田様？」

「あ、すみません。何か……」

「もうすぐ屋敷に到着します。降りる準備を。中に入ったら、まず巽様と合流し、市治様にご挨拶と結婚の報告をしていただきますので」

「分かりました」

　タクシーが角を曲がれば、長い塀の切れ目に大きな門が見えた。洋風造りのそれは、まさしくお屋敷の入り口という風情で、緊張が増す。タクシーがその門へと近付いていくと、柱の部分に、誰かが寄り掛かるようにして立っているのが見えた。

「あ、巽様」

「えっ！」

　ぽろっと落ちた名前に慌てて姿勢を正せば、確かにその柱に背を預ける影は、先ほど別れたばかりの巽君の形をしていた。どうしてここに。てっきり、当主様との面会のときだけ会いにきてくれるのかと思ってたのに。

　私が目を白黒させている間にも、タクシーは滑るようにして門の前に停車する。開いたドアは私側だ。混乱と動揺の最中にありながら、身体の向きを変えて出ようとすると、眼前に大きな手のひらが差し出された。

　疑問符の呟きは、上手く音に成らない。はく、と喉が鳴る微かな音だけがごく近くにだけ響いて、視線が自然と持ち上がっていく。

「……手を貸せ」

　ゆるく眇められた目が私を射抜くと同時に、低い声音が鼓膜を震わせる。

　視線が、声が、私に向いていることは明白だった。再会して初めて向けられた、私宛の言葉にどくんと心臓が大袈裟な音を立てる。さっきのレストランでは、視線は寄越されても言葉は貰えなかった。そのせいか、それとも今こうしてお姫様よろしく手を差し出されているからだろうか、――――またしても淡い想いがぶり返してしまいそうになる、のだ。

　私が呆けていることに気付いたらしい巽君は、その男らしく形の良い眉をひそめると、中途半端に浮いていたこちらの手をあっさりと捕まえた。そのまま手際よく車内から引っ張り出され、浮ついた気持ちと一緒に、硬いタイルの上に踵が着地する。

「これぐらい慣れろ。お前は『妻』だ」

「は……」

「そうだろう」

「はい……」

　思わず敬語で返せば、一瞬、僅かに目を見開いた巽君が視線に苛立ちめいた何かを纏わせた。怯んだ身体がその場で凍り付こうとするのを、彼の手が思ったよりも優しい動きで促して、一歩、二歩と屋敷のほうへと足を踏み出してしまう。恭しく完璧なエスコートの態を取っているものの、されるほうの私は、どちらかと言えば連行されるような気分だ。

　後ろから樋宮さんの「巽様！　私、今日はこのまま失礼しますので！」という声が追いかけてきて、眩暈がした。樋宮さんがいない状況で、分かりづらい巽君の考えを読みながら、一大グループ企業のトップと話すなんて難易度が高すぎないだろうか。

　何でもやる覚悟は決めてきたけれど、緊張するものは緊張する。しかし巽君のほうは何とも思っていないのか、樋宮さんに小さく頷き返すなり、門の向こうの立派な屋敷へと再び歩き出した。

「あの、巽く……巽さん」

「……」

　また一段と、空気が冷える。もうこれは黙ってたほうが良さそうだな、と遠い目をしながら、私は京極家の屋敷へと足を踏み入れた。

　門から屋敷の玄関までは徒歩三分ほどで、中に入るなり使用人らしき女性二人に頭を下げられる。深々とした礼に会釈を返せば「そちらが巽様の婚約者の……」と鈴を転がすような声音が巽君へと向かっていった。

「そうだ。部屋の準備を頼む」

「！」

　何のてらいも躊躇いもなく肯定されたことに肩が跳ねる。それを咎めるためか、それとも宥めるためか、エスコートをしてくれていた彼の左手がするりと腰を抱いた。屋敷に広がる豊かな木の香りに混じって、巽君のものらしき香りがふわっと広がる。口の中がからからに渇いていく感覚に、浮かべていた笑みの端が崩れるのが分かった。

　こんなに密着していたら、伝わってしまわないだろうか、――――このあまりにもうるさい心臓の音が。

「かしこまりました。比翼のお部屋で構いませんか？」

「ああ」

　使用人の女性たちは、巽君の淡々とした返答に義務的なお辞儀をして踵を返す。義務的というのは私の所感だけれど、あながち間違っていないような気がするのは、先ほど樋宮さんに聞いた話のせいだろうか。

　敵が多いわけじゃない、味方が少ないだけ。その言葉を噛みしめるように、艶やかな板張りの床を踏んだ。ぎし、と音を立てるそれを見下ろした巽君が、私の頭の中を見透かしたように囁いてみせる。

「余計なことは考えなくていい」

「あ……」

「そっちの仕事のことだけ考えていれば、それで充分だ」

　私は彼の腕の内側から、横顔を見上げた。冷たい響きのある台詞なのに、『充分』という単語のチョイスだけがその印象を裏切っている。睫毛の向こうで真っ直ぐに前だけを見つめている巽君の真意が、よく分からなかった。だってこんなの、私を突き放すと同時に、突き放した先に柔らかいクッションを用意しているようなものだ。

　冷たいのに優しい。素っ気ないのに甲斐甲斐しい。巽君が私をどう思っているのかが分からなくて、困惑してしまう。

　ただ一つ分かるのは、私の『可哀想』なんて感傷が、彼を侮るようなものだったということだけ。

「……そうですね。ごめんなさい」

　素直に謝罪を口にすると、見上げた先で巽君が緩慢とは言えない速度でこちらを見下ろした。噛み合う視線に、彼のかんばせが何だか呆れたような、微妙そうな表情を形作る。何か変なことを言っただろうか。

「どうかしました？」

「どうもしない。……ひとまず、その似合わない敬語をやめろ」

「え？」

「婚約者として婚姻届を見せに行くのに、不自然だろう」

　腰を柔く掴む指先が、ほんの少し力を強めた。それが何がしかを主張しているような気がして、私はもう一度彼の横顔を盗み見る。

　彼の滑らかな頬には答えの一つも書いていなかったので、私は一度呼吸を整えてから「そうだね」と呟いてみせた。
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　巽君の父親、――――京極市治との面会は思っていたよりもずっと平穏に、恙なく終了した。ちょうど一年前に大きな病気をして、自宅療養中だという彼が少し母と重なって、騙していることに良心がちくりと痛んだけれど、それだけ。

　覚束ない手つきで婚姻届の証人欄にサインをくれたその人は、巽君のことをきちんと『息子』として大事に思っているようだった。結婚するような相手がいたことを喜び、私の素性を確認もせずに『倅を頼む』と言ってくれたぐらいには。あんまりあっさり行き過ぎて、私のことを事前にどこかの令嬢だと伝えてあったのかと疑ったぐらいだ。

「……それだと意味がない。あの兄には、俺がどこにでもいる普通の女と結婚したと思ってもらわないと困る」

　父親の部屋を出るなり、ネクタイを雑な手つきで解いた巽君は、私の問いに細く息を吐きながら答える。すれ違う使用人に不審に思われないためか、相変わらず腰の辺りを優しく拘束されているのが気恥ずかしかった。

　巽君は迷いのない足取りで屋敷の中を進んでいく。細かく別れた廊下や似た景色の連続を横目に、一人ではとても目的地に辿り着けなさそうだな、なんて考える。しばらく進んだところで、先ほど玄関で私たちを出迎えてくれた女性の姿が目に映った。

　ドアの横に立っていた彼女は、こちらを見遣って優雅に会釈をすると、ドアを開けてみせる。

「お待ちしておりました。お部屋の準備が出来ております」

　そういえば、先ほど巽君が部屋の準備を頼んでいたような気がする。樋宮さんの話では、この偽装夫婦として振る舞う期間、私もこの屋敷に住むということだったから、きっと私のために用意された部屋なのだろう。彼女の肩越しに見えた部屋は広く、その一部屋だけで私の住んでいるアパート一室の大きさを遥かに超えていた。

　こんないい部屋を借りてしまっていいのだろうか。クラシカルな調度品や品のいい内装に見惚れていると、頭の上から巽君の声が降ってくる。

「ここがお前と俺の部屋だ」

「えっ」

　同室なの。

　目は口程に物を言う。瞳にたっぷりと詰め込まれた疑問符を見た巽君が、一瞬だけ使用人の彼女へと視線を向けてから、こちらへぐっと顔を近づけてきた。

「夫婦なんだから、当たり前だろう？」

「あ……」

　吐息が首筋を掠め、私は咄嗟に視線を下へと逃がしてしまう。苛烈な光を湛える瞳に押し負けたのと、――――純粋に、彼の顔があんまりにも近くて、照れてしまったから。

　一瞬で耳までを赤く染めた私が余程初心に見えたのだろう、使用人の彼女は「かわいらしい婚約者様ですね」と少しだけ笑みを見せた。

「巽様、それでは私はこれで」

「ああ」

　美しいお辞儀をした彼女が去ってドアが閉まれば、広々とした部屋には私と巽君だけが取り残された。巽君は抱えていた腰を放すと、これ見よがしに大きな溜息をついてみせる。

「……もう少し俺に慣れてくれ。あれだといつかばれそうだ」

「ご、ごめん。でも……」

「でも？」

「やっぱりどうしても緊張するというか……」

　半ば独り言のように零した私の旋毛に、巽君の視線が突き刺さる。無言の時間が耐えきれず、私はそのまま部屋の奥まで歩を進めた。

　洋風の屋敷に相応しい、名前も用途も分からないような家具がずらりと並ぶ中、異様な存在感を放っているのが大きなベッドだ。正確には分からないけれど、きっとキングサイズなのだろう。そして、その糊の効いていそうなシーツの上に、二人分の枕とクッションが並べられているのを見て、私ははたと足を止める。

　俺とお前の部屋、――――巽君がそう紹介したこの部屋に、大きなベッドと二人分の寝具。いくら私に経験がなく、顔を近づけられただけで照れるような初心でも、ここまでお膳立てされていれば意味はよくよく分かった。

「……あの、これ、」

「お前が思っている通りだと思うが」

　声は、真後ろから響いた。

　咄嗟に逃げようとする身体はあえなく押さえ込まれ、仰向けにひっくり返された身体がベッドに倒れていく。スローモーションのように見える景色の中で、こちらに覆いかぶさってくる巽君だけがひどく鮮やかに見えた。

　背中がベッドに着地し、柔らかなそれに身体が沈む。こんなに寝心地の良さそうなベッドに出会ったのは初めてだな、――――そんな現実逃避が脳裏を駆け巡っている間に、私はしっかりと組み敷かれる形になっていた。圧し掛かる、大きな身体。太腿の上に圧し掛かられているのが、逃げられないことを私に思い知らせているかのようだ。

「……一応、答え合わせをしていただいても……？」

「偽装夫婦だとばれないためには、『そういうこと』をした証拠をこのベッドに残す必要がある。……兄は、婚姻届一つでは納得しないだろうからな」

「つまり、その……」

「今から抱くと言ってるんだ」

　は、と吐き捨てるように笑った巽君は、今までよりも一層感情を押し殺そうとしているように見えた。冷たい瞳がこちらを見下ろし、片方の手が無遠慮に私の太腿へと触れた。倒れた衝撃で捲れ上がったスカート、その下の素肌に、彼の大きな手のひらがぴったりと添えられる。

　一方の私はと言えば、混乱の最中にあった。

　『偽装夫婦』という仕事の役割上、こういうことをする可能性が全く頭になかったわけではない。今の巽君の態度とそれがさっぱり結びつかなかったのだ。だって、巽君は私の深くまで触れるのは嫌じゃないの、――――私が頭に浮かんだ疑問を吐き出すより先に、巽君がさらにスカートの奥まで手を差し入れながら、囁いた。

「使用人は兄の手先だ。朝の掃除とベッドメイクのときに印象付けておくに越したことはない」

「あの、そういう痕跡って偽装できたりとかは……」

「できなくはないが、ばれる可能性は高くなる。そもそもその偽装工作を見抜かれた時点で、偽装夫婦のほうもばれるだろう。リスクが高い」

「ええと……じゃああの、服だけ脱いで寝るとか……」

「目は誤魔化せるだろうが、鼻はどうだろうな。……大体、これはお前が俺との接触に慣れるためでもある。この条件での契約を呑んだのは、お前だ」

　彼の声が低くひそめられた瞬間、がらり、と周囲の空気が一変した。

　ぴりぴりと肌を灼かれているような感覚。獰猛な気配が目の前に在って、私を食い散らかす時を今か今かと待っているような錯覚。圧に押されて、ずるりと身体が滑った。

　喉が空気を飲み込んで、はくりと音を立てる。背中側に感じるベッドの柔らかさと、シーツの滑らかな感触が、これが現実だと私に突き付けた。思わず目の前の存在から逃げるように身を捩れば、こちらの腰を挟むように置かれている膝が、より一層私の可動域を狭めてくる。

「……この期に及んで逃げるつもりか？」

　低く、微かに苛立ちを含んだ声音が頭上から降ってきた。顔を囲い込むように腕が付かれ、そのかんばせが、ぐっと近付く。暗がりでもぎらりと光る瞳は、あの頃にはなかった激情を孕んでいるのに、形や色はさっぱり変わらなくて、見つめられているだけでおかしくなってしまいそうで。

　――――自分が今、十年ぶりに再会した『巽君』に押し倒されているのだと、まざまざと思い知らされる。

　私がまた息を呑んだのが分かったのだろう。その瞳がすっと眇められて、突き放すような冷たい色味を帯びた。

「金に釣られてここまで来たのは、お前自身だろう」

「っそ、れは……」

「だったら大人しくしているんだな」

　は、と吐き捨てるような囁きと共に、私の纏う衣服が剥がされていく。反論する間もなく肌を露わにされ、剥き出しになった膨らみやまろいお腹に男の視線が注がれて、ぞくりと背筋が痺れた。身体中に力が入り、呼吸が更に浅く震える。脇腹に触れた手のひらから、その震えや緊張を感じ取ったのか、彼の眉が軽くしかめられた。

「……今だけは、お前が俺の『妻』だ」

　諦めろ。

　いっそ甘くすら聞こえる声音が、私の耳孔に注ぎ込まれる。憐憫を内包しているかのようにも聞こえるそれに、私は反射的に彼の顔を振り仰いで、――――そこに、高校の頃の『巽君』の面影を見つけてしまって。

「……やっぱり、」

　巽君は、優しい人のままだ。

　その言葉をそっと舌へと音を乗せれば、彼の、『京極』巽の目が小さく見開かれる。十年前、私が学校を辞めると言い出したときと少し似ている表情に、自然と相好を崩してしまう。

「……何を言ってるんだ、お前は」

　はあ、と重苦しい溜息。熱のこもった獣のそれではなく、呆れを含んだ『昔の巽君』の溜息だった。それが無性に嬉しくて、まだ私の巽君がそこにいるのだと思えて。私はつい、くすりと笑ってしまう。

「心配してくれるんだなと思って。変わらないね、『巽君』は」

「……」

　調子付いて零した言葉に、今度こそはっきりと彼のかんばせが苦々しく歪む。それでも少し前までの、突き放すような冷たい色がないせいで、私の心は温かかった。

　まるで魔法のように、彼との間の壁が一枚取り払われる。まだまだたくさんの壁があれど、『話すのにも緊張する』というラインが後方へ遠ざかっていったのは確かだ。

　だって巽君は、――――私が本気で傷つくようなことはきっとしない。してくれないから。

「……変わってないのは、そっちのほうだろう」

「え？」

「もういい。大人しくしていろ、なるべく手早く終わらせる」

　伸ばされた手が、残っていた下着を上下とも取り去る。途端にぴしりと固まった私に、ほんの少しだけ、彼の口角が持ち上がったような気がした。

　圧し掛かっている身体は、先ほどまでの冷たさが何だったのかと思うほどに熱く、火照り始めていた。服を着たままの巽君と、一糸纏わぬ姿にされた私。その対比が恐ろしいほどに恥ずかしくて、私は咄嗟に手で自分の身体を隠そうとする。幼気で戯れのような抵抗に、息だけで嗤った彼は、私の手首を一纏めにして捕まえてしまった。

「っ、……」

「『夫』相手に隠してどうするんだ」

「だ、だって、見ても楽しくないでしょ？」

　この行為が、私たちを『夫婦』だと周囲に思い込ませるためのものなら、普通の『手順』をなぞる必要はないはずだ、――――そう訴える私の頬は、きっと可哀想なぐらいに真っ赤に染まっているだろう。本当は夫婦どころか恋人でもない人に全てを曝け出しているのだから、当たり前だ。彼だって当然、それを分かっているはずなのに。

「……どうだろうな？」

　くす、と微かに愉悦を滲ませた笑みが、彼のかんばせを彩った。楽しくない、という顔ではないのを見て取って、私は思わずまた身体を捩ろうとしてしまう。

　だって、こんなの、――――恥ずかしすぎる。

「だから……逃げるな。そんなに嫌か？」

「に、逃げて、ない……嫌ってわけでもない、けど」

「じゃあ、俺が怖いか」

　ちゅ、と首筋で甘い水音が立つ。ちゅ、ちゅ、と断続的に。太い血管の上を厭らしく這う唇は熱く、しっとりと湿っていた。はぁ、と吐息が濡れた肌をくすぐる。慰めるようなキスは耳朶まで辿り着いて、無防備に震えることしかできないそれを柔く、柔く、噛み潰す。

「ぁ、っ……！」

「ん、……っなあ、怖いのか」

　ほとんど断定するような、それでいて肯定されることを忌避するような口調が、耳孔に直接注ぎ込まれた。

　分厚く男らしい舌が、ねっとりと耳の輪郭を舐めしゃぶり、溶けさせていく。あっという間に淫猥さを増した彼の愛撫に、経験値ゼロの私が太刀打ちできるはずもない。一瞬のうちに意識が押し流され、びくんと震えた身体の所有権が、巽君に明け渡されてしまった。

　嫌ではないのは、本当だった。仕事の内容的にある程度のことは想像していたし、大抵のことはやるという覚悟だって決めている。大体、仕事なのだから『嫌だ』も何もない。嫌だろうと何だろうと、巽君がさっき言ったようにお金のために、やるしかないのだ。

　でも、――――『怖いか』なんて。そんな、私を思いやるような聞き方をされてしまったら。

「……怖く、ないよ」

「ハッ、……嘘つけ」

　自嘲めいた笑みと共に、巽君の手がするりと脇腹を撫で上げる。

「身体が強張って……肌もまだ冷たいままだ。強がらなくてもいい」

「あ……」

　巽君の手のひらは、私の肌よりも随分と温かい。それがゆるゆると、こちらを労わり宥めるかのように剥き出しの脇腹を撫で擦った。その感触に背中を押されて視線を上げて、呼吸が止まる。

　視線の先で、巽君は微かに目元を緩めたまま、こちらを見つめていた。

　ものすごく甘ったるい顔をしているわけではない。ただ、ほんの少し優しさが溶けた表情だった。その視線には何がしかの想いが含まれているような気がして、胸の奥で縮こまっていた心臓がことりと音を立てる。

　抵抗をぴたりと止めた私の耳を、彼の唇がもう一度訪う。水分を拭うような、表面に触れるだけのキス。それは素肌への穏やかな愛撫と合わさって、徐々に私の身体の芯をほぐしていって。

「っん……ぁ、巽君……」

「……お前は全部顔に出る。俺自身を怖がっていないのは分かったから、無理はしないで素直に言え」

　甘やかな溜息が首筋を撫でる。唇は耳朶を解放して、今度は私の輪郭のラインをついばみ始めた。キスしてしまいそうなほどの距離で、巽君が私の表情をつぶさに観察しているのが分かる。私が怖がっていないか、何かサインを発していないか。それを見逃さないようにしているのだと思うと、きゅう、と胸が締め付けられるような心地がした。

「分かったか？」

「ん……分かった」

　そうだ、巽君の優しさってこういう感じだった、――――先ほども垣間見えた『昔の巽君』の名残りに、私の心がじわりじわりと蕩かされる。身体に加えて心も陥落してしまえば、私を包んでいた動揺や葛藤は、触れられるたびに薄れていった。

　私の身体から力が抜け始めたことに、巽君も気が付いてのだろう。脇腹やお腹、背中といった部分を撫でていた手が、ゆっくりと這い上がって膨らみの裾野に差し掛かる。

　大きな、硬い手のひら。少し零れるぐらいの膨らみを包んだそれは、柔らかさを確かめるように指を沈めた。滑らかでひんやりとしたまろみが、彼の指に合わせてゆったりと、卑猥にたわむ。私の身体の中でも一等白い肌が、骨ばった褐色の指に侵食される様は、得も言われぬほどに淫靡な光景で。

　喉が震える。身体の芯に、ふっと火が灯される幻覚を、私は確かに見た。

「っや、ぁ、やだ……」

「……止めるか？」

　耳を舐められたときよりも直接的な快感に、反射で「やだ」という言葉が零れ落ちる。それを本心の発露と受け取ったのか、ぱっと躊躇いもなく離される巽君の手。生まれかけていた性感が途絶え、今度は甘ったれた台詞が口をついて出た。

「ぁ、あっ……なんで、」

　気持ちいいのは、怖い。怖いけど、――――気持ちいいことには変わりないのだ。

　このまま進められることに対する恐怖はまだ残っているのに、もう少し巽君に触れられていたいと思ってしまっている。ままならない感情に振り回され、彼にどうしてほしいのか、もう自分でもよく分からない。

「嫌がったり強請ったり、忙しいな」

「う、」

「……嫌じゃないなら続けるが」

「お願いします……」

　もうここまで来たら、巽君にお任せしたほうがいいような気がする。

　そう思い切ってからは、少しだけ気が楽になった。私より余程しっかりしていて、私のことを分かっている後輩は、こんなときでも私の扱いが上手い。私の感情の針が『怖い』に振れないぎりぎりのラインを見極めて、膨らみの側面やアンダーの辺りを刺激してみせるのだ。

　手のひらに膨らみを乗せ、たぷんと揺らされると、まだ鈍い膨らみの芯がじくりと疼く感覚が私を襲う。厭らしく弄ばれているという、視覚から来る感情も合わさって、私の冷え切った肌がじわっと熱を持った。

「っそれ、恥ずかし……ッあ、んっ」

「恥ずかしいのは我慢しろ。……な？」

　彼の声音に、一匙分の甘さが混じる。宥めすかすような響きに、うなじの辺りが痺れた。熱い呼気が耳の産毛を逆撫でにして、私の眦に生理的な涙を溜め込んでいく。自慰の経験さえ少ない私の身体は、やはりまだ適切に快感を受け取れていないようだった。それでも、やわやわと膨らみを揉まれているうちに、その先端が徐々にぷっくりと膨れ上がっていく。

「ぁ、あっ、ん……た、つみく、」

「ッ、ふ……」

　桜色をした、身体中で一番薄い皮膚。その盛り上がった中心を、彼の爪が優しく、かりかりと引っ掻いた。同時に耳の中をたっぷりと濡れた舌で舐め回されて、じゅう、うう、と吸われて、尾骶骨がそわつく。どちらも明確に『気持ちいい』とは思えないのに、じわじわと蓄積されていく感覚が、私に快感というものを教え込もうとする。

　甘やかに引っ掻かれるたびに揺れる蕾が、摘まめるぐらいに育ったところで、指先の動きが変わった。微かに色づいたそれの根本を、人差し指と中指の側面で擦るように。かと思えば、きゅ、きゅ、とその粒をゆっくり揉むように。たまにひときわ強く搾るように扱かれると、じんとした疼きが芯を通ってお腹の奥に下りていった。

　うずつくような甘い痺れが腰を重くして、ぞわぞわと皮膚の感覚を鋭敏にしていく。下腹部がとろ火で炙られているかのようだった。今まで意識もしたことのない身体の奥底に、熱源が生まれている。その熱が全身へと伝わって、硬く強張っていた身体を蕩かすのだ。

「ッひ……ぁ、あ、だめ、っ……」

「は……っ、腰、揺れてるぞ」

「ちが、んん……っあ」

　幼い性感は、まだ『気持ちいい』と思えるほどの質量を持たない。それでもじわりと噴き出る汗や、微かに揺れる腰や、擦り合わされる太腿が、私の身体の変化を目の前の雄に教えてしまう。黒々とした瞳は、今や苛烈さの中に別の何かを内包していた。こちらを焦がすようなその色は、きっと、――――欲望だ。

「あ……」

　そう思った瞬間、どろっと、最奥が蕩けた。

　貞淑に閉じた最奥の壁から、じゅわりと滲み出る蜜。奥で熱され、火傷しそうなほどのそれが、襞を温めながらゆっくりと伝い下りてきた。感じていることをまざまざと思い知らせるような反応に、自分のことだというのに一瞬呆けてしまう。

　今のは、巽君に何かされたわけじゃなかった。ただ私が、彼に見られていることにどきりとして、その視線が孕む欲望がこちらに向けられていることを自覚して、――――気持ちよくなってしまった、だけ。

　だって、さっきまでは全然そんな素振り、なかったのに。

「見られて、悦くなったのか……？」

　巽君の眦が、甘やかな愉悦に吊り上がる。嗜虐を纏う唇が肌に吸い付いて、そのまま私の首筋に歯を立てた。ぐっと食い込む歯は、痛みと同時に微かな快感も連れてきてしまう。あえかな悲鳴を上げる私に、巽君は初めて機嫌が良さそうな笑みを見せて。

　そして唇を耳朶に触れさせて、――――どろりと低く囁いた。

「……いい子だ」

「ッ……！」

　伸びてきた手が、私の髪を撫でるように掻き回す。囁かれた台詞のせいで、はしたなく感じたことを褒めそやされているのだと、嫌でも思い知らされて。

　かあっと頬を火照らせた血液は、そのまま身体中を色付かせていく。どこもかしこも素直すぎる自分の身体が恨めしく、私は彼の唇から逃げるように顔を逸らした。巽君は気にした様子もなく身体を起こすと、そのまま私のお腹を指先で撫で下ろし始める。

「次は下だ。……触ったことは？」

「え、あ、あんまり……」

「そうか」

　先ほどの甘ったるい声は夢だったのかと思えるほどの、淡々とした声音。それでも相変わらず、突き放すような色は滲んでいなかった。下半身へと向かった大きな手は、腰骨をくるくると撫でて、軽く爪を立てる。そうされると、すぐ傍にあるお腹の奥の器官に、じんと染み入るような淡い快感が届けられて、堪らなくて。思わずむずかるように身を捩れば、その大きな手が窘めるように腰を押さえ付けてくるものだから、きゅん、と奥が疼いてしまう。

　疼きが熱となり、またとろとろと溢れた愛液が、浅瀬まで下りてきて水溜まりを作った。自分の指すら受け入れたことのない、硬い隘路。そこに、巽君を受け入れる準備が着々と進んでいく。それが恐ろしいような、待ち遠しいような気がして、私は細く荒い息を素直に吐き出した。溜め込んでおけるほどの余裕が、もうどこにも残っていないことの証拠だった。

　鈍感なくせに、一度火が付くと堪え性がなくなってしまう、――――厭らしい身体。

「……足、開いてくれ」

「ん、ぁ、うん……」

　そろそろと僅かに足を開けば、敏感で柔い内腿に手が差し入れられた。褒めるように足の付け根を撫でた手は、熱く蕩けた深部へとさらに潜り込んでいく。

　指先に探し当てられた蜜口は、ぐしゃぐしゃに濡れてこそいるものの、まだふやけきってはいなかった。火照って充血した花唇や会陰まで垂れた蜜には、媚肉をほぐす効果はない。男の人の指で丁寧に拓かれ、快楽でぐずぐずになるまで掻き回されないと、大きなものは呑み込めないだろう。巽君もそれを見て取ったのか、溢れた蜜を掬い取ると、それを蜜口のすぐ上で震える、小さな芽に擦り付けた。

「ひ、ぁあ……っ！」

　自分でも何度か触ったことのある花芽は、私にとっては敏感すぎる神経の塊だ。少し何かが掠めただけで腰が引け、爪先がきつく丸まってしまうほどの劇薬。自分では、ふっくらとした恥丘越しにぐりぐりと潰すのが精一杯だった。それを、温かな粘液でぬるついた硬い指で撫で上げられてしまえば、ひとたまりもない。

　今までの控えめな喘ぎ声から、一つ音階を上げた甘ったるい嬌声が迸り、ぴゅく、と新しい蜜が溢れて内腿を汚した。それをゆるく眇められた目で見届けた巽君は、「なるほど」とざらついた声で言う。

「ここは敏感すぎるのか……難儀で、厭らしい身体だな」

　微かな揶揄が混じっているのは台詞ばかりで、視線はどろりと甘さを孕んでいた。は、と零れた彼の吐息は熱く、鳩尾や膨らみの下に浮かぶ玉のような汗を蒸発させてしまう。

　巽君はもう一度指先を下へと向けると、今度は泥濘の中まで潜り込んで、指全体にたっぷりと蜜を纏わせる。人差し指を抜いて、続いて中指も。にゅる、と分け入ってくる硬く節ばった指の輪郭に、襞が柔らかく削られた。狭い隘路が引き攣れる感覚に、侵入者を追い出そうと秘所全体が、きゅ、うう……っと収縮する。

「っあ、ん……中、」

「まだしない。こっちで一度イッて……身体を慣らしてから、な」

「えっ、ぁ……ッは、ああっ……！」

　彼の言う『こっち』という言葉に嫌な予感を覚えるよりも早く、余すところなく愛液に塗れた二本の指が、淫芯を優しく包み込んだ。

　軽く指圧しているだけの、おままごとのような愛撫なのに、膨れ始めていた芯は咽び泣くように震える。ぐっと押して、離す。ぐりぐりと捏ねて、また離す。徐々に強くなっていく刺激に、ぞくぞくとした悦楽が背骨を這い上がり、顎が上がった。性急に高めるのではなく、じっくり、じっくりと追い立てる手つきは、きっと私への配慮なのに、いっそ一息にとどめを刺してほしいと思ってしまう。

「はぁ、やっ、あ……んんっ！」

「耐えるな……そのまま、集中して」

　私を優しく絶頂へ導く、声音と愛撫。言われた通りに目を瞑って感覚に集中すれば、ぞく、ぞくっと断続的な震えが全身を波打たせた。自由なほうの手が、こちらを労わるように頭を撫でてくれるのが、余計に快楽を私に浸透させていく。鼻にかかったような吐息だけを漏らしながら、彼に与えられる快楽を甘受する私は、さぞはしたない女に見えるだろうと思った。

　蜜をまぶされてどろどろの芽は、既にほとんど輪郭を蕩けさせていた。それを二本の指で挟まれて摘まみ上げられると、それに追従するように、くん、と腰が浮く。そのままゆるゆると扱かれ、露わになった裏筋や根本にまで蜜が滴り落ちると、掻きむしりたいほどに疼いて。

「ふっ、あ、ぁん……や、巽く、そこ……」

「どうした……？」

　私が呼べば、彼は鼻先にキスを落としながらこちらを覗き込む。軽く食むようにされると、かわいがられているような気がしてしまって、心の間にある壁がまた一枚取り払われた。

　だから、――――こんなことが言えたのだろう。

「っ、かゆ、い……」

　じん、じん、と熱を放つ小さな突起を、彼に優しく引っ掻いてほしい。

　そんな浅ましい台詞と共に、欲望に支配された身体が仰け反り、自然と秘所を彼に捧げるような格好になる。頑是ない子供のようにシーツへ後頭部を擦り付けて、逃げられもしないのに爪先でマットレスを蹴る。溜め込まれた疼きは、既に私の許容量を超えていた。だっていつもは、軽く捏ねるだけで甘くイッてしまうのだ。こんな甘やかすように弄ばれてしまえば、気持ちよくなりすぎておかしくなる。煮崩れてふやけた脳味噌が、もったりと重い蜜を垂れ流し続ける子宮が、――――私の理性を塗りつぶしてしまう。

「は……ッ、じゃあ、どうしてほしい？」

　雄くさく笑んだ巽君が、一度手を止めて私の顔を覗き込む。私は彼に言われた言葉を何とか反芻して、その意味をぼんやりと理解した。彼は素知らぬ顔で、私にひどく浅ましい姿を晒させようとしている。ただ、私の身体には、もうそれを押し留められる器官が残っていなかった。

　ぱつりと充溢した艶やかな真珠は、既に包皮から飛び出している。その頂点と巽君の中指が軽く擦れ合って、私を唆すように、くちくちと淫猥な音を立てた。

「……っ、ぁ」

　一瞬、理性の残滓のようなものが私の舌を縺れさせる。溢れた唾液を一度飲み込んで、私は熱っぽく巽君を見つめた。獲物を見る目をした巽君が、昔の巽君と重なって見えてしまえば、もう駄目だった。一つ年下の、初恋の後輩。そんな人に、こんな卑猥なことをおねだりするなんて、――――だめ、なのに。

「いっぱい、掻いて……っ」

「ッ、……！」

　ぐう、と獣のように唸った巽君が、勢いよく私の淫芯を掻きむしった。

「あ、ぅんんッ……～～～！」

　突然の暴虐に身体が跳ね上がり、ぎりぎりのところまで溜め込まれていた最奥の熱が一気に弾ける。呼吸が詰まるほどの衝撃。稲妻にも似たそれが意識を灼いて、記憶や思考が一瞬白く飛んだのが分かった。熱は甘い蜜となって発露し、ぼたぼたと垂れ落ちる。自分一人では味わったことのない、強烈な絶頂。その間も、巽君は私を果てへと至らせた粒を、ぐーっと何度も押し潰していた。

　法悦を長引かせ、果てからゆっくり下りてこれるように。

「は、っ、は……ぁ、んんっ……」

　頭は重苦しく、ひどい倦怠感が身体を揺蕩わせる。太腿の裏や背中にじっとりと汗をかいているのが不快なのに、後戯めいた手つきで芽の裏側を爪でくすぐられると、そんなことすぐにどうでもよくなってしまう。

　私の絶頂をじっくりと眺めていた巽君は、やがて深く息を吐くと、秘芯に添えていた指をそっと離した。そしてその指を、先ほどよりずっと柔くなった蜜口へと沈めていく。

「やっ、ぅ、なに……」

「ッ、……気にするな。もう少し浸っていていい」

「ぁ、あ……ったつみ、く……」

「ここにいる。不安なら、こっちを見ろ」

　台詞だけ抽出すればひどく淡々としているのに、声音が微かに甘いから、私は従順に彼の言葉を受け入れてしまうのだ。

　どこか遠くを見ていた目を、巽君へと向ける。ピントを合わせていけば、彼はいつの間にか上のシャツを脱ぎ捨てていた。濃い色合いの肌。きれいに割れた腹筋と、厚みのある胸板。『男の人』に成長した巽君の身体に、じく、と心臓が浅ましく疼く。先ほどまで貞淑ぶっていた私の身体は、どうやら心臓まで淫らになってしまったようだった。

　惚けたように自分を見つめる私に気付いたのだろう。巽君がふっとこちらを見て、微かに目元を緩めてくれる。

「……素直すぎて、こっちが不安になるな」

「え、っんん、ぁ、あっ……」

　ずりずりと、私のものよりもずっと太い指が蜜路をこじ開ける。硬かった襞は先ほどよりも緩んでいるようで、指は思ったよりもすんなりと根本まで埋まった。湛えられていた蜜が、指の質量分だけ溢れる。その生々しい感覚に、私は思わず隘路をきゅう、と締めてしまった。自分を侵すものの形を知った粘膜は、その逞しさにより一層蕩けていく。

　指は私の泣き所を探すというよりは、自分のものを受け入れる場所の下拵えをしているといった態だった。丁寧に壁を押し広げ、襞の粒一つ一つに愛液を擦り込んで、温かな泥濘を優しく掻き回す。与えられる鈍い快感が再びお腹の奥に集まっていくのに、私は彼の下で身悶えることしかできなくて。

「ひ……っ、ん、二本目……？」

「ああ。……力を抜いていろ」

　私の目尻を宥めるように舐めると、巽君は一度浅瀬まで抜いた指を、二本にして押し戻してくる。

　ぐちゅ、くちゅ、と響く淫猥な水音。入り口の淵を引き攣れさせ、潜り込んできたもう一本の指は、一本目と同じところまで沈んでみせた。揃えられた二本の杭に、健気な媚肉が早速縋り付いて歓待する。

　そして二本になった指は、先ほどまでと違ってゆるやかに抽挿を始めた。一番太い節の部分が、蜜塗れの壁を擦り上げる。蕩けて柔くなった蜜壺は、擦られる端からどろりと煮崩れ、ほぐれていく。きゅう、と食い締めるたび、褒めるようにお腹側の浅瀬を撫でられるのが堪らなかった。

　淫芽で感じたきつい快感とは違う、ゆったりとお湯の中で愛されているかのような甘やかな悦楽。絶頂のためではない、時間をかけてじっくりと施される愛撫は、とめどなく滲み出る蜜を白く泡立たせ、糸を引くほどに濃密な淫液に仕立て上げてしまう。確かに気持ちいいのに、果てへと至るには全然足りない刺激。そんな淫虐が五分か、十分か、それとも十五分か、――――はたまたもっと長い時間、私に与えられ続けた。

「あっ、ン……～～～っ、あぁっ、は……」

「ッ、ふ……もう、力が入ってないな。こんなに溶けて……」

　熱い囁きがなじるように響き、その熱に浮かされた私の背筋がきつくしなる。散々蜜壺をかわいがり尽くした二本の指が、お腹側の壁を持ち上げれば、蕩けて癒着していた襞が勿体ぶるように、くぱ、と開いた。ほろりと口を開けた、淫靡な秘所。そこから塊のような蜜が流れ、つつ、と後穴まで垂れ落ちていく。そんな温い快感にすら、臍の下から恥丘に至るまでのまろいラインが細かく痙攣し、くったりと弛緩した下半身がもうどうにもならないことを巽君に伝えた。獣の瞳孔がきゅう、と縮まり、劣情で掠れた声音が私の肌を叩く。

「……もう、良さそうだ」

　喉だけで笑った巽君はゆっくりと指を抜き去ると、こちらを見つめながら、纏わりついていた蜜を丁寧に舐め取り始める。昏くぎらつく獰猛な瞳と、厭らしく蠢く赤い舌。その光景は壮絶なほどに扇情的で、精神的な興奮が、ぞくぞくっと背骨を這い上がった。頭を殴られたような衝撃に、私は思わず息を呑んで、咄嗟に視線をシーツのほうへと逃がしてしまう。

　自分の胸の奥で、心臓が激しく脈打つ。その音に何とか集中しようとしても、ベルトのバックルを外す金属音と、布地が肌を滑る音がいやに耳についた。次いで耳朶を叩いたのは、ぺり、ぺり、ぱちん、と薄い膜が下ろされていく音、で。

　はっと顔を戻したときには、巽君は私の膝を折り畳み、その間に腰を割り込ませているところだった。悠々と私を組み敷いた彼は、伏せていた目を持ち上げて、惚ける私に微かに笑んだ。

「ッ、……挿れるぞ」

「あ、ぁ、っや、ほ、ほんとに待って、今は……」

「待たない。……早く終わらないと、辛いのはお前だ」

　充血し、とろりと開いた幼気な淵に触れる、猛々しい質量。詰めていた息を荒々しく吐き、巽君の身体がこちらへと覆いかぶさってくる。そのせいで自分の下半身がどうなっているのかが、よく分からない。ただ、ひどく大きくて熱いものが、私を貫こうとしている感触だけが伝わってきて。

　どうしよう、――――はいっちゃう。

「たつみ、く、」

　巽君と一つになってしまう、という言いようのない感慨が身体中を満たしていく。限界まで広がった淵が、柔く押し付けられていた先端をついに咥え込む。火傷しそうな熱が内側を侵食した瞬間、全身にばちんと電流が走った。

「ひっ、ぁ、っんん……～～～ッ！」

「ぐ、ッ……ぁ、は、……っきつ、い、な……」

　もしかして、イッたのか。

　奥に分け入ってこようとする昂りを、きゅうきゅうと小刻みに食い締める媚肉。その反応でとっくに分かっているくせに、耳朶を甘噛みしながら尋ねてくる巽君は、いじわるだ。

　甘く未熟な絶頂に浸りながら、今まで誰にも明け渡してこなかった場所を、巽君に汚されていく。散々ぐずぐずにされたせいか、思ったような痛みはほとんどなかった。どれほど彼のために躾けられてしまったのかと思うと、心臓を掻きむしりたいほどの羞恥に見舞われる。

　緩慢に泥濘へ沈む切っ先は、やがて指も届かなかった最深部を優しく穿つ。ぐうっと押し込まれ、身体の中身がせり上がるような錯覚。侵攻が止まったことに安堵した私の身体は、自然と詰めていた息を細く吐き出す。ぴったりと奥まで嵌った剛直は、中で感じるだけでもひどく猛々しく、逞しかった。狭い内壁を圧迫するほどの質量と、襞に揉み込まれても少しも揺らがない硬度。燃えるような熱も、張り詰めた雄々しいラインも、全て私の痴態が唆した結果だと思うと、ぞくりと甘い痺れがうなじを覆う。

「はー……っん、ぁ、はいった……？」

「ッ、ああ……全部入った。ここまで……ちゃんと、呑み込めてる」

　労わるような手つきで、巽君が私の下腹をやわやわと撫でた。軽く押し込まれたのは臍のすぐ下で、『ここ』と言われた場所がどこなのか理解した私は、ただでさえ火照っていた頬を、さらに赤く染めてしまう。煽られた最奥がきゅんと疼いて、彼のものの幹を舐め啜るように、襞を卑猥に波打たせた。それは奇しくも、奥へ奥へと怒張を誘うような動きで。

「ッ、……随分と、欲しがりだな」

「ちが、……これは、」

「馴染むまで待っていようかと思ったが、その必要はなさそう、だ……っ」

「っひ、ぁあっ……！」

　笑う気配と共に、がり、と膨らみと鎖骨の間に噛み付かれる。痛いのと気持ちいいのとの合間に放り出された感覚が、急に始まった律動に混ざって、『気持ちいい』に傾いた。ほぐす段階ですっかり発情しきっていた子宮が、ようやく刺激を貰えるのに悦んで、熟れた粘膜からまた蜜を染み出させる。

　とん、とん、と一定のリズムで打ち付けられる腰は、逞しさに比例して重い。同様にみっしりとした怒張は、充溢した幹や張り出した笠で内壁を余すところなく掻きむしり、襞を磨り潰していく。先ほどの愛撫のせいで、鈍かった隘路の性感もいくらか目覚めさせられているらしく、私はその抜き差しに合わせて、熱と快感が弾けるような感覚に苛まれた。

「ン、ん～～……っ、はっ、あっ、ぅ、たつみ、くん……っ」

「ッは、ァ……っなん、だ、痛いか……？」

　蜂蜜が溶けたような声で縋れば、甘噛みを繰り返していた口が、劣情と労わりがないまぜになった言葉をくれる。欲に塗れていたはずの瞳が、僅かに理性の色を取り戻すのが見えた。

　きっと私が痛いと言えば一度止まってくれるのだろう、――――そんな光景が容易に想像できて、きゅう、と心臓が締め付けられるような心地になる。

　巽君の腰遣いは、荒々しくないのに執拗だった。丁寧で優しい、こちらの身体を労わるようなピストン。腰骨まで響くように叩きつけては、まだ下りてきていない奥の壁を求めるように、ぐ、ぐっと深くまで切っ先を潜り込ませる。痛くない程度の力でしか掴まれていないはずなのに、腰は少しも捩ることができず、ほぐすように何度も何度も奥を貫かれるばかりで。

　そして同時に、先ほどまでなぶられていた小さな芽をくりくりと捏ね回されてしまえば、私は喉を恭しく差し出して、身も世もなく喘ぐことしかできなくなって、――――甘えるように、彼の名前を何度も口にした。

「巽く、っあ、ぁ、ひぅ……ン、う、」

「っく、……ん、」

「ぁ、たつみ、く、っん……ぁ」

「ッ……！　そんなに甘ったるい声で、っ俺を呼ぶ、な……！」

　呻くように、吐き捨てるように囁かれた台詞は、苛立ちにも似た興奮をたっぷりと孕んでいた。彼の身体がさらに重くこちらへ圧し掛かり、獰猛な息遣いが耳朶を掠める。喉仏のない、なだらかな弧を描く私の急所。獣が獲物を仕留めるが如く、八つ当たりめいた噛み痕がそこへと残された。

「ぁ、ああっ、……ふ、くぅ、ん……ッ！」

　律動が速度を上げていく。中を蹂躙する屹立は、はち切れそうなほどに膨れ上がって、私の大事な場所を、根こそぎ淫悦の虜にしていく。もう彼の名前すら呼ぶこともできず、ただ揺さぶられるだけになった私の視界に、ぼやけるほどの至近距離でこちらを見つめる巽君が映り込んだ。ふやけた脳味噌が、彼の眼差しが甘さを含んでいるように錯覚して、つられた胎奥がどろっと蕩け落ちる、感覚。ひときわきつく熱杭を食んだ私に、巽君が小さく胴震いをして。

　――――奏絵先輩。

「え、っあ、ぁ、やっ……」

　音にならない、唇だけの動き、――――でも、それで充分だった。

　巽君の唇で、密やかに紡がれた自分の名前。嬉しくて、気持ちよくて、お腹の奥から快楽の塊がせり上がり、ぱちぱちと目の前に星が散った。瞬きの間に体温が上がる。喉が塞がって呼吸が止まる。きつく痙攣する身体が、果てまで一気に押し上げられて、――――

「うそ、だめ、……ッだめ、イッちゃ、ぁあ……～～～っ！」

　重い切っ先に奥を小突かれ、剥き出しの花芯を勢いよく弾かれるという『駄目押し』に、ぞっとするほどの悦楽が押し寄せる。陥落した身体が果ての向こう側へと放り出されて、目が回るような絶頂感に全身をもみくちゃにされてしまう。

「ッぐ、ぅ……っ」

　絞るような内壁の動きに耐え兼ねたのか、熱っぽく呻いた巽君が腰を震わせた。奥の奥に居座っていた怒張が脈打ち、膜越しの温かな奔流を微かに感じる。びく、びく、と不随意に腹筋が蠢くのが厭らしくて、『出されている』のだと思い知らされているかのようだった。溜め込んだものを全て出し切るように、ぐうっと奥に押し付けられるのも、冷めていくはずの私の身体を余韻の中に縫い留める一因で。

「ぁ、んっ、ん……」

「ふ、……っ、は、ぁ……」

　火照りきって、じっとりと汗をかいた身体が密着する。不思議と、先ほど一人で汗をかいていたときよりも不快ではなくて、むしろ強く感じられる巽君の香りに微かな安堵を覚えてしまう。全力疾走した後のようなざらつく呼吸が、身体がゆったり冷めていくのと同じペースで、ゆるやかに落ち着いていく。

「っ、はあ……大丈夫か」

「ん、ぅ……」

　巽君の手のひらが私の頬を包み込み、やわやわと撫でる。暴悦に打ちのめされた私を労わるような、宥めるような手つき。上がっていた顎が優しく引き戻され、黒々とした瞳が私を窺うように見つめた。焦点が上手く合わず、彼がどんな顔をしているかはよく分からない。何とか頷いてみせながらも、猛烈な眠気と疲労に、意識がどんどんと深く沈んでいく。

　そういえば、ここのところちゃんとした睡眠を取っていなかったかもしれない。今日だって、疲れすぎていて逆にゆっくり眠れず、早々に起きてしまったような、――――そんなことを取り留めなく考えつつも、私は彼にしがみ付いたまま、緩慢に瞼を下ろす。

「……奏絵先輩、」

　震えた声が、何かを呟いたような気がした。






３、貴方を思い出す二夜目








　とろとろと降り注ぐ、柔らかな日差し。

　不意にそれが朝日だと知覚して、私はのろのろと瞼を押し上げた。睫毛が震えて、カーテン越しのきらめく日差しの粒を反射する。何度か瞬きを繰り返したのち、目の前に広がる天井が見覚えのないものだと気が付いて、怒涛のように過ぎ去っていった昨日という日を思い返した。

「ああ……」

　そういえば、巽君と『偽装夫婦』になって、――――彼に抱かれたんだった。

　身体に走る鈍い痛みがなければ、夢だと思ってしまったかもしれない。昨夜の様々な光景が脳裏を過り、私は慌ててそれの再生を止めた。経験がなかった私にしてみれば、行為だけでも大変なことなのに、その相手が巽君であることを冷静に受け止められる気がしなかったので。

　深く息を吸って、吐いて。それを繰り返すうちに、思考がクリアになっていく。

　――――嫌ではなかった、恥ずかしかったけれど。

　感想としてはそれに尽きるだろう。まだ精査も消化もし切れていない感情が、胸の内にわだかまっているのは分かっているけれど、それをきちんと飲み下すのにはまだ時間がかかりそうだったから、今はノーカンだ。

　私は最後に長く息を吐いてから、ちらりと自分の身体を見下ろした。布団こそ被っているものの、服は一枚も纏っていない。べたつくような感覚はないので、恐らく私が意識を失った後に巽君が拭いてくれたのだろう。あの美丈夫にそんなことをさせたのかと思うと、起き抜けの心臓がじわじわと熱を持つような気がしてくる。

　その巽君はといえば、姿が見えなかった。改めて確認した日差しはそこそこ高い場所にあったので、多分仕事に行ったのだろう。『妻』らしく見送ったほうがよかったのでは、という後悔が胃の腑の辺りをくすぐって、思わず溜息が零れてしまう。

「――――ああ、起きていらっしゃったんですね」

「えっ」

　急に響いた声に、胸元へ布団を掻き抱きながら振り返る。声の主はちょうどドアを開けたところだったようで、「申し訳ございません。お返事がなかったもので……」と恐縮したように眉を下げた。その顔と服装には見覚えがあって、少し考えたのちに、昨日私と巽君をこの部屋で待っていてくれた使用人の女性だと思い至る。

　使用人は兄の手先だ、――――巽君がそう言っていたのも一緒に思い出し、私は慌てて身体を起こした。だらだらしている姿を見せて、京極家に相応しくないと思われたり、巽君との仲を疑われたりしたら堪らない。

「こちらこそ呑気に寝ていて申し訳ありません……もうお昼も近いのに」

「いえ、そんな……巽様は、奏絵様を好きなだけ寝かせておくようにとおっしゃっておりましたよ」

　奏絵様は、巽様に大切にされていらっしゃるんですね。

　にこにこと毒気のない笑みを浮かべた彼女は、心の底からそう思っているようだった。そのことに安堵すると同時、巽君の夫らしい振る舞いに、再び心臓が温度を上げる。たとえその思いやりが『夫らしい振る舞い』の演技だったとしても、彼に優しくされていることは変わりない。それが嬉しくて、嬉しくて、自然と顔がほころんでしまった。

「……そうだと、すごく嬉しいです」

「もちろん、絶対にそうですよ！　巽様があんな優しい顔をなさっているところを、初めて見ましたから」

　使用人の彼女は井い藤とうと名乗り、これから私の世話を担当すると告げた。私と歳が近そうで、普通にしていると上品で洗練されたメイドさんという風情なのに、笑うとどこか溌剌とした雰囲気になるのが印象的だ。

　井藤さんはベッドの上で座り込んでいる私に手を貸し、てきぱきと身支度を整えていく。こういう家では当たり前なのか、シャワーにドライヤー、服の準備や着付けも手伝われたのには驚いた。庶民の私には恐れ多すぎて断ろうとしたものの、無体を働かれた身体は重く、満足に動かすことができない。よって私はされるがまま、井藤さんにヘアアレンジまでお任せする羽目になっていた。

「今日は清仁様と満保様とご夕食を取られると伺っておりますので、少し上品に纏めさせていただきました。いかがでしょうか？」

「すごい……！　素敵にしてくださってありがとうございます」

　自分じゃ絶対にできないような、緻密な編み込み。何がどうなっているのかはよく分からないけれど、素敵なヘアスタイルになっていることは確かだった。目を輝かせる私に、井藤さんがちょっと照れたように淡く微笑む。

「ありがとうございます。巽様に見せて、是非感想をお聞きしてみてください。次回の参考にさせていただきますので」

「はい。あ、そういえば巽君は……」

「もうお仕事に向かわれました。奏絵様は、夕方までどうされますか？」

「ええと……そうですね」

　巽君との『偽装夫婦』の契約において、私の仕事は『巽君の妻らしく振る舞う』ことだ。ただ、巽君がいない現状でそれらしいこととなると、少し難しいような気もする。悩んだ末にベッドのほうへと目を遣れば、サイドボードにメモが残されていることに気が付いた。

「これ……」

　『好きにしていろ』、――――婚姻届や、十年前の記憶の中にある文字と同じ筆跡で綴られたその文字に、先ほどの伝言と似たような思いやりを感じて、性懲りもなく胸が疼いてしまう。

　好きにしてもいても、いいのだろうか、――――いや、いいんだろうな。いくら『夫婦の振り』をしていたって、巽君はこういうときに嘘をついてまで取り繕ったりはしないだろう。してほしいことがあるなら、きちんと伝えてくれていたはずだ。

　それなら、今日は彼の言葉に甘えてみようか。

「良かったですね、奏絵様」

「はい……」

　井藤さんの明るい笑顔に微笑み返しながら、何をしようか考える。

　ここ数年、自由な日などほとんどないような生活を送ってきたので、いざ好きにしてもいいと言われると困ってしまう。好きにする、好きなこと、――――そこまで考えて、ふと、あるものが頭に浮かんだ。

「……あの、井藤さん」

「はい」

「このお屋敷、私が入ってもいい書庫のようなものはありますか？」





＊＊＊






　黄昏の、淡い光が窓から差し込む。

　夢中になって捲っていた本に一段落がついたところで、私は初めてその光の色に気が付いて我に返った。いつの間に、こんなに日が傾いていたのだろう。いつかも嗅いだ、古い紙の乾いた香り。むせ返るほどとは言い難いけれど、好きな香りに囲まれていたせいで、時間を忘れてしまっていたようだった。

　朝、書庫が見たいと言った私に、井藤さんは快くこの書庫を紹介してくれた。流石は京極家のお屋敷と言ったところで、ちょっとした図書室のようになっている。下手をすれば、公立小学校の図書室よりは余程広いかもしれない。品揃えも素晴らしく、普通の小説から新書、経済や経営系の実用書や美術の専門誌のバックナンバーまで、選り取り見取りといった状態だった。気の赴くままに本を手に取り、夢中になって読み進めていたところ、――――どうやら昼食もすっぽかしてしまったらしい。

　読書は昔からの趣味だったのに、この十年間はとんと読んでいなかった。そんな暇はなかったし、物語の世界に逃げ込んでしまえば、帰ってこられなくなってしまいそうだったからだ。でも、巽君に『好きにしていろ』と言われて最初に思いついたのが読書だったのだから、性根というものはそうそう変わらないのだろう。三つ子の魂百まで、と言うし。

　私は今の今まで読んでいた小説を棚に戻して、その背表紙をするりと撫でる。懐かしいタイトルだった。至って普通の恋愛小説だけど、私はどうしてか、昔からこの小説が大好きで。一度巽君に勧めてみたら『プロポーズが気障すぎる』なんて痒そうな顔をしながら読んでたっけ。

　蘇る思い出に、口元がゆるゆると緩んでいく。今勧めたら、もう一度読んでくれたりするだろうか。どうだろう、難しいかな。昨日ここに来てからの彼との接触は、基本的に素っ気ない会話と、突き放すような態度で占められていた。

　ただ、――――睦み合いの最中は、少しだけ距離が縮まったような気がした、から。

「……話すだけ話してみようかな」

　微かな期待と希望を胸に、くるりと踵を返す。きっとそろそろ巽君も戻ってきているだろう。もしまだなら、『妻』らしくお出迎えでもしてみようか。そんなことを考えながら顔を上げて、――――私はぴしりと硬直した。

「……」

「……えっ」

　書庫の入り口、年季の入った大きな本棚に寄り掛かった、スーツ姿の巽君。

　美術品のように整った横顔がこちらを向いて、緩く組まれていた腕がほどかれる。

「い、いつから……」

「十分前から」

　昨夜、果ててそのまま寝落ちたのが最後の会話だったとは思えないほどの、普通の声音だった。十分もの間、本に夢中になる様を見られていたのだと思うと、無性に恥ずかしくて堪らなくなって、私は赤みを帯びる顔を隠すように俯いた。

「……読書中に周りが見えなくなる癖、直ってないのか」

　――――本を読んでるときに声かけても気付かないのは、先輩の悪い癖だ。

　今より少し高い彼の声が、記憶の中で反響する。面倒くさそうな顔をして、私から本を取り上げる高校生の巽君の顔がちらついて、その面影が今の巽君の怜悧な面差しと重なった。

　彼が自分から昔の話をしてくれるのが嬉しくて、私はついへらりと笑みを浮かべてしまう。

「……直ってないみたい」

「そうらしいな」

　ふ、と薄く、笑みのようなものを滲ませた巽君が、近寄ってきて私の手を掴む。今笑ったの、なんて聞く暇もないままに書庫から引っ張り出された私は、そのドアの近くで待っていたらしい樋宮さんを見て、目を瞬いた。

「樋宮さん？」

「こんばんは、牧田様。もうすぐ夕食のお時間なので、巽様と一緒に探させていただいておりました」

「あ、」

　夕食、――――清仁さんと満保さんと顔合わせをするという話を思い出し、私は思わず青ざめる。朝、井藤さんに聞いたのに、またすっかり忘れていた。時間は大丈夫だろうかと巽君の横顔を窺うが、いつも通りの無表情で何を考えているのかよく分からない。

「あ、時間のほうは大丈夫ですよ。今から向かえば充分間に合います」

「そう……よかったです。すみません、ご迷惑をかけて」

「いえいえ、いいんです。ねえ巽様？」

「うるさい」

「おやおや」

　にんまりと笑った樋宮さんは、その視線をつつっと下に滑らせる。何があるのだろうと首を傾げながら視線を追えば、そこにはしっかりと繋がれた、私と巽君の手が、――――

「！」

「……どうした」

「た、巽君、手……」

「今放したら、また書庫に籠るだろう」

「さすがにそれはないよ!?」

　私が勢いよく反論すれば、何故か手首を掴む力が強くなる。すり、と手の甲をくすぐられて、そのまま巽君は再び歩き出してしまった。にこにこと愉しげな樋宮さんに見送られて、私は巽君に連れ去られていく。

「樋宮、部屋で待ってろ」

「かしこまりました。……牧田様、お食事楽しんできてくださいね」

「は、はい……」

　どうしてこんな、手を繋いだまま、なんて。

　昨日私を嫌というほどに暴いた大きな手。温かく硬いそれが、私の手をちょうどいい力加減で包み込んでいる。厭らしさの欠片もない接触でも、伝わってくる温度があまりに鮮明で、馬鹿正直な心臓がとくとくと脈動を速めてみせた。

　だってこの指先がどうやって女に触れ、追い詰めるのか、もう知ってしまっているのに、――――今更、こんな戯れのような触れ方をしてくるなんて。

　吐き出す息に動揺が混じらないように、視線を明後日の方向へと遣りながら廊下を進む。やがて巽君が足を止めたのは、大きくて装飾の凝った扉の前だ。

　彼が繋いでいないほうの手でドアを押し開ければ、その先の部屋には、既に男女二人が揃っていた。

　短めに整えられた黒髪、優美な印象なのに、どことなく巽君に似た目鼻立ちの男性と、明るい色合いのショートボブがぴったりの、凛とした顔立ちの女性。私と巽君より少し年上に見える二人が、部屋に入ってきた私たちを見て、同じタイミングでぱちりと瞬きをする。

　そして次の瞬間に、それぞれ真逆の表情をそのかんばせに浮かべてみせた。

「……遅い。どれだけ待たせるんだ」

「あら、いいじゃない。まだ約束の時間の前よ」

　男性は腹立たしいとばかりに眉間に皺を刻み、女性はころころと柔らかく笑う。きっと、この二人が清仁さんと満保さんだろう。お待たせしてしまったらしいと分かって凍り付く私を余所に、アーモンドの形をした美しい目を私たちの手と向けた満保さんが、ひどく嬉しそうに微笑んだ。

「仲がいいのね」

「ああ」

「あら、素直」

　あっさりと同意してみせた巽君に、満保さんは笑みを深め、清仁さんは小さく鼻を鳴らした。その光景に、私は喉の辺りでわだかまっていたものが、すとんと腑に落ちてきたのを自覚する。

　ああ、そうか、――――この手も『偽装夫婦』の一環だったのか。

　巽君らしからぬ振る舞いへの疑問が氷解し、納得したような心地が胸を満たしていく。その中心に埋まっている、ほんの少し残念に思う気持ちを、覆い隠すように。無意識のうちに自分の指先同士を擦り合わせているのは、するりとほどかれた手が寂しいからじゃない、はずだ。

「奏絵ちゃん、だったかしら。同じ京極家の嫁になる者同士、ぜひ仲良くしてもらえると嬉しいわ」

「もちろんです。よろしくお願いします」

　一度の瞬きで感傷を振り切り、差し出された手をそっと握る。握り返される感触は優しい。どうやら満保さんには気に入ってもらえたようだった。この分では、私たちの関係が夫婦どころか恋人でも何でもなく、お金で雇われた関係だなんて、夢にも思っていないだろう。

　ただ、こちらに厳しい目を向けてくる清仁さんのほうは、まだ油断はできない。ご飯を食べている間、ずっとこの視線が突き刺さるのだと思うと、胃の辺りがしくりと痛むような気がした。

「じゃあ、揃ったことだしいただきましょうか」

　満保さんがちょっぴり冗談めかして両手を合わせる。

　こうして、微かな緊張を孕んだ食事会がスタートしたのだった。
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　食事会を無事に乗り切り、部屋に戻ってきた私たちを出迎えてくれたのは、樋宮さんだった。巽君が指し示した向かい合わせのソファーに、三人で腰を下ろす。

「それで、いかがでしたか？」

「満保さんには疑われていないと思います。清仁さんは……どうでしょう」

「兄は間違いなくまだ疑っているだろう。『京極家の嫁に相応しいか否か』も気になっているようだったが」

「えっ」

　あれ、そういう意味だったんだ。

　結局最後までろくに口を開かず、私と巽君に鋭い視線を送り続けていた清仁さんを思い出す。どことなく神経質そうな雰囲気で、たまに満保さんを見るときだけ、微かに目元が甘くなるのが印象的だった。私も途中からは『ああ、満保さんのこと好きなんだなあ』と、何となく微笑ましく思えてしまっていたのだけれど。

「……そもそも、清仁さんと満保さんって順当にいけばすぐに結婚するんですよね？」

「いや、それが……巽様を巻き込んであれこれ両家で揉めていた関係で、プロポーズのほうがなあなあになってまして。清仁様はまだ巽様を疑っていらっしゃいますし、満保様のほうは清仁様の気持ちを図りかねていらっしゃるような状態です」

「ああ、なるほど……」

　どうやら両家の主導権如何ではなく、二人の恋愛の問題そのものがこじれてしまっているらしい。

　清仁さんは言わずもがな、満保さんも結構露骨に清仁さんのことが好きだろうなと感じたのだけれど、当事者同士ではなかなか気付けないものなのだろうか。

「そっちはどうだった」

「屋敷内の雰囲気ですか？　偽装だとまでは思われていないものの、そういう素振りのなかった巽様のことだからと、不思議に思ってる者は多いという印象ですね。なので……」

　もう少し仲睦まじくしてみてください。

　しれっとのたまう樋宮さんに、私は思わず首を傾げた。仲睦まじくと言われても、これ以上はどうすればいいのだろう。いちゃついている姿でも見せつければ手っ取り早いのだろうけれど、巽君の性格を考えると逆に怪しまれてしまう気もする。

　考え込む私を余所に、巽君のほうは妙案でもあるのか、樋宮さんの要請に「分かった」と二つ返事で応えた。そしてそのまま私の身体を抱きかかえ、悠々とした足取りで歩き出してしまう。

　向かう先は、――――ベッドだ。

「えっ」

「なんだ」

「も……もしかして、今日もするの」

「さっきの話の通りだが。……嫌なら止める」

「ええと……」

　思いもよらない展開に、思考がろくに追いついてこない。

　私と巽君がここで一夜を共にしたのは、二人がそういう関係にあることを、使用人ひいては清仁さんに印象付けることと、私が巽君に慣れること、という二つの目的を達成するためだった。そして、前者は一度でクリアされているはず、で。

「お二人の心の距離が縮まれば、自然と仲睦まじそうなオーラが出てくると思うんですよ。今回は心の距離を縮めるために……って感じですよね、巽様？」

「余計なことを言うな」

　私の疑問を見透かしたかのような樋宮さんの言葉に、巽君が刺々しく応対する。私は彼の腕の中でそれを聞きながら、頭の中で状況や情報を整理した。

　ここでもう一夜共にすることによって、二人の距離はもう少し縮まるはずで、そうすれば周囲の目にも仲睦まじい夫婦として映るはず、――――二人はそう考えているのだろう。それなら確かに、ここで拒む理由はないけれど。

「……」

「……それで、嫌なのか」

「嫌というか……恥ずかしい……の、かも」

　ぽつりと零した言葉は、ほとんど無意識の産物だった。

　でも、無意識だったからこそ本心に近いような気がするのも確かで。だって、昨日のだって嫌じゃなかった。信じられないぐらいに気持ちが良くて、身も世もなく乱れてしまって、それを丸ごと巽君に見られてしまったのが、――――ただ、恥ずかしくて。

　身体の一番奥で繋がるという行為は、全てを曝け出し、明け渡すこととよく似ている。

　昨夜で一度私の何もかもを見たはずの巽君が、もう一度私を暴いてもいいと思っていてくれるのが、心臓を引っ張り出して掻きむしりたいほどに、むず痒いのだ。

　ぽつぽつとそんなようなことを呟いていけば、私を抱え上げたままだった巽君が、何かを飲み込み損ねたような、複雑そうな顔をしてみせる。再会して何度目かの重々しい溜息が、頬を柔らかく掠めて、それから私はあえなくシーツの海に放り出されて、――――

「そんなだから、俺に付け込まれるんだ」

　甘やかにすら聞こえる呆れ声が、耳朶を舐める。

　昨日よりも、また一匙分。砂糖を溶かした巽君は、私を正面から抱え込むような形でベッドに腰かけた。微かにかちゃりとドアノブが回る音がして、樋宮さんが静かに出ていったのだと理解する。

　――――この部屋は今、私と巽君の二人きりだ。

「今日は、視線を逸らすなよ」

　早速美しい獣の瞳から逃げようとする私に、先んじて巽君が命じる。

「え、」

「仲睦まじくならないといけないんだろう？」

「っ、あ……」

　すっと寄せられた唇が、こめかみに口付ける。濡れた唇が肌の上で、ちゅ、とかわいらしい音を立てた。たったそれだけで、彼に拓かれた私の身体は敏感に反応を示してしまう。ぴくりと肩が揺れて、首が竦む。巽君の手が、宥めるように背筋をゆったりと撫で下ろした。

　キスは、止まない。ちゅ、ちゅ、と至るところに、薄くて大ぶりな男の人の唇が吸い付いていく。頬、瞼、額、鼻先。どうしてか唇にだけは触れないまま、巽君はキスだけであっという間に私の身体に火を付けた。

「昨日より反応がいいな」

「ひ、ッん……」

　くつりと笑う巽君は、器用にも私の髪の編み込みをほどきながら、反対の手でブラジャーのホックを外してみせた。ぷちん、という音と共に頼りない感覚が胸元を包んで、まろい膨らみが重力に従って輪郭を失う。

「……巽君って、」

「ん？」

「両利きだっけ……？」

「……緊張するとどうでもいいことを聞く癖も、直ってないのか？」

「う、」

　痛いところを突かれて黙り込めば、巽君は呆れたように眉を下げ、全てのほどいた私の髪を優しく掻き回す。地肌を滑る、指の腹の硬い感触。髪から広がる甘ったるいシャンプーの香りが、私たちの間の空気をどろりと濃く煮詰めていって。

「そう構えなくても、今日は挿れない。連日では負担が大きいだろう」

　――――お前が俺に慣れるように、全身触るだけだ。

　雄くさく嘯いて、巽君が私の首元に食い付いた。鼻にかかったような悲鳴が唇から漏れて、彼の獣の気配がぶわりと膨れ上がる。うっすらと付いた歯型をあやすように舐めて、吸い付いて、しゃぶって。鎖骨の真ん中から、気道の上をなぞるように舌で舐め上げられると、うなじに溜まった快感が、脳髄を甘く蕩かし始めてしまう。

　れる、と生温かく濡れた舌が肌を這う感覚は、悪寒にも似た気持ちよさを私にくれる。舐めた傍から熱い呼気に灼かれる感覚も、優しく舐めた後に、苛めるように甘く歯を立てられる感覚も、まだまだ性感に不慣れな私にとっては、望外の快楽でしかない。

「ぁ、待って、……っそ、んなに、舐めないで……」

「は……ッ、ん、まだ首しか舐めてないのに、何言ってるんだ。もっとすごいところだって、……ン、舐める、予定なのに」

　もっと、すごいところ。

　そう囁くなり、巽君の片手がワンピースを捲り上げ始める。もう片方の手は紳士的に後頭部を支えてくれているというのに、ひどい暴挙だった。オフホワイトの布地がくるくると丸まって、下に隠されていたまろい身体のラインが露わになる。先に外されていたブラジャーが、肩と胸の間でぶら下がっているのが不埒に思えて堪らなかった。

　巽君がまだきっちりとワイシャツを着たままだから、なおさら。

　手は、いっそ丁寧にワンピースとブラジャーを剥ぎ取り、私をショーツ一枚の格好にしてしまうと、今度はその内側でたわんでいた胸を寄せるように掴んだ。柔い脂肪がぎゅっと寄せられ、ふっくらとした色付く乳輪が彼の眼前に晒される。息を呑む私に向かって、巽君は劣情の滲み始めた目を眇めてみせた。

「ここ……舐めてもいいか」

「ッ……や、」

「いや？　本当に？」

「ほんと、っ、ぁん……っ！」

　ふう、と軽く息が吹きかけられ、ぞくりと背筋が粟立った。彼のしっかりとした腕が、反り返ろうとする私の身体を難なく押さえ込む。

　蕾は吐息で撫でられただけでゆるゆると兆し始め、ほんのりと膨らんでいた。堪え性のない反応は彼の目にもしっかり映り込んでいて、その羞恥でさらに蕾が勃ってしまう。かわいらしく膨れ、ふるふると揺れる赤い実。嫌そうには見えないが、と低く笑った巽君は、これ見よがしに舌を差し出すと、ゆっくりとそれを蕾に近付けていく。

「あ、ぁ、……っ」

　羞恥がじゅくりと心臓を熟れさせる。恥ずかしいなら目を逸らせばいいのに、律儀で従順な私の身体は『視線を逸らすなよ』と言われたことを思い出してか、その淫靡な光景を、しっかりと目に焼き付けようとしてしまう。期待と不安で肺が潰れ、引き攣れるような悲鳴が喉奥から漏れた。

　巽君は私が目を逸らさないでいることに気付くと、ゆるりと眦を下げて、視線だけで私を褒めそやす。そして、そのまま見ていろとばかりに目を蕾へと落として、――――ぱくりと、咥内へ蕾を迎え入れてしまった。

「ッひ、んん……っ！」

「は、ァ……っちゅ、ん、あま、い……」

　あんまりなことを言う唇が、蕾の根本を揉むように食んだ。全体がどろりと濡れた熱い舌に包まれ、たっぷりとした唾液を擦り付けるように舐られる。側面をこそぐようになぞられると、舌のざらつきがよく感じられた。

　昨日、指で触れられたのとはまた違った刺激に、じんじんとした疼きがすぐに溜め込まれていく。薄い皮膚の敏感さを思い知らされて、私は行き場のない手を思わず彼の後頭部に向けてしまった。くしゃり、と髪を柔く掴むと、膨らみから視線だけを上げた巽君が、小さく笑う。

「っん、目が蕩けてきてる。……気持ちいいか？」

「ぁ、～～っ！　ん、……っふぁ、ん、そんな、」

「ほら、――――『先輩』」

　煽るように私を呼んで、巽君が再び蕾にしゃぶりつく。

　皺の一つ一つまで丁寧に舐める舌はそのままに、唇でも、じゅ、うう……っと吸い上げられると、腰が抜けそうなほどに甘ったるく溶けた。強い力で吸い上げられ、まだ開いていない先端の小さな穴をほじるように突かれる快感。膨らみの根本から天辺へと、搾るように扱かれる刺激も合わさると、何も出ないはずなのに、甘ったるいものが迸ってしまうのではないかと錯覚する。想像が興奮に直結し、脳髄がびりびりと痺れて。

「ッは、ァ、っや、きもち、い……っ」

「……ッ、はは、……素直で、かわいい、な」

　――――奏絵先輩は。

　咥えていた蕾を解放した彼の唇が、放置されていたもう片方の蕾にキスをする。同じような愛撫を施される傍ら、口淫と呼ぶに相応しい無体で濡れそぼったほうは、今度は指でにゅるにゅると扱かれ、擦られてしまう。

「んっ、ね、なまえ、……覚えてて、くれたの」

「ッん……ちゅ、ふ、は……当たり前、だろう。婚姻届でも見た」

「でも、っ呼んでくれなかった、から……」

　昨日も無声音で呼んではくれたけど、音を伴ったそれがすごくすごく嬉しくて、昂る心臓が別の理由でも鼓動を速め出した。彼の後頭部に添えた手に力が入って、艶やかな髪が指の間から滑っていく。

「分かった。これからはちゃんと呼ぶから……そんな顔するな」

　また一匙、甘さを足した声音。

　どんな顔かは、正確には分からない。ただ、きっと寂しげな顔をしているのだろうと思った。捨てられた子犬のような顔。十年前に『悪いことをした気分になるから』と巽君が居心地悪そうにするのを、何度も見た。彼はきっと、私のあの顔に弱いのだ。

「っん、ぁ……うん」

　何度も頷き、ゆるりと微笑む。私を見つめる巽君の瞳が、僅かにたわんだのが分かった。

「……そろそろ、別のところを触るぞ」

　昨日の夕方までは慎ましやかだった蕾は、両方ともたっぷりと吸われ、扱かれ、ふしだらな姿へと変貌してしまっている。じん、じん、と火照るような疼きに染められた赤。男の人にじっくりと愛されたことがあるのだと、一目で分かるかたち。巽君が膨らみから顔を上げると、それがいやにはっきりと見えて、私は羞恥に絞められる喉で、何度か唾液を飲み下した。

　ちゅ、と肌に口付けながら下がっていく、彼の身体。鳩尾、臍、下腹。下腹には甘噛みも贈って、私の身体を期待でぐつぐつと煮立てていく。じゅわりと卑猥な音を立てて、隘路から蜜が染み出す、感覚。

　唇は、やがて下生えを辿って恥丘を超える。胸への奉仕でぐずぐずにほぐれたそこを、彼の指先は、花弁を掻き分けて露わにしてしまった。糸を引く愛液がアーチを作り、引き攣れる皮膚に合わせて、蜜口が柔らかく開く。淵を越える、透明な蜜。とろりと零れたそれは、まるで刺激を待ちわびて泣いているかのようだった。

「ッは、ァ……どろどろ、だな」

　興奮を滲ませた揶揄が剥き出しの粘膜に吹き付けられると、ぞっとするほどの悦楽が肉体と精神の両方を侵食して、太腿の内側が戦慄いた。ここは蕾と違い、見られていると思うだけで、羞恥で頭の中を引っ掻き回されてしまう。むずかるように身を捩りながら、何とかその視線から逃げようとするものの、しっかりと押さえ込まれた身体は、少しの抵抗も許してはもらえなかった。

「ぁ、っあ、……や、たつみ、く……」

「……先輩が、こんなに厭らしいとは思わなかった」

「っ……！」

　じっくりと秘所を眺めながらの言葉に、反射的に息を呑む。

　そのまま硬直する私に、瞬きを一つ落とした巽君が、ゆるりと口角を上げた。

「大丈夫だ、かわいい。……すごく興奮する」

　こんなときばっかり、かわいいなんて言わないでほしい。

　羞恥と照れがないまぜになった感情が湧き上がり、思わず唇を噛む。怒ればいいのか、ときめけばいいのかよく分からない。ただ、昨日よりずっと甘くなった態度が、心臓に悪くて堪らなかった。

　赤い顔をさらに真っ赤に染めていく私に、巽君が厭らしく舌なめずりをする。今から食い荒らす獲物を見つめる、獣の瞳。ぎらつくそれが花唇の奥を貫いて、こぷりと新しい蜜が滴った。会陰へ垂れるそれを、彼の舌がことさらゆっくりと、見せつけるように舐め取って。

「ぁ、ん、ぅう、……っ」

「っふ、……ン、ん、こっちも甘い、な……」

「ぁ、あ、っうそ、」

　厭らしい感想に、うなじが粟立つ。ぞくぞくっと這い上がる、興奮にも似た被虐。蜜口の淵をなぞるように舐められる性感も相まって、私は爪先でシーツを掻いてしまう。キスを貰った秘所の奥底で、大事な場所がどろりと蕩けた。

　蕩けてしまえば、その分だけ愛液が溢れる。隘路をとろとろと伝い下りてきたそれを、巽君の舌が、柔らかく受け止めてみせた。

「じゅ、ぅ、は……ッ、ちゅ、ん、ん……ふ、」

「ひ、ぁあっ……まって、吸わない、で、ぇ……っ」

「ッ、ん……こんなに、零してる先輩が悪い」

　じゅる、という卑猥な音と共に、生温かい蜜が存分に啜られた。指が淫裂の横をゆるく引っ張ると、浅瀬に溜まっていた分がさらにどろっと溢れてくる。舌はそれを優しく掻き出して、襞まで愛撫するように舐め取ってみせた。じゅる、ぢゅう。耳を塞ぎたくなるほどの音に、私は頑是ない子供のようにかぶりを振る。こんなの、だめだ。おかしくなってしまう。腰から下が、蕩けて全部なくなってしまいそう。

　あ、あ、と甘ったるくあえかな嬌声が、媚びるように響く。泥濘には、とっくに彼の唾液も混ざってしまっているのだろう。それらを纏めて啜った巽君の喉仏が、ごくりと動いた。

「っや、……飲んだ……？」

「ハ、ァ……っん、飲んだ。本当に、いくらでも溢れてくるな……？」

　一度顔を上げた巽君が、ぐい、と親指で口元を拭う。

「ひくついて、奥まで蕩けて……やらしい。昨日よりずっと、柔らかそうだ……」

　ずっと秘所に埋められていたかんばせは火照り、眦にもはっきりと欲が滲んでいる。ふしだらな行為をしているのだと、傍目に見てもすぐに分かるような、淫蕩の瞳。私の蜜を舐め取るだけで、あの巽君がこんなになってしまうのだ、――――そう思うと思考がぐしゃぐしゃに絡まって、ぶるりと全身が震えてしまうほどの悦が、お腹の奥を貫いた。

「あ、ぁ、あ……っ！」

　甲高い悲鳴が私の喉をこじ開ける。ぶわりと噴き出した汗と一緒に、快楽が表皮へと染み出していくような感覚。舐められた、飲まれた、見られている。精神的な羞恥に紐付いた性感によって、ゆっくりと、緩慢に押し上げられる絶頂に、無駄とは知りながら爪先がシーツを掻いて、この悦の出口を探そうとした。

　びくびくと細かく痙攣し、膝と股関節から力が抜ける。だらしなく開き切った足の間、憐れな獲物を前にして、褐色の獣がもう一度舌なめずりを、して。

「ハァ、せん、ぱ……、ッ、ん……！」

「ひッ、ぁ、ァん……～～～ッ！」

　がぶり。噛み付くような勢いで花唇にしゃぶりついてきた巽君が、ひどい音を立てて花蜜を啜る。やわやわと花唇を甘噛みされて、奥から蜜を絞り出されるのが、おぞましいほど厭らしい行為のように思えて、腰が不随意に跳ねた。熱い舌、熱い唇。私を蹂躙する獰猛な呼気まで、愛液を蒸発させてしまいそうなほどに熱い。その熱さにも意識を引っ掻き回されて、既に甘く果てへと至っていた私は、あっという間に、もっと深い場所まで堕とされる。

　いっそ髪を掻きむしってしまいたい。痛みがなければ、人間の形を保てるような気がしなかった。蕩け切るという表現すら生温いほど、たっぷりとほぐれた蜜口。その中の襞を、肉厚の舌が愛撫する。

　イッてるのに。これ以上ないぐらいに気持ちよくなってるのに、――――さらに快感が最奥の器官へと溜め込まれていく。ぞり、と舌のざらついた部分が襞の粒を逆撫でにした瞬間、また喜悦の泡が弾けて、もう言うことを聞かない上半身が仰け反った。

「ぁ……っ、う、ぁ……」

「ッふ、……美味しい、先輩」

　また彼の逞しい首筋に、喉仏のラインが濃く浮き上がったのが、音と気配で何となく分かった。ぞくんと背骨を舐められたような感覚が走って、私は目を瞑って震える吐息をつく。

「ッん……っ、た、つみく……」

「っは、……全身、俺に明け渡して……自分じゃどうにもならなくなって……」

　そういう先輩を見るのはすごく、――――気分がいい。

　壮絶なまでの劣情を孕んだ声音が、恥骨越しに見える彼の苛烈な瞳が、さらに私を追い詰める。奥が、じゅわ、と溶ける気配。ぐつぐつと快楽に煮込まれた頭と子宮が、もう一度果てへ引っ張り上げてくれる何かを求めて咽び泣いた。散々気持ちよくされて、きっとおかしくなってしまったのだ。『気持ちいい』状態が普通なのだと思い込んでいるかのようで、――――それを見透かすかのように、黒々とした瞳が瞳孔を引き絞って。

「な……先輩。もっと気持ちよくなりたいだろう……？」

「ぁ、……」

　まだたっぷりと余裕を湛えた唇が、再び花唇の奥に向かって下りていく。でも、今度は蜜口ではなく、その上、――――昨夜の淫虐でぽってりと腫れた小さな芽に、そっと口付けてみせた。愛らしいリップ音の響く、卑猥なキス。じれったいほどの微弱な快感が胎奥まで伝っていって、これから与えられる暴虐を予言してみせる。

「奏絵先輩が……気持ちいいのが欲しいって、俺に懇願するところが見たい」

　はあ、と熱くざらついた吐息が、淫芽の根本を温めた。咥内の温度を想起させるそれに、尾骶骨がじんわりと淫悦に浸る。

　ひどいおねだりなのは確かなのに、『奏絵先輩』と呼ばれてしまうと、どうしても心臓がうずついて、言うことを聞いてしまいたくなる、なんて。

「ここ……舐めて、溶かしてやるから、」

「ひぅ、」

　つん、と舌先で包皮の外側を突かれ、いっそ泣いてしまいたいほどに期待と疼きが高まっていく。感じすぎてしまう神経の塊でしかなかったそこは、今や私が性感を甘受するための器官に成り果てていた。知ってしまったものは、元には戻らない。ここを彼になぶられる気持ちよさを、私はもう知ってしまったから。

　じくじくと疼き、膨れ始めるまろい真珠のほうへ、そっと手を伸ばす。巽君が食い入るように見つめる中、私は彼のものより幾分か頼りない指先で、花弁を掻き分けた。とろみのある粘液が、指の腹を湿らせる。緩慢にそこを開いていけば、目の前で彼が息を呑む、気配。

「っ、巽く……、舐め、て……」

　――――ぶちりと、獣の枷が引き千切れる音がした。

「は、ァ……ッくそ、っ！」

「っ、～～～ッ、あ、ぅん……っ！」

　吐き捨てるように悪態をつき、余裕をかなぐり捨てた彼が、捧げられた淫芽に激しくむしゃぶりつく。敏感で愛らしいそれはあっという間にぐしゃぐしゃに汚されて、跡形もないほどに溶かされた。じゅ、うう、と吸って、咀嚼するように甘く噛んで。かと思えば器用に包皮を捲り上げて、剥き出しになった艶やかな芽をざりざりと舐め上げて。蹂躙としか言いようがないのに、どこか甘やかすようでもある舌遣いに、私は自分の輪郭をなくしていく。

　理性も自我も、何もかもを蕩かす淫虐。骨盤の深部で大事に守られているところが、甘く痙攣する。奥の壁が下りる感覚と共に、重い蜜の塊が内壁をねっとりと濡らしていくのが、よく分かって。

「はぁ、っ、あ、とけちゃ……」

「ッ……、は、っ本当に、お前は、」

　熱をそのまま溶かしたような声音に、思わず視線を下へと向ける。惚けたように下腹部を見つめる私とは対照的に、巽君はきつく眦を歪め、鋭い視線でこちらを見据えていた。

「好きでもない男を、そんなに煽ってどうする……！」

　好きでもない男、――――淫らな空気と温度で靄がかかった思考を、その言葉が切り裂いた。

　触れられると、どきどきする。こういう行為をするのも、彼となら嫌じゃない。それでも、十年前に幼い恋をしたきり、喜びに触れてこなかった自分の心臓は、まだこの感情の名前を図りかねている。

　それに、これは、――――『偽装』で取り繕われただけの、まやかしの関係だ。

　たとえ好きだったとしても、清仁さんと満保さんの結婚が上手くいったら、お金を貰って他人に戻るだけの関係なんだから。

「っあ、ぁ、は……っ」

　苛烈さを増した唇が、疼く淫芯を咥えて扱くようになぶり始めれば、頭の中に浮かんでいたいくつもの諦めが霧散していく。

　散々かわいがられ、弾けそうなほどに張り詰めた実。完全に勃ち上がってしまったそれの裏筋に、巽くんの下の歯列がそっと宛がわれた。これから何が起こるかが手に取るように分かって、怖気と歓喜が一緒くたに胸へと押し寄せる。下肢が震える。ちかちかと、頭の中で赤信号が点滅して。

　――――ああ、これは、だめだ。

　そんな声が頭の隅で鳴った瞬間、小さな粒が甘やかに噛み潰された。

「ッ、ぅ、んん……～～～っ！」

　溜め込み切れなくなった快感が、ばちん、と弾ける。

　脳の奥でいくつかのシナプスが焼き切れ、ちかちかと瞬く星が視界を彩った。全身の筋肉が収縮し、強張るような感覚。絶頂に押し上げられた私を、圧倒的な法悦がくるんで受け止める。どこにも力が入らなくなって、ただ揺蕩うような気持ちよさだけが傍に在って。それが無性に寂しくて、私は縋るものを求めるように前へと手を伸ばし、――――巽君の火照った身体に抱き付いてしまう。

「は、ぁ……っはー……」

「……先輩、」

　ぽつりと、低く、甘やかな声が耳朶を叩く。筋の浮かぶ硬い腕が、シーツから浮き上がっていた私の背筋のラインを、宥めるように優しく撫でた。

　ゆっくりと瞼を持ち上げれば、焦点がぼやけるほど近くに、巽君の顔がある。悦楽の海で飲み込んだものが、涙となって目尻から零れるのを、その唇があやすようにキスで掬った。そのまま何度か戯れるように鼻先へ口付けて、唇は、緩やかに下へと向かっていく。

　その所作に、私は思わず声を漏らした。

「あ……」

　キス、されちゃう。

　彼の瞳に映り込む、蕩けた顔の私がこちらを見た。キス直前の余白に放り出された私たちの心音が重なる。頬に宛がわれた彼の手が、促すように顎を少し持ち上げて、――――

「……、っ」

　ふっと、その余白が掻き消える。

　我に返ったように顔をその場に留めた巽君が、まるでキスの代わりのように、私の唇を親指でなぞった。









４、貴方を労わる三夜目








　一瞬前まで眠りの中に取り残されていた意識が、ふっと息を吹き返す。

　脳味噌のローディングが終わるまでの短い間、私は目を瞑ったまま、柔いシーツに寝息の名残りを吐き出してみる。瞼の裏に感じるのは、どこかまだ青白い光。きっと早朝だろうなと思った。

　そのまま意識が覚醒するまで待っていると、ふと優しい手つきが私の前髪を攫った。愛おしいものに触れるように、そっと頭を撫でられて、急速に思考が回り始める。覚えのある指の形に、巽君だ、と寝ぼけまなこの自我が囁いた。

　迷ったのは一瞬で、欲望に正直な私は寝たふりを選ぶ。きっと私が起きたら、彼は撫でるのをやめてしまうだろう。この心地いい感触も、彼に甘やかされているという特別感も、みすみすと失うには惜しすぎる。

　わざとらしくない程度に作った寝息が功を奏したのか、巽君は私の狸寝入りに気付く様子はなかった。さらさらと髪を手櫛で梳きながら、たっぷり五分ほどは撫でていたと思う。最後に額へキスを落としてベッドから立ち上がった彼は、この部屋から地続きのシャワールームに向かっていく。

　ぱたん、と音がしたのを皮切りに目を開けば、広い部屋に一人きりになっていた。

　私はごろりと転がって天井を眺め、まだ柔い感触の残る額に手を遣って呻く。

「うう……」

　ずるい。人が寝てるときにこんなことをするなんて、――――ときめきに打ちのめされるような感覚が、私の体温をじわりと上げる。

　きっと私に見せるつもりなんてなかったであろう、彼の微かな感情の発露。それを知ってしまったことに、指先までもがうずつくような感じがして、私はもだもだと布団の中で泳いだ。

　しばらくそうして身悶えていると、シャワーの音が俄かに止む。次いでタオルで身体を拭くような音と、ドライヤーの音、微かな衣擦れの音。起きていたことがばれるとまずそうだと瞬時に判断した私は、先ほどまでと似たような体勢を作り直して、ドアが開くと同時にゆるりと伸びをしてみせた。

　さも今起きました、といったふうな演技をする私に、シャツのボタンを留めながら歩いてきた巽君が、小さく目を見開く。

「起きたのか」

「ん……おはよう」

「……ああ、」

　おはよう、と挨拶を返してもらえるだけで、嬉しくなってしまうなんて、私はやっぱり随分とちょろいのかもしれない。

　巽君は既にほとんど身支度を整え終えていた。後はネクタイとスーツのジャケットを身に付けるぐらいで、そのまま会社に行けてしまいそうな感じ。時計を確認すれば、時刻はまだ六時半で、思わずしょっぱい顔をしてしまう。

「……思ったより早いね？」

「今日辺りから、少し忙しくなりそうなんだ。……起こして悪かったな」

「ううん、私は全然いいんだけど……」

　自分がそうだったように、巽君も仕事で疲れ果ててしまうのではないかと、つい心配になってしまうだけだ。私を撫でる、あの手つきを思い出すと余計に。

　でも、私は巽君の仕事のことはよく知らない。下手に心配するのもおかしいような気がして、何となく口をつぐんでしまう。こちらの葛藤なんて知らないであろう巽君は、私が半身を起こしたベッドに腰かけ、シャツの襟を立てていた。片手に握られているのは、シックで品のいいネクタイで。

　それを見ていたら、何となく思った提案が口をついて出ていた。

「あの、ネクタイ結んでみてもいい？」

「……」

　ぱち、と目を瞬いた巽君が、不思議そうにこちらを見遣る。

　失敗したかな、と後悔のようなものが胸を過ったものの、彼は少し考えるような素振りを見せたのち、意外にもあっさりと私にネクタイを差し出した。

「……高校の制服はリボンだっただろう。ネクタイは結べるのか？」

「た、たぶん……」

　完全に思い付きだったので、正直に言って自信はない。

　ベッドサイドに置かれていたバスローブを適当に羽織り、渡されたネクタイを恐る恐る彼の襟裏に通す。頭上から胡乱気な視線が落ちてきているような気がしたけれど、気にしたら負けだ。シルクの滑らかな生地が、私の指の間を通り抜けていった。

　私がこんなことを言い出したのは、親がシングルマザーで、ずっと彼氏もいたことのない私が想像できる『妻らしいこと』が、これぐらいしかなかったせいだった。昭和時代じゃないんだから、と思わないでもないけれど、巽君に断られなかったことを考えればよかったのかもしれない。

　この部屋には私と巽君の二人きりで、清仁さんも満保さんも、井藤さんだっていない。この夫婦関係が偽りのものと知っている私たちしかいないのなら、夫婦の振りをする必要もない。それなのに、彼がこうして私の戯れを許してくれているのが、嬉しかった。

　私は、――――巽君の味方になれているのだろうか。

「……はい、完成」

　考え事をしている間に、ネクタイ結びは終わりに近付いていた。

　最後にきゅっと結び目を上げて手を離せば、ネクタイが少し曲がったまま垂れ下がる。

「……」

「……」

「……随分と独創的な結び方をするな、先輩は」

「や、やり直すから……！」

「別に、これでいい」

「全然よくないと思う……」

　真面目な顔をして言う私に、巽君がふっと微かに笑った。眉を下げた優しい笑みは、呆れているようなのに柔く甘やかで、――――その珍しい笑みに見惚れている隙に、彼はジャケットを羽織って立ち上がってしまった。

「行ってくる」

「えっ、本当にそのまま行くの？　ちょっと待って！」

　慌てて巽君の後を追う。バスローブだけど、そんなことより巽君のネクタイのほうが大事だ。だってあのまま会社に行ったら絶対笑われてしまうし、もし万が一巽君が『妻が結んでくれて』なんて言ったあかつきには、揶揄いの的になることは必至だろう。

　幸いにも巽君はそう遠くまで行っておらず、部屋の前の廊下でそのジャケットの裾を捕まえることに成功する。ほっとしたのも束の間、彼の向こうに井藤さんの姿を見て、私はがくりと項垂れた。

「おはようございます、巽様、奏絵様」

「お、おはようございます……」

「巽様、ネクタイが曲がっていらっしゃいますが……よろしければ整えさせていただきましょうか」

「うっ」

　申し訳ないやら恥ずかしいやらで、とにかく一刻も早く直したい。

　短く呻いた私に、井藤さんが『おや』という顔をする。微妙に曲がったネクタイと私の顔を見比べ、やがて合点がいったのか、表情をぱっと明るくしてみせた。

「あっ、もしかして……」

「ああ、彼女が結んだ」

「そうだったのですね……！　これは無粋なことを申し上げてしまい、申し訳ございません」

「いや……悪いが俺はもう行く。妻の相手を頼む」

「かしこまりました」

　井藤さんから私へと視線を移した巽君が、ひらりと手を振って去っていく。その背中が消えるまで手を振り返して、「仲がよろしいんですね」と言ってくれる井藤さんに曖昧に微笑んだ。

　『仲睦まじさ』のアピールとして、巽君のためになったと思えば、結果としてはよかったのかもしれない。恥ずかしかったけれど。

　そんなことを考えていると、ぱちん、と切り替えるように手を打った井藤さんが、笑顔でこちらを振り返った。

「さて、今日はどうされますか？　先にお支度はさせていただきますが……」

「そうですね……」

　巽君のためになること、――――それが自分の『妻役』としての仕事だ。でも『仲睦まじく』しているように見せることは、私一人では少々難しい。どうしようかな、と思考を巡らせれば、もう少し直接的にこの仕事を成功させる道筋を思いつく。

　つまりは清仁さんと満保さんが円満に結婚すればいいのだから、――――私が直接、二人の仲を取り持てばいいのではないか。

　井藤さんに尋ねてみると、満保さんは今日この屋敷内にいるとのことだったので、お茶の約束を取り付けてもらうことにする。彼女も『仲良くしましょう』と言ってくれていたことだし、変には思われないはずだった。

「……これで上手く行ったら、早めに仕事が終わっちゃったりして」

　部屋に戻り、ぽつりと独り言を零す。

　胸が微かに軋んだような気がしたけれど、それはきっと、この広い部屋で一人きり、というのが寂しいだけ。

　そう、思い込むことにする。
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「清仁さんはね、警戒心が強いというか……頑ななのよ」

　だからなかなか好意を信じてもらえないの。

　井藤さんに用意してもらった紅茶の、甘くも爽やかな香りに包まれながら、満保さんはそう苦笑してみせた。砂糖を溶かすスプーンが、風鈴にも似た音を立てるのがまた爽やかで、私は思わず目を細める。

「巽君も、割とそういうところがあるような気がします」

「あら、やっぱりそう？　何だかんだ言って兄弟なのよね」

　お茶の誘いを快諾してくれた満保さんと、お喋りを始めて早くも一時間。彼女と清仁さんとの関係の相談に乗る、という形で話を進めたおかげで、二人の現状は何となく掴めたように思う。

　やはり満保さんも清仁さんのことがきちんと好きで、できれば早く結婚したいと思っている。ただ、清仁さんが今までの満保さんの態度から、巽君に気があるのではないかとい疑いを持ったままである、とのことだった。「こうやって奏絵ちゃんと仲良くしてたら、巽君に気がないって分かってもらえるんじゃないかって打算もあるのよ」なんて、微笑んでいた辺り、満保さんは結構自分でぐいぐいと行くタイプにも見えるけれど、清仁さん相手だとなかなか上手く行かないらしい。

「奏絵ちゃんはどこで巽君に出逢ったの？」

「あ……ええと、実は高校が同じなんです。歳は違うんですけど、図書委員で一緒になって……」

「えっ、そうなの？　じゃあそのときからの関係？」

「はい」

　『そのときから』というのは嘘になってしまうので、不自然でない程度に誤魔化しながらも、彼女に請われるがまま、京極家に来る前の巽君の色んな話をする。

　優しいので、勧めた本は絶対に読んでくれること。一番のお気に入りは、外国の有名な推理小説シリーズであること。図書室にいるときは、持って帰りづらい大判の図鑑や図録をよく読んでいたこと。無言で座っているだけでも威圧感があるので、下級生が本を借りにくそうにしていたこと。それをちょっぴり気にしていたこと、――――いくらでも溢れてくる思い出話に、満保さんは丁寧に相槌を打ってくれていた。そして話の切れ目に、ふと、眩しそうな顔でぽつりと呟いて。

「――――奏絵ちゃんは、巽君がすごく好きなのね」

「……えっ」

　どきりと、心臓が大きく跳ねる。

　巽君のことが好きか否かと聞かれたら、私は間違いなく好きだと答えるだろう。でも、彼女の凛とした声音で『好きなのね』と言われると、それはもっと深い意味を持つ『好き』なのだろうとおぼろげながら理解してしまう。幼く淡い初恋の先。ライクじゃなくてラブのほう、なんて、高校生の常套句が頭を過って、遅れて心臓が加速度的に鼓動を速めていく。

　恐らく顔を赤くしているであろう私に、満保さんは悪戯っぽい笑みで追撃を贈った。

「愛おしそうというか……そういう顔をしてたから。恋をしてる人は、やっぱり目が違うの」

「愛おしそう……」

「いいわね、私もそんな青春があったらよかったわ」

　好ましいじゃなくて、愛おしいのほう。

　私が彼を愛おしく思っていたとしても、私たちは恋人同士ですらないのに、――――分からない振りをしていた感情が、もうとっくに芽生えていたのだと思い知らされる。安堵か絶望かも分からない想いが全身を蝕んで、動悸が激しくなって。

「私も奏絵ちゃんを見習って、素直に色々言ってみようかしら」

　その無邪気な笑顔に、上手く微笑み返せたかは、よく分からなかった。
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　まっさらなシーツの上に転がって、薄暗い天井をぼうっと見上げる。

「巽君、今日も遅いのかな……」

　頭の中で考えていたことを口に出してみても、当然のように返事はない。時計の針が天辺を超え、深夜と呼んでも差し支えない時間になっているというのに、この部屋には私一人しかいないからだ。『これから少し忙しくなる』と言っていた日から数えて一週間、巽君は一度たりとも、私が起きている時間に帰ってくることができていなかった。

　自分の中に芽生えていた、『巽君のことを本気で好きになってしまったかもしれない』という感情。それと向き合うための時間を貰えたのは大いによかったけれど、巽君の体調も心配だった。一人で寝て、起きたら隣には寝た形跡のある枕だけが残されているのは、心臓に悪い。

　私は寝返りを打って、時計をちらりと眺めた。深夜一時過ぎ。井藤さんは「巽様、今夜は早く帰られるそうですよ」とにこにこしていたけれど、早く帰ってくる日でこの時間なら、この六日間は一体何時に帰ってきていたんだという話である。

「はあ……」

　本当に大丈夫かな、――――そんな思いと一緒に深く息を吐き出した瞬間、かちゃりとドアノブが回る音がして。

「あ、」

「……寝て、なかったのか」

　ぼんやりとした、掴みどころのない声音。静かな部屋に響いたそれは、何日ぶりかに聞く巽君の声だった。

　いつもはきちんとセットされている髪は、自分で掻き回したのか少し乱れていて、仕立てのよいお洒落なスーツも心なしかくたびれて見える。一番顕著なのが彼自身で、目元にうっすらと隈が浮かんでいるし、目も据わってしまっていた。鞄をソファーに放り出し、ふらりと覚束ない足取りでベッドにやってきた巽君は、そのままベッドの淵に腰かけて深々と息を吐く。

「だ、大丈夫……？」

「ああ……うん、」

　ものすごく、駄目そうだ。

　私は慌てて彼の傍まで近寄ると、その背中からジャケットを剥ぎ取った。ネクタイも緩めて、苦しくないようにボタンいくつか開けてあげる。あれやこれやと世話を焼き始めた私を、巽君はどこか茫洋とした瞳で見下ろしていた。たぶん、あんまり頭が回っていないのだろう。それが何となくかわいらしく思えて、ついついその頭に触れてしまった。

　セットが崩れた髪は、ふわりとしていて撫でると気持ちがいい。一週間前に撫でてもらったお返しのつもりで、指先まで心を込め、艶やかな黒髪を優しく掻き混ぜる。

　しばらくそうしていれば、巽君がゆるやかに瞼を下ろし、私の手に擦り寄るように顔を寄せた。気まぐれな猫が気を許してくれたような仕草に、きゅう、と胸がときめきに締め付けられる。うずつく衝動を持て余しながら、こめかみの辺りを撫でてみせれば、彼はくすぐったそうに、ふ、と柔らかく笑った。

「っ……」

「……どうした？」

「あ、ううん、何でも……」

　『偽装夫婦』となってから、彼の笑顔は何度か見かけて、慣れてきたつもりだった。呆れたような苦笑も、夜の雄くさい笑みも、一瞬だけ過る優しい微笑みも、昔の巽君の顔ではなく、今の巽君の顔できちんと思い描けるのに、――――『好きかもしれない』と思ってしまってから見る彼の笑顔は、そんな私の心をいとも容易く射抜いてしまって。

　ああ、そうか、――――やっぱり満保さんの言う通りなのかもしれない、なんて。

「巽君……聞こえる？」

「ああ」

「眠いなら寝ちゃっていいよ。スーツの片付けとかなら、私がやっておくし……」

「いや……眠くはない。変に目が冴えて、寝付けなさそうなぐらいだ」

　私の問いかけに、重たげな瞼がゆるりと持ちあがる。相変わらず目は据わっているし、疲れも見えるものの、確かにその輝きの中に、とろりとした睡魔が忍び込んでいる様子はなかった。

「じゃあ……何かしてほしいことない？　したいことでもいいよ。眠くなるまで付き合うから」

「したいこと……」

　顔にかかる髪を撫でつけると、彼の美しい横顔が宙を見上げ、ややあってこちらへと視線を滑らせた。薄暗い室内で、吸い込まれそうなほどの黒が私をひたりと見据えて。

「……先輩に、」

　さわりたい。

　密やかに囁かれた願いは、平熱より少し高い温度で、微かに水分を含んでいる。私はそこで初めて、彼の瞳の中に欲の色が混ぜられていたことに気付くのだ。

「だめか？」

　気だるげに問いかけられると、その色気に心がぐらつく。私の中に根差していた、巽君を癒してあげたい、何かしてあげたいという気持ちがちくちくと刺激される。こういうときに、年下の特権を使ってくるのはずるい。

　『夫』を癒すのは『妻』の役目だから、なんて自分の気持ちへの言い訳を並べてしまう私も、大概ずるいような気がするけれど。

「ん……いい、よ。でも……」

「でも？」

「その……疲れてるなら、私が、」

「は、」

　最後まで言い切る前に、巽君は私が言わんとしていることが何なのかを、正確に理解したようだった。動きを止めた彼の身体の中で、喉仏だけがごくりと動くのが分かって、今更のように緊張じみた羞恥が指先を震わせる。決心が鈍る前にとベルトのバックルへと手を伸ばせば、彼は無言のまま軽く腰を浮かせてくれた。片手で身体を支えながら、もう片方の手でシャツのボタンを外していく。その鮮やかな手さばきに見惚れながら、私はもたもたとベルトとチャックを弄り回す。

　スラックスから足が抜かれた頃には、シャツは前が全て露わになっていて、彼に残された下半身の衣類は暗い青色のボクサーパンツだけだった。なだらかなカーブを描くその布地を初めて目の当たりにして、私は思わず息を呑む、――――これが、巽君の。

「……怖いならやめておくか？」

「ううん、なんか……その、どきどきするなって思ってただけ……」

　胸元を掴み、どくどくと音を立てる心臓を宥めながら、ちらりと巽君の表情を窺う。ほんの少しだけ上気した眦が赤く思えて、心音がまた一つ音階を上げた。

　唾をごくりと飲み下し、そっと手を伸ばす。まだ芯のない屹立の柔い感触と、人肌より少し高い温度。上から下へ掠めるように撫でてから、もう一度巽君の顔色を窺えば、熱のこもり始めた瞳とかち合った。

「っ……は」

　今度はもう少ししっかりと触れてみると、彼の腰がぴくりと震える。ボクサーパンツの縫い目に沿ってかりかりと爪を立て、そのままゆったりと撫で下ろした。じわりと滲み始める濃密な香りに誘われ、指先だけでなく手のひらでも擦るように愛撫していく。徐々に太く育っていく幹を、ぐっと親指の付け根で軽く圧迫しながら扱き、布地を持ち上げ始めたそれを褒めそやした。

「っく……、ぅ」

「気持ちいい……？」

「……ああ、」

　熱い溜息をついた巽君は、じっと私を見つめながら、けぶる瞳を揺らしている。それがどうにも愛おしくて、私は同じ温度の息を吐き出しながら、彼の耳元へと唇を寄せた。

「一週間お疲れ様……いっぱい、気持ちよくなっていいよ……？」

「ッ……！　お前、な、」

「ふふ、」

　かわいがるような台詞に、握っていた昂りがぐんと硬度を増した。巽君らしからぬ素直な反応についくすりと笑ってしまう。癒して、労わると決めたのだ。これぐらいはさせてもらわないと。ほくそ笑む私の眼前で、巽君は頬を一刷毛赤く染め、再び溢れそうになる吐息を噛み殺していた。

「ふ……、っく、はぁ、」

　他の人のものを知らないから何とも言えないけれど、巽君のものは恐らく大きい。何度も撫でて、ボクサーパンツの生地を擦り付けるように扱いていれば、その輪郭がはっきりと形になっていく。中身がみっしりと詰まっていく肉茎は太く、私は自分の呼気が微かに震えているのを感じながら、もう片方の手を、下着のゴムの部分に差し入れた。

　布の内側はじっとりとした熱気が溜まっていて、指先がぴりぴりと痺れるほどだった。隙間から芳香が漏れ出し、青色をさらに色濃くする淫液の香りと混ざって、――――くらくら、する。

「は、……っこういうときだけ随分積極的、だな……」

「それ、は……巽君が、気持ちよさそうにしてくれる、から……」

　それが嬉しいのだと言ってしまったら、はしたなすぎて引かれてしまうだろうか。

　そんな詮無いことを考えながら、ゆっくりとゴムを下ろしていく。慰め、癒しているはずの屹立は、今やすっかり雄々しく育っていて、下ろされる布に引っかかり、ぶるりと揺れた。

　下着が取り去られれば、昂りを隠すものはもうなくなってしまう。張り出した笠の段差。まろく肥えた先端。逞しいシルエット。見ているだけで腰が重くなってしまうような淫靡な形に、私の下腹部が微かに反応を示した。自分を拓き、嫌というほどに悦楽を与えてくれたもの。これが自分の中に収められたときのことを思い出し、隘路が食い締めるものを求めるように、貪欲にひくつく。

「っ、……」

「先輩？」

「ん……もっと、触るね……」

　だめだ、今は巽君を気持ちよくしてあげないと。

　ゆるりと首を振って、きゅうきゅうと啼く胎奥からの信号を、意識の外へと追いやる。そうして、剥き出しの怒張へと手を伸ばした。

　滾るそれは、既に最初に見たときとは別物だ。誤魔化し様のないほどにしっかりと勃ち上がって、切っ先に開いた穴から透明な淫液を止め処なく流しては、幹にまで垂れさせて、ずっしりとしたそれに浮かぶ血管を際立たせている。手のひらを添えてみれば、火傷しそうなほどの熱をこちらに伝えてくるのが、またひどく卑猥だった。

　頼りなくおぼろげな、どこかから見聞きした知識を総動員して、指や手のひらで輪を作る。そしてそのまま扱き上げれば、頭の上から呻くような声が降ってきた。

「ッ、……っ、そこ、」

「ここ？　好き？」

　いい子いい子と、頭を撫でるのと同じように。お疲れ様、という労わりを込めて。ねっとりとした淫液を纏わせ、巽君が反応した箇所を滑りよく刺激する。手のひらで脈動を感じるたびに、彼が甘い吐息を漏らすたびに、いけないことをしているような背徳感が高まって、どうしようもなくどきどきしてしまった。

「は、ッ……ああ、」

「っ巽君、かわいい……」

「グ、……っかわいい、は……余計だ」

　分厚く逞しい腰が痙攣し、掠れた声音で悪態をつく巽君に、私の興奮が再び高まっていく。私の拙い手淫でも、気持ちよくなってくれている、――――いつもは落ち着いていて理性の宿る瞳が、余裕をなくして快楽に飲み込まれていく様に酔いしれる。もっと、彼のこういう顔を見てみたい。もっともっと、気持ちよくしてあげたい。酩酊を強める淫靡な香りに背中を突き飛ばされ、私は前のめりに身体を倒して。

「っ、おい、せんぱ……」

　――――そのまま、甘い汁を垂れ流す鈴口を、そっと舌先でくすぐった。

「ふ、ぅ……んっ、ん……」

「あッ、く……っ！」

　巽君の口から迸る呻き声が、きつく震える。私が身体を預けている硬い太腿も、手を置いた腰も同じように震えて、微かに彼の顎が上がった。溢れた分の淫液をぺろりと舐め取れば、濃い香りと味が脳幹を揺さぶって、思わず膝を擦り合わせてしまう。遠ざけたはずの疼きが、また私の下肢を這い上がってくる、感覚。息を吐けば、頬にかかった髪を巽君の手が耳にかけてくれる。釣られるように持ち上げた視線の先で、彼は快感に眉をしかめ、歯を食いしばっていた。美しいラインを描く輪郭を、一筋の汗が伝っていく。

「ッ、ハ……ァ、ん、舐めなくていい……不味いだろう」

「美味しくは、ないけど……っ、ン、巽君もしてくれたでしょ……？」

　飴を舐めるように、陶然と。淫液の川の流れに沿って、今度は唇を幹へと這わせる。舌ではなく唇で吸い取るように、ちゅ、ちゅう、とキスを落として。根本や、そのさらに下で震える柔い膨らみまで優しく吸って、指で刺激したときに気持ちよさそうだった場所を、重点的に舌先でくじるようにした。

「っふ……ッ、だからって……」

「ん……っちゅ、は、ぁ……いいの、私がしたいから」

　つむじに触れる、灼け付くような荒い吐息。後頭部をぐしゃぐしゃに掻き回し、うなじを意味深に撫でる太い指先。如実な反応を示してくれる硬い屹立。その全てが、私の拙い手練手管を褒めてくれているような気がして、堪らない気持ちになる。胴震いを繰り返しながら、はち切れそうなほどに膨らんでいく屹立は、もう私の手には余る大きさになっていた。

　それでも、もう少し。あとちょっとだけ、慰めてあげたい。その欲望に従って、唇をすぼめながら、まろい先端を咥内に招き入れる。笠の段差を唇で擦るようにしながら、根本や幹の辺りはしっかりと手で扱いて、充溢した血管の一筋一筋までもを責め立ててあげて。

　限界が近いのか、どくどくと脈打つそれがひときわ熱く火照る。ぐ、ぐっと充溢して、柔いところが見つからないぐらいに、硬く張り詰め、――――そこで、巽君の焦ったような声が耳を打った。

「ッく、……ン、待て、もういい……ッ」

「ちゅ、ん……ん、いい、の？」

「はー……っ、これ以上されると、出る、から……最後までするなら、もういい」

「え、っあ……」

　最後まで、――――二人で繋がるところまで。

　巽君の示唆するところを理解して、中途半端に昂っていた身体がじくりと甘く痺れた。たっぷりと潤みを湛えた奥も、熟れ切った襞も、今自分が甲斐甲斐しくお世話をした怒張の訪いを寂しそうに待っている。食い締めるもの。満たし、埋めてくれるもの。目の前でそそり立つそれを、この中に収めたら、どれほど気持ちがいいだろう、――――

「っ、は……どうする？」

　ぞろりと、薄い唇に笑みが浮かぶ。

　きっと彼は、私が口で遊んでいる最中に自分の身体を火照らせていたことも、今一人ではどうしようもない熱を抱えていることも、最終的にどちらを選ぶのかも、全部お見通しなんだろう。

　先ほどまでは調子づいて責めていたくせに、いざ自分がとなると弱い私は、喉をせり上がる羞恥を何とか飲み下しながら、小さな声で呟いた。

「……口でするの、は……ここでやめます」

「だろうな」

　ほら、やっぱり。

　目を細めた巽君が、私の答えを聞くなり私の身体を引き倒す。ベッドに横たわり、後ろから抱きしめられるような格好になった。ぴったりと密着する巽君の身体は熱く、私の背中をじんわりと温めていく。お腹に回された腕が、私を後ろに引き寄せて、腰の辺りに硬い質量が触れて。

「ん、付けるから……少し待ってろ」

　帰宅したときよりも蕩けた声音が、耳の裏に吹きかけられる。ご機嫌取りのようなキスがうなじに触れて、がさがさと何かをまさぐる音がした。そちらを振り向かなければ、巽君が何をしているかは音で判断するしかない。

　パッケージを破る音。いつかも聞いた、ぺり、ぺり、ぱちん、という音。聞き入っている間に上がった息が、腰に触れた彼の手によって激しく乱れた。

　手は、私の下の衣類だけを恭しく剥ぎ取り、私から離れたあとはどうでもいいとばかりに、それらをベッドの隅に放り投げる。纏うもののない太腿に戻ってきた手のひらは、疲れもあるのか、今までで一番熱かった。

「……足、開いてくれ」

「うん……、ぁ、ん……」

「ふ、……舐めただけで、こんなに濡らしてたのか。先輩？」

　後ろから秘所へと差し入れられた手が、蜜の源泉を見つけ、そこを意地悪く掻き回す。意趣返しのような揶揄いと共に早くも一本目が沈んで、巽君が焦れているのが伝わってきた。

　指はすんなりと奥まで潜り込み、たっぷりの蜜を纏う襞が、きゅんとそれを抱きしめる。彼の欲望を受け入れるために誂えられた、淫猥な入れ物。準備がほとんど整っているそれに、巽君が低く、笑って。

「このまま押し当てたら、入りそうだな……」

「っいい、よ……？　挿れても」

「……先輩。俺は今日、頭が回ってないんだ。……本気にするぞ」

「だから、いいって……」

　今日は貴方のために何でもしてあげたい気分なのだ。

　心の中だけでそう呟いて、しかめっ面をしているであろう巽君を誘うように、ゆるく足を開いていく。背後で息を呑む気配がして、次いで大きな大きな溜息がうなじの生え際を掻き混ぜた。

「……後から『待て』は聞かないから、な」

　限界まで張り詰めた怒張が、双臀のあわいに押し当てられる感覚。びくりと震える腰を、後ろに軽く突き出すようにすれば、ほころんだ蜜口がお行儀よく切っ先を咥え込む。温かな泥濘に触れたその切っ先は、我慢がならないといったふうに、そのままずりずりと中へ分け入ってきて。

「ぁ、ん、ぅう……っ！」

「ッぐ、～～～……ぅ、ッ！」

　灼熱を纏った楔に、蜜壺を征服されるかのようだった。

　足が縦方向に開いているせいで腰が突き入れにくいのか、楔は一つ一つの襞を押しつぶすかのようにゆっくりと蜜路を穿ってくる。先ほど丁寧に愛撫した段差が、お返しのように私を奥まで拓いていき、――――やがて、ほぐれきっていない最奥にまで嵌り込んだ。

「ぁ、あっ……ん、っふか、い……」

「は……っ、く、しばらく、このまま……」

　腰を支えていた彼の手が、再び私の腹部をゆるく拘束する。首筋に彼の鼻先が触れて、全身を掻き抱かれているような体勢になった。巽君に全身を包み込まれているかのような感覚に、身体だけでなく、心までもが満足していく。じん、と染み入るように伝わってくる、剛直に内壁を押し広げられる柔い性感。揺蕩うようなそれは、蕩けていく思考を邪魔せずに、むしろもっと深い幸福へと落としていってしまう。

「あ……っ、ぅ、や、巽く……」

　背筋が勝手にびくびくと震え、しなり、快感に打ち震える。直接的でない、頭が感じる精神的な悦楽が、私の身体をおかしくしていく。彼の手のひらが宛がわれた下腹の奥、熱杭に縋り付く淫壁がさざめくように波打った。きゅ、うう……っと引き絞り、奥へ奥へと征服者を誘う蠢動。不随意に起こるそれに、背中側からも唸るような吐息と、首筋への甘噛みが贈られた。

「っそんなに、締めて、どうするつもりだ……？」

「ァ、んん……ッちが、勝手に、奥が……」

　言い訳すら厭らしく聞こえてしまいそうで、私は目を瞑って額をシーツに押し当てた。案の定、はしたなく浅ましい言い分は見逃してもらえず、甘噛みを繰り返していた唇の他に、大人しくしていたはずの両手も私の身体を弄び始めてしまう。

　身体の下をくぐる手は服の上から膨らみを揉みしだき、もう一方の手は怒張を咥え込む秘裂の上に芽吹く、小さな粒を摘まみあげて。甘噛みを止めた唇は少し伸び上がって、薄い耳朶を優しく食んだ。

「はあ、ぁ、そんな……っん、いっぺんに……」

「気持ちよくするだけだ。先輩が、俺にしてくれたみたいに」

　くすりと耳の後ろで笑った巽君が、器用に私の全身を愛でていく。しかしどれも決定的な快感にはなり得ない刺激ばかりで、また疼きだけがどろどろの胎奥に蓄積されていった。

　ゆったりとした穏やかな熱が気持ちいいのに、ひどくじれったい。逃げ出して、この丁寧に愛されている身体をめちゃくちゃにしてしまいたくなる。強い刺激に飢え過ぎた身体は、花芽をかわいがる手が戯れに下腹を押し込むのさえ、立派な快感として享受してしまう。それが恐ろしくて、苦しくて、――――私は思わず巽君に助けを求めた。

　私をこんなふうにしているのは、彼だというのに。

「っも、やだ……っ巽く、もっと……！」

「……じゃあ、さっきみたいに奥を締めてくれ」

　宥めるようなキスが、頚椎にまで触れる。今度は膨らみを柔く揉んでいたほうの手が、身体の中心のラインを這い下りて、臍の下をとんとんと叩いてみせた。その振動がお腹の奥にまで響いて、隘路と子宮が甘く収縮する。そこを串刺す怒張の質量をはっきりと思い知らされ、刺激を渇望していた襞が、勝手に浅ましい蠕動を始めてしまって。

「そうだ……ぎゅっと締めたら、気持ちいい、だろう……？」

「っ……！」

　唆すように囁かれ、いっそ反射のように、身体が素直に反応する。ぎゅ、うう、と楔を食い締め、ほろりと緩んで、また食い締めて。耳から脳へと直接注がれる巽君の声に、私の奥はすっかり陥落してしまったかのようだった。

「ッく、……っは、ああ、上手いな……」

「ん、っ、～～～、あ、ぁん……っや」

「ほら、もう一回……」

「ぁ、あっ、だめ、待って、」

「待ては聞かないと言った」

　そんなふうに、愉しそうな声音が何度か指示を繰り返したあと、――――唐突に私の腰を押さえた巽君が、ゆるりと緩慢に奥を突き上げた。

　元々奥まで入っているものが揺れても、ほんの数ミリの差しかない。そのたった数ミリの律動が、私にとっては待ちわびた刺激だった。

　はくはくと口が開閉するも、漏れるのは子犬のような鼻にかかった声だけ。頭がおかしくなりそうなほどに甘ったるくて、ゆっくりなイき方に、瞳がうるりと潤む。初めての中だけの絶頂はひどく尾を引いて、一生この気持ちよさがなくならないんじゃないか、なんて錯覚に陥った。

「ぁ、……くぅ、ん……っ」

「……ッハ、ァ……イッたか……？」

「ん、っん……！」

　まともな声が出せず、頷くことでしか意思表示できないけれど、発情しきった蜜洞がきゅんきゅんと戦慄いているのを感じれば、一目瞭然だろう。

　背骨が溶けるほどの重く甘い絶頂感に意識を食い荒らされ、ぴくぴくと細かく痙攣し続ける身体が落ち着いたころには、私の口の端からはとろりと唾液が溢れていた。茫洋とする意識のどこかで、巽君の欲を孕んだ声がする。

「っ奥、下りてきてる、な……？」

　おく、という言葉を頭の中で変換するのに、数秒を要した。それが媚肉の詰まった淫路の、最奥の壁であることを理解するまでには、さらに数秒を。

　その十数秒で逃げる手立てを完全に失った私は、巽君に抱え込まれるがままに、小さく揺さぶられ始めてしまった。

　せっかく落ち着いた法悦がぶり返し、頭の中でぱちぱちと火花が散る。

「あっ、あ、あっゃ、……や、ずっとイッて、る、から……ぁ」

「ッ……悪い、もう少し、待ってろ……っ」

　甘えるように下りきって、窄まりを緩めている最奥。そこを未だ硬い切っ先で、こりこりと捏ねられる。それだけでも身も世もなく乱れてしまいそうなのに、とん、とん、と軽く腰を打ち付けられてしまえば、ひとたまりもなかった。果てから下りて来られなくなって、イッている感覚がずっとお腹から取れなくなって。巽君が気持ちいいように、奥から浅瀬までを健気にひくつかせてしまう。

「ッ奏絵、先輩……は、っ、こっち、向いてくれ……」

「ン、ぁ、っん、ふ、巽くん……っ」

　頬に添えられた手が私を振り向かせる。ただでさえお腹の奥が苦しいのに、喉まで苦しくなって、私は憐れっぽい声をとろとろと零した。いつもは黒々として清廉に輝いている瞳が、甘露のようにどろどろに蕩けてこちらを覗き込む。彼は何度か戯れるように鼻先へ口付けると、そのまま唇を、緩やかに下へと向かわせて。

　彼の瞳に映り込む、蕩けた顔の私がこちらを見た。キス直前の余白に放り出された私たちの心音が重なる。頬に宛がわれた彼の手が、促すように顎を少し持ち上げて、――――

「ッん……！　ぁ、んんっ……」

「っちゅ、ん……ッは、奏絵……っ！」

　熱く濡れた唇同士が、柔く、次いで激しくむしゃぶりつくように睦み合った。

　ようやく触れた唇に、快感で茹っていた頭に閃光が走る。かあっと胸の奥が熱くなる。揺さぶられるたびに少し間が開いて、それを埋めるように、どちらからともなく擦り寄って。

　今までの分を補うかのように濃密で、甘いキスの音が脳内で反響する。感覚器官が快楽をゆっくりと拾い集め、私の身体を更に食べごろへと仕立て上げていく。疼きが熟れを引き起こして、キスの幸せが身体を融解させた。

　キスの間、彼の楔の切っ先は、ずうっと最奥を捏ねていた。キスがそこをたっぷりと溶かしてしまうまで……早く自分を心から受け入れろとでも言うように。

　その厭らしくも、どこまでも甘い愛撫に、ぷつぷつと頭の奥が煮立つ。気持ちいいのがどこまでも終わらない。ぢゅ、うう、と舌を吸われ、額の裏側がじんと痺れた。

「ん、ちゅ……っ、ぅ、あ……」

　ああ、――――だめだ。

　どろりと何かが『かたち』を失う感覚に全身が震える。口説きと下拵えが完璧に整って、最奥がこれ以上ないほどに蕩け落ちた瞬間、――――ぐり、とそこに剛直の先端がめり込んだ。

「ッ、～～～う……！」

　どっとなだれ込んでくる多幸感と、感知できる範囲を超えた壮絶な快感。その二つに今の私が耐えきれるはずもない。許容できない量の気持ちよさを飲み込まされた私の身体は、あえなく、もう戻れないほどに深い深い絶頂に至ってしまう。

「あ……～～～っ、は、ぁああ……っ！」

　今までに与えられたものの中で、一番甘く、一番激しい暴悦。ぐしゃぐしゃに濡れそぼった秘所は既に感覚を失い、蕩け切ってしまっている。同時に果てへ昇りつめた彼の楔は、柔く全体を揺らす締め付けに堪えきれず、沸騰しそうな白濁を被膜越しに吐き出してみせた。

　自分の輪郭すら忘れてしまいそうなほどの絶頂に、今度こそ意識が遠のいていく。

「は、ァ……っ、ふ……ん、」

「……っん、ぁ……」

　身体が色んな感覚を訴えているのは何となく感じるのに、脳味噌の回路が上手く繋がっていないのか、感じるそばからそれが零れ落ちていってしまう。

　ただ下唇を柔く吸う、あやすようなキスの甘さだけがこびり付いて、心に降り積もって。

「奏絵、」

　呼び捨てられる名前と、初めての唇へのキス。

　それが、自分の中の『巽君のことを本気で好きになってしまったかもしれない』という感情を芽吹かせていくのを感じながら、私はそっと目を閉じた。






５、貴方を恋い慕う四夜目








　巽君が珍しくお休みの日曜日。昼下がりの書庫で、私と彼と並んで本棚の前に立っていた。

　久しぶりに本が読みたいと言い出した巽君に合わせて、面白そうな本を探しに来ただけなのだけど、井藤さんには「書庫デートですか！　素敵ですね！」と力いっぱい祝福されてしまった。外の人には私たちの関係を誤解させる必要がないから、『偽装夫婦』という契約の有効範囲は、このお屋敷の中だけ。この書庫でのささやかなデートは、私にできる最大限の贅沢だった。

「巽君、これは？」

　私が抜き出した本の表紙を掲げると、巽君はそれをちらりと眺めてから、わざわざ視線を私の顔へと向けてくれる。

「ああ、前に読んだな。……奏絵も好きだと思う」

「本当？　じゃあ持っていこうかな」

　へらりと笑ってみせる私に、巽君が柔く目を細める。

　――――精悍な顔が、私だけに甘く溶けるこの瞬間が、好きだ。

「……この間は、どれを読んでたんだ」

「え？　ああ、ええと……確かこっちの棚の……」

　初めてのキスをしてから数日が経ち、その間に私はすっかり彼への想いに、全身を侵食されてしまっていた。毒のように素早く回り、根のようにしつこく残ったそれは、気付いてしまわないようにと厳重に鍵をかけていただけに、引きずり出された際の衝撃も大きい。

　この想いをどうしたらいいのか、私自身もまだ分からないままだ。

「これか？」

　私がぼんやりと本の背表紙を見つめて立ち尽くしていると、ふと巽君が一冊の本に手をかけた。引っ張り出されたその本は、まさしく、私がこの間読んでいた恋愛小説で。

「すごい、よく分かったね」

「昔も読んでただろう。……この間は随分懐かしそうな顔をしていたから」

　読んだことのある本だろうと思った、――――そう言って薄く微笑んだ巽君は、その本の表紙をさらりと撫でる。

「これ、巽君に昔勧めたよね？」

「ああ……プロポーズが気障で痒かったな。跪いて、『生きる世界なんてどうでもいい、ただ一緒に生きていきたいだけだ』……だったか」

「えっ、よく覚えてたね……？」

　本の中のプロポーズシーンは、全くもって巽君の言う通りの演出だった。階級社会のヒストリカルロマンスものらしく、身分の差に苦しめられた二人が、この告白を持って結婚に至る……という内容だ。

　私はつい先日読んだばかりだから覚えていて当然なのだけれど、まさか『痒い』と言い放っていた巽君が覚えていてくれたなんて。

「記憶力はいいほうだからな。……これも持っていくか」

　近くの椅子の上に重ねて置いておいた『二人の部屋に持って帰る本の束』に、その一冊が加わる。読んでくれるんだ、と嬉しくなると同時に、昔の面影が見え隠れする巽君の振る舞いに、胸が苦しくなっていく。

　お金が欲しくて、巽君の味方になろうと思って、彼と偽りの夫婦になった。騙すために必要だからと、心に残っていた初恋を抱きしめて彼と睦み合った。それが今更のように、私の心にしこりとなって残っている。この契約を結ばなければ、巽君と再会することはなかっただろう。それが分かっているのに、まっさらな状態で逢えていたらと夢想してしまうのだ。

　これ以上巽君を好きになったら、離れるのが辛くなるだけだから。

「……奏絵？　どうかしたか」

「あ……」

　ぱちりと目を瞬けば、目の前の光景が切り替わる。見つめていた自分の内側の映像が掻き消えて、吐息が触れ合ってしまいそうなほどの距離に、巽君のかんばせが見えた。どくんと心臓が波打つのは、これがキスの射程圏内だと、もう知ってしまっているからだ。

　どちらのものかも分からない吐息が、唇同士の間でわだかまる。温かなそれに、相手の唇の温度を想起して、思わずごくりと喉を鳴らしてしまう。一度引き結ばれた巽君の唇が、ゆるく傾けられたまま近付いて、――――

「失礼致します」

　こん、とノックの音がした。

　同時に、ひゅ、と自分が息を呑む音。

「っは、はい！」

　一瞬で我に返って、二、三歩後退した私に、巽君が感情の読めない瞳をじっと向ける。その視線から逃げるようにドアのほうを向いて、私は胸の内で大きな溜息を零した。

　巽君がどう思っているかは知らないけれど、正直なところ助かった、――――頭では駄目だと分かっていても、好きな人からのキスを拒めるほど、諦めがいいというわけでもないのだ。

　私がそっと息をつくと、ドアを向こう側から押し開けられる。こちらを申し訳なさそうに窺う人影の正体は、井藤さんだった。

「お二人でいらっしゃるところに申し訳ございません。満保様が、奏絵様のお時間を頂きたいとおっしゃってるのですが……」

「あ……巽君、いい？」

「分かった。先に部屋に戻るから、終わったらそっちに」

「うん」

　満保さんからの呼び出しは、実はそうそう珍しいことでもない。最初のお茶会以来、清仁さんとの関係やアプローチの仕方についてあれやこれやと二人で話し合ってきたのだ。

　今日も恐らくその類だろうとあたりを付け、私は抱えていた本を『二人の部屋に持って帰る本の束』に重ねると、書庫の出入り口へと向かう、――――その最中に、巽君の声が背中を叩いて。

「奏絵、」

　振り向いた瞬間、唇に柔いものが押し当てられ、吐き出しかけた返事が喉奥へと押し戻される。忘れなければならないはずの感触と温度。それが再び刻み込まれたのだと気付いた私に、巽君がひどく甘やかに、――――私の一番好きな顔で笑ってみせた。

「真っ直ぐ帰ってこい」

「……うん」

　ひらりと手を振って、彼に背を向ける。

　そうだ、未来で味わう予定の感傷に浸るよりも、今は少しでも彼との『美しい思い出』を拵えたほうがいい。傷が癒えたあとに、あんなこともあったなって笑えるように。
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　――――そう、思っていたのに。

　氷を飲み込んだかのように冷たい心臓を抱えて、二人のための部屋へと辿り着いた私は、そのドアの前で五分ほど逡巡と共に立ち尽くしていた。ドアを開けたいのに、開けたくない。巽君に、会いたくない。

　ぐっと唇を噛みしめて、指先をドアノブの上に乗せる。覚悟の決まり切っていない指先は微かに震えていて、私は思わず自嘲めいた笑みを浮かべながら、そのままそっとドアノブを回した。

「……ただいま」

「おかえり」

　いつもと逆の挨拶と共に、ベッドに腰かけて本を読んでいた巽君が顔を上げる。その手元にあるのはプロポーズが気障な恋愛小説で、三分の一ほど読み進められたそれが、私の呼吸を阻害した。書庫で感じたものの何倍もの苦しさが胸に押し寄せ、ベッドのほうへと歩み寄る足が、僅かにぶれる。

　それを見て取ったのか、巽君がぱたんと本を閉じると、それを脇に避けて私のほうに向き直った。

「彼女と何かあったか」

「っ……ううん、そういうわけじゃ、なくて」

　そういうわけじゃ、ないんだけどね。

　満保さんの部屋からここまで堪えていた心臓が、巽君の言葉に突かれて勢いよく感情を吐き出し始める。

　満保さんの相談とは、『清仁さんと大喧嘩した』というものだった。清仁さんと同じように会社の経営に携わっているという満保さんは、立場が近すぎて価値観のことや仕事のことでよく衝突していた。ただ、今回はそうではなく、二人の関係の進展についての話し合いで、大喧嘩にもつれ込んでしまったとかで。

　――――『私からプロポーズしましょうか、って言っちゃったのよね』

　困ったように笑う満保さんは、それでも瞳に強い意志の煌めきがあった。『だってもう待つのはうんざりなのよ。好きなんだから結婚したいじゃない』と肩を竦めておどける彼女に、私は何と返しただろう。覚えてすらいないのは、きっと衝撃を受けていたから。

　私にはない、強く眩しい光。それを真正面から浴びて、ああこのような人が京極家の嫁になるものなのだと、思ってしまったからだ。

　私に話すだけ話した満保さんは、何とか仲直りをして、今度こそ結婚を決めるのだと意気込んでいた。私はそれに何とか『応援します』というようなことを言って、部屋を辞して、――――そこで、ドアの傍で所在なさげに立っていた清仁さんと顔を合わせてしまって。

　彼はいつも私を値踏みするように、何かを暴くかのように見つめる人だった。それがうろうろと落ち着きなく視線を彷徨わせて、『満保は？』なんて聞いてくる。喧嘩のことで来たのだと、すぐに分かった。

「それで、どうしたんだ」

　私の話を黙って聞いていた巽君が、続きを促すようにこちらを覗き込む。その瞳孔の奥にいる自分がどんな顔をしているのか、確認する勇気はなかった。

「……満保さんなら、もう一回プロポーズしそうな勢いでしたよって言ったの」

　一瞬、このまま満保さんと清仁さんが上手くいかなければ、もう少しだけ巽君の隣にいられるだろうかと考えてしまったのは、事実だ。それでも結局、私は遠回しに満保さんの気持ちを伝えるという形で、二人の背中を押したのだ。

　だってそれが仕事で、――――巽君のためになることだったから。

「だから……早ければ明日には、あの二人の婚約成立の報告が聞けるんじゃないかな」

「……確かに、兄のほうが歩み寄りの姿勢を見せたのなら、上手く纏まりそうだな」

　頷いた巽君は、ジェスチャーだけで私を隣に座るよう促す。大人しく腰を下ろせば、もうすっかり慣れてしまったマットレスの感触が、じんわりと伝わってきた。

「正直、こんなに早く纏まるとは思っていなかった。……お前のお陰だ」

「本当？　……最後に、巽君の役に立ててよかった」

「……最後？」

「だって、『偽装夫婦』はもう終わりでしょ？」

　へらりと笑ってそう告げれば、こちらを見下ろす巽君が凍り付いたのが分かった。それが彼から私への気持ちを教えてくれているようで、つい眉が下がってしまう。十年前から変わらず、私はこういうときに笑顔を失敗してばかりだ。

　初恋の続きをした。巽君の分かりにくい優しさも、ちょっとだけ強引な抱き方も、私だけに見せてくれるあの笑顔も、全部、どうしようもなく私を惹き付けて止まないのに、私じゃ巽君の隣には立てないのだ。

「離婚の理由は、何でもいいよ。私が何かとんでもないことをして、巽君が我慢できなかったとか……そういうので」

「……本当にそれでいいのか」

　いつかと同じ台詞に、呼吸が止まる。はっきりと違うのは、――――彼の瞳が湛える輝きの、その苛烈さだった。

　今の彼に、あのときのような焦りや揺らぎは微塵もない。あるのは私に対する、いっそ苛立ちにも似た激情だけ。真っ直ぐに見据えられないほどの強さに、咄嗟に視線が逃げる。その瞬間に身体が抱き竦められ、噛みつくような口付けが唇を襲った。

「んっ……！」

「ッ……！　は、ぁ……っ、」

　荒々しく、蹂躙するようなキス。今までは戯れのような触れ方しかしてこなかったのに、激しいその口付けは、私の咥内までもを荒らし始める。逃げ惑う舌を捕まえて、引きずり出して、めちゃくちゃになぶって。二人分の唾液をぐしゃぐしゃに混ぜ合わせたかと思うと、今度は私の喉奥までもを我が物顔で征服してしまう。

　耳の奥で響く厭らしい水音。何度も反芻した彼の唇の感触と温度。私を馬鹿にするそれらのせいで、暴虐を暴虐として受け取れず、掻き抱かれた身体の温度がどんどんと上がっていって、――――やがて始まったときと同様、唐突にキスがほどかれた。

　微かに痺れる唇の間に、銀色のアーチがかかる。それがふつりと切れると同時に、巽君が私をベッドへと押し倒してみせた。

「十年前と一緒だ。またそうやって、俺からも、欲しいものからも逃げるのか……！」

　激情が溶けたままの瞳が私を真っ直ぐに見下ろす。組み敷かれた体勢ではその光から逃げられないまま、彼の言葉をただ受け止めることしかできない。

「再会したときは……どうせ金につられてきただけの、他の人間と変わらないのだと思おうとした」

「……巽君、」

「だが……お前があまりにも変わらないから。『奏絵先輩』のまま、少しも変わっていなかったから……愛おしいとしか思えなかった」

　――――自分と違って素直に気持ちを表に出せるところ。人のために動こうとする、少しお節介なところ。好奇心が旺盛で何でもやってみるところ。本が絡むと途端に笑顔になるところ。

　静かなのに、熱を孕む低い声が私の好きなところを挙げ、私への想いを紡いでいく。彼らしからぬ素直さに吐き出されたそれが嬉しくて、心臓がうずつくのに、どうしてもずきずきと軋む音が止んでくれない。どこか苦しげに歪められた顔が、彼の想いの強さを象徴してくれているかのようで、巽君の声が降り注ぐたびに軋む音は強くなって。

「契約を終わらせるときに、本当に夫婦になってくれと申し込むつもりだった。……それでも、駄目か」

「それ、は……」

　はくり、と喉が空気を飲み込み損ね、掠れた音が舌の上で転がった。

　巽君の手は、私に向かって確かに伸ばされている。私と巽君の結婚は、ほとんど本当のことのように進められていたのだから、今更誰だって反対しないだろう。それが分かっているのに、どうしてか、その手を取るのが怖くて堪らなかった。京極家のこと、今の契約のこと、お金のこと、母のこと、――――巽君のこと。色んなものが頭の中をめちゃくちゃに掻き回して、私の思考の糸をぐしゃぐしゃに絡ませてしまう。

　掴みたいと思っているのは本当なのに、今まで手を伸ばしたことがないから、どうしたらいいのかが分からない。僅かな喜びや儚い幸せだけを糧に生きてきた十年間が、今の私を高校生の頃よりもずっと頑なにしてしまったかのようだった。

　本気で欲しいものを手に入れてしまったら、きっと失うのが怖くなる。

　永遠にも思える沈黙が落ちて、やがて先に息を吐いたのは巽君のほうだった。

「……さっきの、」

「さっき……？」

「キス、乱暴にして悪かった。……もう一回してもいいか？」

　すり、と彼の指先が懇願するように私の唇をなぞる。

　ここで頷いては駄目だと思うのに、滑っていく指先があんまりにも優しいから、私は促されるように小さく首肯してしまう。手を伸ばせないままでいる自分への時間稼ぎという打算もあったけれど、巽君はゆるりと目元を緩めて、優しく唇にキスを落としてくれた。

　ちゅ、ちゅう、と愛らしいリップ音の立つ、いつものキスに強張っていた身体がほどけていく。やわやわと下唇を食んだ巽君は、そのまま舌先でゆっくりと歯列を割ってみせた。

　咥内に忍び込んできた舌は分厚く、私の口をあっという間にいっぱいにしてしまう。上手く飲み込みきれない唾液が溢れ、彼に占領されたそこがどんどんと温かく潤んでいく。

「っん、ん……、ぁ、ふ……」

「は、……っちゅ、ん、奏絵、」

　もったりと咥内を掻き回す舌は、先ほどの荒々しさなど微塵も感じさせない。呼ばれた名前につられるようにして瞼を持ち上げれば、ぼやける視界の中で、私を見つめる瞳だけがくっきりと見えた。

「好きだ……」

「ぁ、……」

「お前が好きだ。ん、ッ……は、すき、だ、」

「ッは、っん、ふ……ぁ、たつみ、くん……」

　手首を彼の手にそれぞれ押さえ込まれ、ベッドに縫い留められたままキスを甘受する。睦み合う唇同士が、少しも離れたくないとばかりに隙間なく触れ合っているせいで、囁かれる声音のほとんどは、そのまま私の中へと注ぎ込まれていった。熱く蕩けた想いの塊。舌先を痺れさせるほどの甘さのそれが、舌の上を滑り、喉をゆっくりと伝い下りて、胃の腑にじんわりと染み込んでいく。

　好き、という響きはまるで、魔法のようだった。

　彼によって愛されているのだと、どうしたって思い知らされてしまう。逃げ出さなくたっていい。素直に手を伸ばしてしまえ、――――そんなふうに、私の頑なな心を強く唆して。

「っわたし、……も、好きだよ」

　でも、きっと今すぐには手を伸ばせない。

　ぐしゃぐしゃに絡まった思考の糸を一本一本ほどいて、契約のことも、母のことも、自分の幸せのこともちゃんと考えたいのに、考えるそばから、キスが咥内と一緒に脳味噌を掻き回してしまうのだ。

「ッ、ああ……」

　私の返事に微かに温度を上げた唇が、緩やかにキスをほどいて、今度は首筋や鼻先にも口付ける。相変わらず器用な指先が、いとも簡単に私と彼自身の身ぐるみを剥がしていった。

　二人分の、一糸纏わぬ裸体がシーツに横たわる。四度目ともなれば、巽君のほうも勝手知ったる手つきで、的確に私の身体をとろとろと溶かしていく。愛撫の合間に、掠れた声音で何度も『好き』と囁かれるのが、ぞっとするほどの多幸感を私の胸へと連れてきて。

「今は何も考えなくていい。……明日、また聞くから」

　快感に集中するようにと言い含め、巽君は再び私の唇を塞いだ。甘いだけではなく、私から情欲を引きずり出すような淫靡なキス。引っ張り出された舌は、彼の歯でまんべんなく刺激され、敏感な上顎は硬くした舌先で溝をほじるように舐められる。特に、上顎の喉奥近くの部分を丁寧にくすぐられると、マットレスに沈んだ腰がじくじくと疼きを訴え出す。

　彼の快楽に慣らされた身体は、心に対比するかのように素直だった。

　つつ、と肌を伝い下りた指先が膨らみの輪郭を辿る。既に膨れていた先端の蕾は、揶揄うようにその天辺をくるくると捏ねられ、膨らみの中に押し戻されたり、逆に摘まんで軽く引っ張られたりと弄ばれ、あっという間に硬く張り詰めてしまった。

「ぅ、ぁ、んんっ……」

「は……ここ、こうやって弾くと……」

「ひっ、あ、あぁっ！」

「胸まで揺れて……ッは、もう真っ赤だ」

　かわいい。

　べっとりと唾液で濡れた唇を拭いながら、巽君が獰猛に目を眇める。

「最初は、こんなふうじゃなかったのにな……？」

「っ、それは、だって……巽君が」

　やらしさを揶揄われて反論すれば、巽君は満足そうに口角を上げて「そうだな」と嘯いてみせた。

　手は再び私の身体を辿り始め、今度は下腹部へと忍び寄る。下生えを悪戯っぽく指先で梳かして、キスと胸への軽い愛撫、そして『好き』という台詞によってぐずりと溶けていた秘所。彼の手のひらの大きさに合わせて足が広がり、むせ返るような花蜜の香りが、私の鼻先にまで届いてしまう。

「こっちも、最初と比べて……随分濡れやすくなったな」

「ん……ぅ、それも、巽君のせい、だから……」

「ああ、そうだ……全部、俺のせいだ」

　褒めそやすような、触れるだけのキスと共に、鼻先が厭らしく擦り合わされる。

　巧みに動く彼の指先は、ほろりとほころぶ蜜口の淵を挨拶するように撫でてから、じれったいほど緩慢に、その中へと沈んでいった。蜜だまりを泳ぐ爪が、奥の蕩け具合を確認するように蠢く。

　やがて二本目が沈み、蜜をたっぷり湛えた隘路を掻き混ぜ、ふやけた粘膜を奥まで開く。節くれだった指が鉤状に曲げられ、疼く媚肉を熱心に押しつぶすと、喜悦に震える粒の一つ一つが戦慄いた。

「俺が、――――先輩をこういう女にした」

　耳のすぐ傍で低く笑うような気配がして、彼の前髪が首筋を掠める。熱い溜息がその後を追いかけて、耳の産毛までもを逆立てていく。執着すら滲んだそれがぞくぞくっと私の背骨を震わせて、骨盤の奥にまで響いた。こうして一つ一つ確かめられると、自分がいかに巽君に躾けられたのかを自覚してしまって、狂おしいほどの興奮と、もう彼から離れられないのではないかという予感が全身を貫く。

「もう中でもイけるはずだ。ッ……ほら、この奥のところ……」

「え、ぁ……っや、」

　先日与えられた、身体がなくなってしまいそうな絶頂感を思い出して、反射的に身体が逃げようとする。半ばうつ伏せのような体勢になるものの、巽君の指はそれに追い縋って、下り始めていた甘えたな最奥の壁を、とん、と小突いてみせた。

「ッ、ひ……ぁ、や、それだめ……っ！」

「駄目はこっちの台詞だ。一回、このままイって……奥まで、しっかり溶かしてくれ……」

「っ、～～～ッ、は、ァ……！」

　こりこりとした窄まりを、じっくり揺さぶられる感覚。指は大きく抜き差しされているわけでもなく、小刻みに前後左右に揺れているだけなのに、ほぐされていたときの何倍もの快感が私の脳髄に迸る。頭の中に残っていた難しいこと、苦しいことを押し流し、『気持ちいい』としか考えられなくしていくかのような、優しいのに暴力的な悦楽。

　身体の前面をシーツに擦り付けて身悶える私を、巽君がしっかりと押さえ込む。肩甲骨に置かれた手のひらが熱くて、拘束されていない腰が軽く浮いた。その体勢がちょうどよかったのか、俄かに滑らかに動いた巽君の指が、勢いよく奥を小突き始める。先ほどまでは緩やかに与えられていた性感が、お腹の奥から脳味噌まで一気に駆け巡って、――――

「ッ、――――ほら、イけ……！」

　声を合図に、全身を包む快楽がぱちんと弾けた。

　瞼の裏に星が散る。浮いたままだった腰が更に高く持ち上がり、雌猫のように背筋がしなった。頭が茹り、思考が溶け消えていく中で、自分の荒い息遣いと私を呼ぶ巽君の声だけを知覚する。むずかる膝と爪先が無暗にシーツを掻いて、キャンバスのようにまっさらだったそれに皺を作っていく。どっと愉悦を飲み込んだ胎奥と、だらしなく開いた唇の両方から、とろりと透明な液体が零れた。

「ん……っ、ん、は、ぁ……」

「ッは、……先輩、上手にイけた、な……」

　余韻に浸るように甘ったるい息を漏らす私に、背後の気配が獰猛に膨れ上がる。口調ばかりは優しいのに、こちらを食い荒らしたいという欲を内包した声音。

　先ほどまでよりほんの少しだけ性急な手つきが、中途半端なところで浮いていた腰を掴み、高く掲げるような形で固定した。熱い粘液をだらりと垂らした秘所が開いて、火照ったそこを外気が冷やしていくけれど、――――冷めるのよりも早く、ずっしりとした熱杭の切っ先が、ぐ、ぐっと押し当てられてしまう。

　絶頂の残滓が残る今、こんな質量を受け入れたら、きっとおかしくなってしまう、――――そう思うのに、奥までしっかりと溶かされて、きつく食い締める力も持っていない蜜壺は、あえなくその刀身を緩慢に呑み込んでいって。

「ッあ、ぁ……は、いって……！」

「ぐ、ぅ……ッ」

　ずぶずぶと泥濘を穿つ、猛々しい楔の感触。

　唸るような声音と共に、背中に逞しい身体が圧し掛かった。腰から背中にかけて、熱くしっとりとした肌が触れて、巽君に組み敷かれているのだと私に思い知らせる。

　よく潤んだ泉は、引っかかることなく彼の分身を迎え入れた。張り出した笠も、充溢する血管の浮き出る幹も、太い胴の部分も、全てをぬるま湯のような愛液で濡らしていく。その歓待に報いるように、怒張はまだ頂きから下りきっていない隘路を労わるように、あやすようにゆるゆると擦り上げた。

「う、ぐっ……ァ、ん、奥……っ」

「ッは……そうだ、奥まで全部、入ってる……」

　もうすっかり、上手に呑み込めるようになったな。

　は、と獰猛な笑みがうなじに噛み付き、あんまりな台詞が私の耳朶を灼いた。首周りにエナメル質が食い込む感触も、私が巽君に教え込まれてしまったことの一つだ。鋭い刺激に驚いた淫路が、きゅっと幹のくびれを締め付ける。

「っな、先輩……っここ、気持ちいいか……？」

「ぁ、ああっ！　は、ぅう……っ！」

　ここ、と言いながら卑猥な腰遣いで最奥を小突いた巽君が、その勢いのまま、じりじりと律動を始めた。最初は小さく、徐々に大きく。私の好いところばかりを刺激する、私のためのピストンに、唇からは甲高い嬌声が溢れた。圧し掛かられているせいで快感を逃がす場所がなく、重いピストンを全て受け入れる羽目になる。好き勝手に擦られる蜜口の淵が、きゅ、きゅっと締まるのが堪らないのか、灼熱の杭は一度のストロークごとに、さらに太く膨れ上がっていった。

　一番奥と呼称された天井は、この間散々自分をなぶった相手を覚えていたらしい。媚肉を愛撫されるたびに性懲りもなく自分から下がっていき、そのこりっとした窄まりで、屹立のまろい先端に卑猥なキスを贈った。被膜越しでも温度は嫌というほどに伝わってきて、ちゅう、と吸い付いた窄まりが熱によって蕩かされてしまう。

「奏絵？」

「っ、は、あっ……いい、いいから、ぁ……っ」

　忍び寄る絶頂の予感に、返答がところどころ音階を外す。早くもショートを始めた脳味噌が、ぱちぱちと音を立てて、あのときのように身体の輪郭がなくなっていく感覚を味わった。

　身体を支えきれなくなった腰が、巽君に押されて下がっていく。ぐりぐりと奥をこじ開けるように腰を回されると、放置されていた淫芽がシーツに擦れてしまって、私は咽び泣きながら枕にしがみ付いた。

「っ、は、奏絵……」

　欲望を煮詰めた声音に懇願をまぶして、巽君が私を呼んだ。想いの滲むそれが耳孔から脳味噌へと一直線に届けられて、快楽の只中にいる私を幸せで満たしていく。

「巽、く、……っは、ぁあっ」

「ッん、……もっと、奥まで入れてくれ……」

　発情しきった身体は、背中に落ちてきた汗の一滴まで愛撫と捉えて、勝手にどこまでも気持ちよくなっていく。かくかくと上下に揺れていた腰は、今やべったりとベッドに押さえ付けられ、柔い双臀の肉を彼の硬い骨盤にこねくり回されていた。じっくりと口説かれた胎奥は、跡形もないほどに蕩け切って、穿ってくる屹立の切っ先を柔く受け止めている。

　そのあまりの恭順っぷりに、そのまま内側に潜り込まれてしまいそうな気がして、きゅうう……っと反射的に隘路全体を食い締めてしまった。食い締めた分だけ襞が怒張に擦り上げられ、自業自得な性感で私の意識の端がどんどんと遠ざかっていく。

　背中が熱い。お腹の中が熱い。握りしめられている手首が、唇の触れるうなじが、絡み合った足の先が、――――このまま蕩け落ちてしまいそうなほどに、熱い。全身が巽君と重なっていると分かる温度が、私をさらに深く追い落とす。

「ひ、ぅう……っん、も、だめ、だめっ……イ、っちゃ……！」

「ぁ、ッく、俺も、もう……ッ、」

　限界を迎え、きゅんきゅんと切なく泣き喚く内壁が、浅瀬から奥までをきつく引き絞る。

　そして、がつんとひときわ強く腰を打ち付けられた瞬間に、最奥がじゅわっと甘く蕩けて。

「ん……ッ、ぅ、あっ……～～～！」

　抗えないほどの絶頂に、全身から神経が蕩け落ちる。

　少しも堪えることのできないまま痙攣する身体を、巽君の身体に圧迫される被虐感。甘ったるい断末魔にハートマークか浮かび、媚びるように蠕動した襞が怒張の吐精を促した。脈打つ幹を熱い塊が上り、子宮口にきつく押し当てられた先端が痙攣する感覚。巽君はその欲望を最後まで吐き出す前に、呼吸も整えないまま私を仰向けにひっくり返して、唇へと噛みついた。

　余韻を擦り付けるように触れ合う唇。巽君の息だけを吸って忘我の悦楽に浸る私は、キスの淡い快感にあやされながら、ゆっくりと昂りを鎮めていく。深くイッたせいでなかなか引かない熱が、吹き込まれる彼の熱い呼気でさらに炙られてしまう。

　長く尾を引く絶頂は、やがて巽君が緩慢にキスをほどいたところで、ようやく一段落がついた。それでも二人の呼吸は未だ荒く、汗みずくの身体を私の隣に横たえた巽君が、法悦の残滓の残る瞳でこちらを窺った。

「はー……ッ、は、ァ……奏絵、大丈夫か」

「ん……っ、ん、うん……」

　何とか頷くと、巽君の身体が横に崩れて私の上から離れていく。隣にどさりと転がったのを、ベッドのスプリングが教えてくれた。彼との間には少し距離があるはずなのに、その数センチの空間を飛び越えて、その肌の熱が伝わってくるような気がして。

「……これだけ俺に慣らされたのに、今更離れていくつもりでいるんだな」

「っ、え……」

　つう、と瞳が滑って、自然と声の主に目を遣ってしまう。巽君はこちらに身体ごと向けて、滑ってくる私の瞳を待ち構えていた。まだぎらぎらとした獣の気配を纏っている視線は、私に居心地の悪さと、再燃の火種を持ってくる。手のひらが、しっとりと湿る私の下腹を戯れめいた手つきで撫でた。

「俺のことを好きだと言ったくせに、離れていこうとする。……その理由が、よく分からない。結局俺は十年前から、先輩のことが分からないままなのかもしれないな」

「あ、」

　巽君の手が、今度は髪へと伸びる。その手つきや表情に切なさが混じっていることに気付いて、私は思わず呼吸を止めた。

　『分からないよ、巽君には』、――――そう言ってしまった日のことは、今まで一日だって忘れたことはない。でも、まさか巽君がこんな顔をするぐらい、あの言葉を気にしているなんて、夢にも思わなかった。

　彼の瞳は、僅かに揺れている。これを揺らしているのが私なのだとしたら、きっと私は思っていたよりもずっと巽君を傷付けていて、私が考えているよりもずっとずっと強く巽君に想われているのだ。

　爪先までが居ても立っても居られないような衝動に包まれて、私は思わず彼の背中に腕を回した。火照る肌同士が触れ合って、じんわりと体温が溶け合っていく。

「……あのときは本当にごめんなさい。分かってもらおうとしてない人間が、言っていい台詞じゃなかった」

「ああ……いや、別にいい。確かに当時は悔しかったが」

「悔しかったの？　腹が立ったとかじゃなくて？」

「好きな女のことだからな」

　本当はちゃんと、分かってやりたかった。

　密やかな囁きが耳朶に触れる。耳の奥へと潜り込み、脳味噌まで届けられたそれは、私の心の砦に、ヒビを入れるほどの力があって、――――ああ、駄目だ。

　これ以上何か言われたら、今すぐに彼に縋り付きたくなってしまう。

「……巽君」

「ん……？　なんだ」

「あの……もう一回したいって言ったら、怒る？」

「は、」

　怒られるわけないと知っていながら尋ねる私は、きっとずるい。いくばくかの甘えと、『これ以上この話を続けられたくない』という保身がないまぜになった台詞は、むしゃぶりついてきた巽君の唇に吸い込まれていった。

「ぁ、ん……んっ」

「っ、ふ……どういう風の吹き回しだ？」

「最後かもしれないから……」

「はっ……そんなことを言っていられるのも、今日のうちだろうな」

　きゅう、と口角を上げた巽君が、抱きしめ合う体勢のまま再び私の身体をまさぐり出す。溶け合った肌は癒着したかのように離れず、私たちはそのまま熱に溺れていって。

「明日、――――『素直』に話してくれるのを、楽しみにしている」

　どろりと蕩ける囁きに反発するように、今度は自分からその唇へと噛みついた。






６、五夜目の前に








「……これって、どこに向かってるの？」

「行けば分かる」

　『最後』の夜を巽君と共にした、翌朝。私は朝早くから巽君に叩き起こされ、樋宮さんの運転する車に乗せられていた。

　ただ座っているだけでも緊張するような高級車は、シートの一つとっても手触りがいい。何となく身の置き場がないように感じて縮こまっている私の隣には、いつもの仕立ての良いスーツを纏った巽君が座っていて、そんな私たちを樋宮さんがバックミラー越しに眺めてはにこにこと笑っている。

「……」

「……どうした？」

「ううん……」

　偽装夫婦の契約の話なら、お屋敷ですればよかったのに、――――真っ直ぐ前を向いたまま、どことなく素っ気ない様子の巽君の横顔を眺め、私はそわそわと肩を揺らした。

「あ、そういえば満保さんたちって……」

「無事に纏まったそうだ。今日、婚姻届を書くと言っていたが」

「そう、なんだ」

　じゃあ、やっぱり今日終わっちゃうんだろうな。

　『明日聞くから』と言っていた以上、向かった先で、これからのことを話すのだろう。私は座席の上に投げ出されている巽君の手を見つめて、この手を取れるだろうかと考える。取りたい気持ちと、取ったことによって起こりうる何がしかを恐れるような気持ちが混在していて、相変わらず考えは纏まらないままだった。

　もし決められなかったら、待っていてくれるだろうか。そんなずるいことを考えていると、ふっとエンジンの音が止んで、車が滑るように停車した。私が顔を上げるよりも早く、巽君がこちらへと言葉を投げかける。

「着いたぞ」

「……えっ、ここ……」

　彼の声につられて窓の外を見た私は、思わず目を見開いてしまう。ガラス越しに見える光景は、よく知っているものだ。

「お母さんの入院してる病院……」

　どうして、という言葉は声にならない。地域の総合病院で、大きな入院棟のあるこの病院は、十年前から変わらず母がお世話になっているところだ。今更、見間違えるはずもない。

　ぱちりと目を瞬いて呆けていた私を、巽君が車から引っ張り出す。そのまま手を引いて歩き出した彼の足取りは確かで、何度もここを訪れている私よりも通い慣れているようにさえ思えた。

　受付を済ませ、母の入院している三〇五号室を目指す。どうやら巽君は、本気で私の母の病室に行くつもりらしい。巽君は母とは面識がないはずなのに、そこまで行って何をするつもりなのだろう。

　困惑する私を余所に、巽君は私の手を握ったままどんどんと病院内を進んでいく。そして三階の廊下に差し掛かったところで、ふっとこちらを見下ろした。

「さっきも言ったが、兄が結婚する以上、今回の契約は終了だ」

「……うん」

「……今回の報酬は、既にこの病院に払った」

「え、」

「治療費にするつもりだったんだろう。母親の」

　――――これで全額払い終わったな。

　微かに悪戯めいた声音が、リノリウムの床に反響する。にんまりと笑う巽君の横顔はどこかしてやったりといった表情で、しばしぽかんとそれを眺めていた私は、遅れてその意味を理解する。

　母の治療費は、残りが六百万ほどだったはずだ。そして今回の偽装夫婦の報酬は五百万円、で、――――

「ちょ、ちょっと待って、多いんだけど……！」

「あの二人を上手くくっ付けた分のボーナスだ」

　しれっとそんなことを言った巽君は、辿り着いた三〇五号室のドアをノックする。中からは久しぶりに聞く、母の『はあい』という気の抜けた返事が響いた。そして、私が何か言うよりも先に彼の手でドアが開かれて、四人部屋の病室が目に飛び込んでくる。

　中には母が一人きりで、ベッドの上で上半身を起こしていた。

「奏絵、いらっしゃい」

「お、お母さん……」

　にこりと微笑む母は、至って健康そうに見える。

　母の体調が良さそうなのは大変喜ばしいことなのだけれど、状況が状況なだけに、どんな顔をしていいか分からない。爆弾を投下されたのに、それをまるっと無視して会話を続けられている気分だ。

　そんなこと知る由もない母は、私の後ろに立っていた巽君を見上げて、あら、と口元をほころばせた。

「そちらは、昨日お電話いただいた……？」

「京極です。お話した通り、今日は結婚のご挨拶に来ました」

「……えっ！」

　立て続けに投げつけられた爆弾に、私はついに硬直する。聞き間違いかと思いながら台詞を反芻してみるけれど、何度繰り返しても意味は変わらないままで、余計に混乱が深まっていった。

　母と違って私の動揺にも混乱にも絶対に気付いているはずなのに、巽君は素知らぬ顔でドアを閉めると、――――その場でゆっくりと跪いてみせた。

「巽君……？」

「『生きる世界なんてどうでもいい、ただ一緒に生きていきたいだけだ』……だから俺と、偽装ではない夫婦になってほしい」

「！」

　恭しく掲げられた手の甲にわざとらしく口付けた巽君が、そのまま私を上目遣いに見つめる。

　昔からどうしてか好きだった、至って普通の恋愛小説。彼自身が『痒い』と切り捨てていたはずの、作中のプロポーズに則った告白に、ときめきと衝撃とがないまぜになって去来する。巽君の手に取られている指先が、かっと熱くなっていく感覚。私の表情から混乱を見て取ったのか、巽君はふっと悪戯っぽく口角を上げると、そのままの姿勢で言葉を続けた。

「金は払って、契約は終わった。昨日のうちに『契約を終わらせるときに、本当に夫婦になってくれと申し込むつもりだった』と言っておいただろう」

「言ってた、けど……」

「もう『偽装夫婦』は終わった。俺は全部最初からやり直して……今度こそ奏絵先輩の手を掴みたい」

　触れ合う指先が、どちらのものともつかない震えで、微かにぶれる。

　それをもう一度繋ぎ直して、巽君はひたりと私を見据えた。

「先輩が悩んでいるなら、いくらでも待つから……俺を好きだと言ってくれるなら、逃げないで一緒に考えさせてくれ。十年前のような、好きな女をみすみす見送る後悔はしないと決めたから」

　――――お前は、どうなんだ。

　昨日とは違う感情が溶けたままの瞳が、昨日とは反対の位置から私を真っ直ぐに見つめていた。その真摯な囁きと、どこか希うような視線が、頭の中でぐしゃぐしゃに絡まった糸の隙間を縫って、私の心臓へと一直線に下りていく。

　私の中でずっと蹲っていた『高校生の私』が、そろりと面を上げる。手を取りたいと泣き喚いていた『今の私』が涙を拭って前を見る。後悔はしないと言い切った今の巽君を、指先だけで繋がった二人の手を、改めて見つめてみる。

　相変わらずぐしゃぐしゃに絡まった糸はそのまま、きっと私が自分の幸せを、諦めてきたものをきちんと見つめるまで、ほどけないのだろうと思う。それでも、心臓を射抜いた彼の言葉が、それでも構わないと背中を押すから。

「……そんな、の」

　声が引き攣る。十年前のあのときに出せなかった声が、ようやく、唇から零れ落ちた。

「そんなの、私だってそうだよ……」

　その言葉が音に成った瞬間、微かに繋がっていた手が勢いよく引き寄せられ、大きな身体にきつく抱き留められる。少し痛いぐらいの力と、すっかり嗅ぎ慣れてしまった香り。

「……やっと、掴めた」

　心の底からの幸せを噛みしめているような、温かな呟きが二人の間に落ちていく。微かに濡れた瞳同士がしっかりとかち合って、腰を掻き抱かれると同時に、私たちは睦み合うようなキスをした。

　触れるだけのそれが、微かなリップ音だけを残してほどける。じんわりと彼の体温の残る唇を、人差し指でなぞって、――――そこで唐突に、この部屋にいるもう一人の存在を思い出してしまった。

　はっとそちらを見ると、そのもう一人は、ここ十年で一番の笑顔で私たちを見つめていて。

「あら、もっとやっててもよかったのに」

「お、お母さんいたんだった……」

　そもそもここはお母さんの病室だというのに、なんでこんなところでプロポーズに加えてキスまでしちゃってるんだ。浮足立つような気持ちが、肉親に見られてしまった恥ずかしさに取って代わられていくのを感じながら、じとりと巽君を見遣る。

　視線に気付いた彼は、私の言わんとしていることは分かっているとばかりに頷き、短く嘆息してみせた。

「証人のつもりだった……というか、ここで是非やってくれと頼まれたからな」

「えっ」

「京極さんから、この一ヶ月の話を聞いたの。『改めて正式に結婚を申し込ませていただきます。許していただけますか』って言うから、じゃあ私の前でお願いしますって」

「お母さん……！」

「それにしても巽君って……もしかして、あの巽君？」

「……あっ」

　しまった。

　一瞬身体を駆け抜けた嫌な予感に身構える。母のきらきらとした瞳が、巽君へと向けられた。咄嗟に口を塞ごうと足を踏み出したものの、それは一歩及ばず、先に巽君が反応してしまう。

「……俺がどうかしましたか」

「いいえ、あのね。高校生のときに、この子ったら『巽君』の話ばっかりで。今日は図書室で何があったとか、今日はたくさん話せたとか、何を読んでたとか、かっこいいけど告白したら関係が崩れそうだとか……」

「どうしてそういうこと本人に言っちゃうの……！」

　嫌な予感が的中し、思わず呻くように叫んで項垂れた。

　母はこういう昔話が大好きで、私相手に自分の学生時代の恋愛話をあれこれと話すほどなのだ。それが娘の恋バナとなれば、当然うきうきと喋るに決まっている。

　羞恥半分、怒り半分。真っ赤に染まった顔のまま母に猛然と抗議をしていると、ふと隣の巽君が、くすりと笑んだ気配がした。

「な、なに……もしかして呆れてる？」

「いや、」

　振り返った先では、巽君が口元に手の甲を宛がって、柔らかく笑み混じりの吐息を零していて、――――

「そういう顔は初めて見たな。……かわいい」

　ゆるりと緩んだ目元には甘い色が滲み、どこか愛おしげな表情を形作っていた。

　大事なものを見つめるときの瞳、だ。そう思ってしまうと、自然と勢いが削がれてしまう。羞恥はそのままに、怒りが照れのようなものに塗りつぶされていくのを感じながら、私はふっと息を吐いた。

　巽君が笑ってくれてるなら、まあいいか、――――内心そう呟きながら視線を母に戻すと、彼女も巽君と同じような顔で、私を見つめていた。お母さん、と呼び掛けようとした舌がもつれ、言葉を吐き出し損ねる。

　こちらを真っ直ぐに見つめる、母の表情。そこに内包されているのは、苦味の混じった罪悪感だ。

「奏絵。……今までずっと、苦労をかけてきて本当にごめんなさい」

　すっと息を吸って、母が私に向かって頭を下げる。

「貴方は優しい子だから、何度言ってもなかなか聞いてくれなかったけど……今度こそ、本当に貴方自身のために生きていいのよ。巽君と幸せになれるなら、是非そうしなさい」

「……うん」

　記憶の中のものより、随分と小さくなってしまった母の姿。十年前のあの日は確かに『どうして』という感情が全くなかったとは言えないけれど、私が頑張って母が生き長らえるなら、それでよかったのだ。だからずっと、彼女の『自分自身のために生きろ』というエールに、耳を塞いでいて、――――だから今日そのエールに初めて頷くことができたのを、素直に嬉しいと思った。

　たった二文字の返答でも、私の気持ちは伝わったのだろう。一瞬だけ泣き出しそうに顔をくしゃりと歪めた母は、それでも朗らかに笑ってみせた。

　巽君は、そんな私たち親子を微笑ましげに見つめていたけれど、一段落がついた辺りで、おもむろに一枚の書類を取り出し、母の手元のデスクにそれを乗せる。

「実は、ずっとお願いしたかったことがあるんです」

「あら、何でも言ってちょうだい」

「この婚姻届の、二人目の証人になっていただけませんか」

「……あ、」

　巽君の静かな『お願い』の言葉に、私は彼の傍へ寄って、その書類を覗き込む。

　もうずっと前に書いたような気がする、私と巽君の婚姻届。それは二人目の証人欄だけが空白になったままだった。

　巽君がペンを渡すと、母はこの上なく嬉しそうな顔で「緊張しちゃうわね」と笑ってみせる。

「……巽君、」

「どうした？」

　夫になる人、京極巽。

　妻になる人、牧田奏絵。

　そして、婚姻届の最後の欄が埋まる。

「これ、今日出しに行こうよ」

　内緒話でもするかのように囁けば、巽君はひどく甘やかに、――――私の一番好きな顔で笑ってみせた。






あとがき








　こんにちは、皆みな原はら彼かな方たと申します。

　この本をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。数ある作品の中で、目に留めていただけたこと、とてもとても嬉しく思っております。本作を少しでも楽しんでいただけていれば幸いです。

　こちらは濃蜜ラブルージュ様から出させていただく五冊目の本です。まさか一年の間にこんなに出させていただけるなんて夢にも思いませんでした。これも全て、応援してくださる皆さまのお陰です。本当にありがとうございます。

　

　今作はいつも私が書くような、女の子を猫かわいがりする感じの男の子ではなく、ちょっと素っ気ない雰囲気だけど優しい年下の男の子との恋愛を書かせていただきました。大人びた感じになってしまったので、年下……？　と自分でも思っているのですが、かっこいい巽君を描けたのではないかなと思います。

　そんな巽君と、幸せに触れてこなかった奏絵さんの夜を楽しんでいただけましたら幸いです。

　そして今回の素敵な表紙は、千ち影かげ透とう子こ様に描いていただきました！

　奏絵さん視点での巽君の壁ドン構図で、拝見してすぐにめちゃくちゃ好きだ……と思ってしまいました。お顔も身体も百点満点で素晴らしいです。

　イメージをお伝えさせていただいたのですが、私の頭の中を直接見たのかな？　と思ってしまうほどの完成度でした。私が思い描いていた通りの巽君、皆様もよろしければぜひ、巽君に壁ドンされている気分のまま、中身のほうを楽しんでいただけたらと思います！

　千影透子様、素敵なイラストを本当にありがとうございました！

　　

　改めまして、こうして形にしてくださった編集様、制作に関わってくださった全ての方々に。そして何より、ここまで読んでくださった皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました！

　それでは、またどこかでお会いできますように。
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